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七人の武器屋


エクス・ガリバー・エヴォリューション！
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　今野隼史
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　パート１・地上へ続く道を探さがせ







　早朝。


　まだ少し埃ほこりっぽい、天てん空くう城じようの個こ室しつの中。


「う～ん……」


　年季の入った石いし壁かべに張はり付いてる、自分で造つくった布ぬの製せいの安っぽい〝的〟めがけて、オレはため息をつきながら、右手の中にあった地じ獄ごくの薔ば薇らを放ほうり投げた。


　シュッ──


　たんっ。


　小さな音を立てて、薔薇の先せん端たんは、的の中心に刺ささる。


「う～む……」


　再ふたたびため息をつきながら、二、三メートル先の的まで歩み寄よって、的の中心に刺さった薔薇を抜ぬき、右手で握にぎり締しめる。


「ぐ～む……」


　そして最終的に、ため息なのかなんなのか、自分でもよくわかんないようなうめき声をあげながら、オレは背せ中なかからベッドに倒れ込んだ。


「ダメだ。こんな練習したって……余よ計けい腕うでがなまるだけだ」


　ごろんとベッドの上で寝ね返がえりを打ちながら、


「地上に帰れないって……！」


　悶もん々もんと呟つぶやく。


「くそぉ……なんだってこんな事になっちゃったんだ？　オレはただ、真ま面じ目めにプロレンジャー目指してただけなのになぁ……？」


　部屋の中に、泣きそうなオレの声が響ひびく。


　しかし、オレ以外誰だれもいないこの部屋からは、当然、返事は返ってこなかった……





　　　　※




　なんだってこんな事になっちゃったのか。


　どこから思い出し始めればいいのか見当もつかないけど、どこで間ま違ちがえたのか、自分の記き憶おくを探さぐってみる。












　やりたいことが見つからない。得意なことも、見つからない。


　夢む中ちゆうになることもっとない。本当の自分が分からない。


　そんな悩なやめる若人わこうどに、素す敵てきな素敵なお話です。












　このチラシに誘さそわれて、初めて武ぶ器き屋や『エクス・ガリバー』に足を踏ふみ入れたのが、今から約一年半前の事だ。


　エクスと出会って、オレの人生は、かなり変わった。


　エクスのチラシを見る前は、水道水を高く売りつけて、小金を稼かせぐくらいしかやる事がない、なんかダラダラした毎日だったけど。


　エクスで、ジャン、イッコ、ノン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィちゃん、七人で武器屋をやる事になってからは、どうやって武器屋経けい営えいを軌き道どうにのせるのか徹てつ夜やで会議したり。


　詐さ欺ぎ師しルイニの罠わなにハマッて、飛び火巣そう窟くつへ命がけで灼しやく熱ねつ竜りゆうのウロコを拾いに行ったり。


　世界三大企き業ぎよう、ライブウィンドウの三男坊ぼうホリィと、エクスの権けん利りを巡めぐって闘たたかったり。


　雪で潰つぶれたエクスを再さい建けんする為ために、大陸横おう断だん鉄道（と徒歩とドラグルー）で片かた道みち七日もかけた大だい冒ぼう険けんの末、遥はるか遠方の街、デルガドで開かれる天下一武器屋祭に出場したり……


　メチャクチャだけど、でも、時たま心が熱くなるような、そんな充じゆう実じつした日々を送る事ができた。


　さらに、そんな日々の中で。


　オレは、ずっと自分の中で悩んでた、


『オレが、将しよう来らいやりたい事ってなんだろう？』


　という疑ぎ問もんに、一つの答えを見つける事ができた。


　プロレンジャー。


　そう。オレはいつのまにか、五感を駆く使しし、ドラゴンから仲間を守ったりサポートする職しよく業ぎよう、プロレンジャーを、本気で目指したくなっていた。


　そんな折、以前お世話になった五つ星プロレンジャーのライオネル・ベッケンバウナーさんが、オレに声をかけてくれた。


　世界最さい高こう峰ほうのプロレンジャー養成学校『アスベルレンジャースクール』で修行しないかというのだ。


　エクスに残るか、アスベルへ行くか、その間でめちゃくちゃ迷まよったけど、オレは最終的に自分の夢ゆめを選び、アスベルへ留りゆう学がくする事を決意。


　そして、いつかフランへ帰る事を約束し、オレは自分を磨みがくため、海の向こう、アスベルへ旅立ったのだった……！








　しかし、そんなアスベルで、必死にレンジャー修しゆ行ぎようを始めて八ヶ月が経たった頃ころ。


　オレは、授じゆ業ぎようの一いつ環かんで訪おとずれていた前人未踏領域ノース・エンデで、前人未踏領域ノース・エンデの意思〝イシちゃん〟から、聖せい剣けんエクスカリバーを託たくされるという、不思議な依い頼らいを受けてしまう。


　この依頼を受けて以い降こう──


　オレの人生は一変した。


　先せん輩ぱい達がいる前人未踏領域ノース・エンデ探索キャラバンに命からがら帰き還かんすれば、何の説明もなく、いきなり拘こう留りゆう室しつにブチこまれ。


　聖剣を守る為脱だつ獄ごくし、前人未踏領域ノース・エンデの外へ逃にげ出せたと思ったら、今度はマジックドールの大軍に殺されかけ、挙あげ句くの果てには何な故ぜか〝聖剣強ごう奪だつ犯はん〟の濡ぬれ衣ぎぬをきせられ、世界中から『指名手て配はい犯はんマーガス』扱あつかいされてしまう。


　そんな苦しい状じよう況きようの中、オレはなんとかフォースの牢ろう獄ごくでエクスの六人と合流、事じ件けんの黒くろ幕まく『サラディン・オズ』をギャフンといわせるアイテム『ウソをつけなくする薬、イマジン』を手に入れたりする為、七人全員で、天てん空くう郷きようアトラへ向けて旅を開始する。


　すったもんだの末に辿たどり着いた天空郷アトラでも、主あるじを失った親しん衛えい隊たいと戦ったり、天空郷王女ウラヌスちゃんの身体からだを取り戻もどしたり、騒そう動どうの連続だった。


　それでもオレ達は、騒動のどさくさで、サラディン・オズの捕ほ縛ばくに成功。


　他に抱かかえていた案件もようやく解かい決けつし、後はサラディンにイマジンを飲ませて、地上に帰り、ウソをつけなくなったサラディンを騎き士し警けいに渡わたすだけ──そういう状態まで、辿りつく。


　長かったこの騒動も、やっと、これで、一件落着。


　しかし、誰だれもが一息つきかけたその瞬しゆん間かんさらなる問題が、オレ達に襲おそいかかる。


　今度は、天空郷には、もはや地上へ戻る手しゆ段だんが無い事が発覚したのだ。


　暴ぼう君くんプルートとやらが、天空郷を支し配はいしてた時、誰も逃げられないよう、地上に降りる手段を一つ残らず破は壊かいしてしまったのが原げん因いんらしい。


　その後、天空郷の人々にも手伝ってもらい、僅わずかな希望に賭かけて天空郷中を捜そう索さくしたが、やはり地上へ戻る手段は発見できず、あっという間に一週間が経けい過か……。


　オレ達は途と方ほうに暮くれ、そして、現げん在ざいに至いたる──そういうワケだった。





　　　　※




「ハァァ……」


　ベッドの上で、重いため息。


　なんだってこんな事になっちゃったのか。


　思い返してみると、ウラヌスちゃんを天空郷に送り届とどけるってイシちゃんと約束した辺りが、そもそもこの騒動の始まりだった気もしてくるけど……。


　まぁ、でも、イシちゃん可哀かわいそうだったし。たぶん、もう一度おんなじ様な場面があったとしても、オレ、結局、イシちゃんのお願い引き受けちゃうだろうしなぁ……？


「うーん……」


　オレは体を起こし、右手に握にぎり締しめた地獄の薔ば薇らをしみじみ見つめながら、呟つぶやく。


「こんな風に、グジグジ悩なやんでたって意味ないんだけど……。なんか、焦あせっちゃうんだよなぁ……」


　そう。キャラバンを脱出してしばらくは、ずっと命を落とすかもしれないような極きよく限げんの緊きん張ちよう状じよう態たいだったから、気にならなかったけど……。


　こんな風に一週間もポッカリ時間が空くと、なんか、


『オレがこんな事してる間にも、アスベルの他ほかの生徒は、必死に修行して成長してる……』とか、ふいに思ってしまうのだ。


　ベッケンバウナーさんも、飛ひ躍やく的てきに成長できる時期は限かぎられてる、なんて言ってたし。


　そもそもオレは、卒業するまで帰らないって約束した身。で、現状オレは、卒業にはほど遠い、まだまだ修行中の身なんだから、さっさと地上に戻る方法を発見して、アスベルに戻らなくちゃいけないんだよ、ホント……。


　途中で捕つかまったアカネとサイモンの事も気になるし……。





　　　　※




『早く地上に戻らなくちゃ』って焦ってるのは、オレだけじゃなかった。


「どうすりゃいいってのよ、一体……！」


　天空城じようの、第二会議室。


　議長の座すわる席に腰こしかけ、黒い前まえ髪がみをかきあげ頭を抱えているのは、イッコ。


　周りを見回すと、他のメンバーも、難しい顔をしている。


　地上へ戻る手段がないって分かって以降、オレ達エクスの七人は、ウラヌスちゃんのススメで、一人一室天空城の客室を借り、そこで寝ね泊とまり。


　そして朝と晩ばんに、会議室に七人全員集合してミーティングを開き、根気強く、どうやって地上に戻るか話し合っていた。が。


「まさか、これだけ探さがして見つからないなんて……予想外だわ」


　さすがに一週間死ぬ気で探し続けて、手がかりすら見つかってないだけに……今日の会議室には、疲つかれと焦りが混まじった、かなり重い空気が漂ただよっていた。


　特に、病弱なお母さんを家に残してきたイッコ。


　同じく、ダンナのデクさんを一人家に残してきたノン。


　そして、故こ郷きようのソーニョが半はん壊かい滅めつ状態、一いつ刻こくも早く故郷へ帰らなければいけないドノヴァン。


　この三人の疲ひ労ろうの色は、他のメンバーより、一回りは濃こい。


「妾わらわのせいじゃ……」


　と、そんな中。


　オレ達の暗さの上をいく、暗すぎる少女の呟きが会議室に響ひびき渡わたった。


　呟いたのは、長い銀ぎん髪ぱつを垂たらした、一五歳さいくらいの純じゆん朴ぼくそうな雰ふん囲い気きの少女。


　元、天空郷の王女。今や天空郷アトラを束ねる立場にある、天空郷の女王、ウラヌス・オーム・セーヌ・アトラだ。


　ウラヌスちゃんはいろいろ辛つらい事があったにもかかわらず、ちゃんと悲しむヒマもなく、オレ達の地上帰き還かん手しゆ段だん捜そう索さくに参加していた。


　いいからゆっくり休めと言っても、ウラヌスちゃんは「大だい丈じよう夫ぶだ」を連れん呼こし、聞く耳を持ってくれない。


「妾が、軽はずみにお主達を天空郷へ連れてきたから……。ひっ。お主達は地上に帰れず……ひっ。こんな……事に……」


　そして震ふるえ始めるウラヌスちゃんの両りよう肩かた。


　しかし、以前なら、ここからウラヌスちゃんの大だい号ごう泣きゆうが始まるトコなんだけど……


「～～～～！」


　ウラヌスちゃんは俯うつむいて肩を震わせるだけに留とどまり、なんとか、泣くことを堪こらえた。


　ウラヌスちゃんは身体からだを取り戻して以い降こう、女王の自覚からなのか、滅めつ多たに号泣しなくなったのだ。


　とはいえ、肩を震わせてるという事は、ウラヌスちゃんが泣きたいほど悲しい気持ちになってるってサイン。


　オレ達は、暗あん黙もくの了りよう解かいで一人の男に視し線せんを集中させる。


「な……なんでみんな俺おれの方を見るんだよ？」


　視線を集め、嫌いやそうに顔を歪ゆがめて答えたのは、つるっぱげにメガネの青年、ジャン。


「なんでって。ウラヌスが泣きそうになったら、アンタの出番じゃない」


「ジャン、慰なぐさめてあげてー？」


　イッコとノンが言ったが、


「ヤ、ヤダよ……。ウラヌスもデカくなったんだから、もう一人で大丈夫だって」


　椅い子すの背せもたれに体重を預あずけて、ジャンはウラヌスちゃんにそっけない態たい度どをとる。


「ひぃぃぃぃぃぃん!!」


　それを聞いたウラヌスちゃんは、結局号泣。


「ジャン！」


　イッコが明めい確かくにイラついた声でジャンを呼よんだが、


「知らねぇって。他の奴やつがやりゃいいだろうが……！」


　ジャンもイライラした声で応おう戦せん。


　ジャンは、ウラヌスちゃんが身体を取り戻して大きくなってからというもの、妙みようにウラヌスちゃんに冷たい。


「もういいよ、オレ達がやるよ……」


「ウラヌスー、泣かないでー」


　結局オレとノンがウラヌスちゃんに言葉をかけ、ウラヌスちゃんをなんとか泣き止やませる。


　あー、ヤダヤダ。みんな、疲れで、カリカリしてる。


　早く地上に戻もどる方法見つけないと、とりかえしつかない事になるぞ、これ……？


「とにかく、一いつ旦たん話を元に戻しませんか……」


　ウンザリした顔で、意見したのはケンジ。


「一週間、地上に戻る手段を探さがし続けたけど、見つからなかった。これから、どうするのか。引き続き、今のやり方で探たん索さくするのか。それとも、何か、方向転てん換かんをするのか」


「うーむ……」


　ケンジの問いかけに、全員難むずかしい顔で唸うなる。


　これだけ探して見つからなかったんだ。そろそろ、何か方向転換するべきなのは間ま違ちがいない。でも、その具体的なアイデアが、何も浮うかんではこないんだよなぁ……。


「いっその事、どうでしょう？　思い切った方針転換になりますが。地上帰還を諦あきらめ、アトラに住むことを本格的に検けん討とうするというのは？」


　満面の笑えみで、完全に空気を読み違えた意見を挙あげたのは、時間があえばアドバイザーとして会議に参加して貰もらってる、右目に眼がん帯たいをした老人、ニコさん。


　その意見は、当然、全員が無む視しした。


　あの温和なノンですら無視してる。


「ねえ、私、思うんだけどー」


　と、そんなノンが、みんなに向けて意見。


「なによ？」


「こういう時は、頭のいい人に、アドバイス貰もらえばいいんじゃないー？」


　頭のいい人ぉ？


　ワケの分からないノンの意見に、顔を見合わせるエクスの面々。


「誰だれよ？　頭のいい人って？」


「いるじゃん、一人、すっごく頭のいい人ー」


　そしてノンは、ニッコリ笑ってその頭のいい人の名前を挙げたのであった。





　　　　※




「サラディン・オズゥ!?」


　ノンが挙げたその名前に、会議室にいた全員が耳を疑うたがった。


「ノ、ノン、アンタ、自分がなに言ってるか分かってる？」


「えー？　だってあの人、すっごく頭良さそうだよー？　マジックドールとか動かしてるしー」


　むしろオレ達の反はん応のうが意外、といわんばかりの表ひよう情じようで、当然のようにいうノン。


　オレ達は、顔を見合わせた。


「まぁ、頭はいいだろうけどよぉ……」


「それに反はん比ぴ例れいして、性せい格かくがなぁ……」


　オズの性しよう悪わる技ぎ術じゆつ部長にして、国こく際さい騎き士し警けい察さつの肩書きも持つ男、サラディン・オズ。


　オレはあの男に受けた数々の仕打ちを、一生──かどうかは、オレ忘わすれっぽいしわかんないけど、少なくとも、一ヶ月くらいは、恨うらむ！


　キャラバンでいきなり拘こう束そくされるわ、爆ばく弾だんとマジックドールで殺されかけるわ、世界中で指名手て配はい犯はんになるよう陥おとしいれられるわ……マジで悲ひ惨さんな目に遭あわされたんだから。


「そういえば」


　と、オレは思い出して声をあげた。


「ウラヌスちゃん。サラディンに飲ませるイマジンの捜そう索さくってどうなってる？」


　イマジン──飲ませた相手にウソをつかせない為ために造つくられた、天てん空くう郷きようの秘ひ薬やく。オレ達の指名手配を撤てつ回かいさせる為に必要な、最後の切り札。


　天空郷のだだっぴろい宝ほう物もつ庫こにあるというので、オレ達はイマジンの捜索を、ウラヌスちゃんのペンギン親しん衛えい隊たいにお願いしていたのだ。


「おお、そうじゃそうじゃ、報ほう告こくするのを忘れておった」


　思い出したようにウラヌスちゃん。


「イマジンは今、天空郷にはない。プルートの管理がいい加か減げんで、薬品庫の秘薬、すべてが、腐くさっておったのじゃ」


「ハァッ!?」


　なんかさらっと語られた衝しよう撃げきの事実に、一いつ斉せいに椅い子すから立ち上がるエクスの面々。


「オ、オイオイ!?」


「ちょ、ちょっと、どういう事よ!?」


　イマジンがなけりゃ、オレ達の無実が証明できないじゃないか!?


　さすがにオレ達はウラヌスちゃんに詰つめ寄よったが、ウラヌスちゃんは涼すずしい顔で、


「最後まで聞かんか。安心せい。地上へ戻る手しゆ段だんと違ちがい、秘薬を造るレシピは、今もアトラに受け継つがれておる。数日もあれば、ちゃんと用意できるわい。それを報告したかったんじゃ」


　自信満々にそう答えている。


　な、なんだ、脅おどかさないでくれよ……。


　全員、ホッとしながら椅子に座すわりなおす。


「ま、ともかく、現状イマジンは使えねぇってワケだな。どうする？　イマジンなしでも、サラディンにアドバイス貰もらいにいくか？」


　頭の後ろに手を回しながらジャン。


「うーむ……。……とりあえず、話聞きにいくだけ、聞きに行ってみましょっか……？」


　露ろ骨こつに嫌いやそうにだけど、イッコはそう言った。


「確たしかに、アイツなら、なんか案思いつく可か能のう性せいはあるし……。例によってむかつく事言ってきたら、ソッコーでムシして帰ってくりゃいいわ」


　吐はき捨すてるように、イッコ。


　ま、こんだけ行き詰まってる以上、誰かに知ち恵えでも借りるしかないもんなぁ……。


　というワケでオレ達は、あんまり気は進まないけど。


　意見を求め、サラディン・オズのいる、天空城の地下牢ろうへとゾロゾロ向かう事にした。





　　　　※




「クック……愚おろかな奴やつらだ」


　黴かび臭くさく、どこかじめじめした、天空地下牢の、一番奥おくの廊ろう下か。


　鉄てつ格ごう子し越ごしに経けい緯いを説明したオレ達に対して、サラディン・オズは、皮肉気な笑えみを浮うかべながら、開口一番そう呟つぶやいた。


「さ。帰りましょ」


　予想通りむかつく事を言ってくれたので、取り決めどおり回れ右、ゾロゾロ地下牢から引き返し始めるオレ達。


「ま、待て!?　今のは、〝今日はいい天気だな〟とかそういう……挨あい拶さつみたいなものだ！　話を最後まで聞け！」


　その瞬しゆん間かん、めちゃくちゃ焦あせった声でサラディン・オズはオレ達を呼よび止めた。


「クック、愚かな奴らだ──の、どの辺が挨拶になってるワケ？」


　オレ達は呆あきれ果てたが、


「き、聞かないと後こう悔かいするのは君達だぞ!?　僕ぼくは、地上へ戻もどる方法を、既すでに一つ思いついている！」


　さすがにその言葉に、足を止めた。


「……ウソ言いなさいよ」


「ウソなものか！　僕がウソなどつくハズがないだろう！」


　なんかもう、ペンチか何かで舌したを引っこ抜ぬきたくなるようなセリフだったが……もし本当だったら、さすがに聞き捨ずてならない。


「……なら、さっさと教えなさいよ。聞いてあげるから」


　オレ達は振ふり返り、牢に一番近い位置にいるイッコが聞く。


「ま、待て。教えてもいいが……一つだけ、条じよう件けんがある」


「条件……!?」


「そうだ。僕を──この牢から出せっ！」


「はあ？」


　必死の形相で叫さけんだサラディンの言葉に、オレ達は、再ふたたび呆れ果てる。


「アンタ、実はバカなんじゃないの？　論ろん外がいよそんな条件。呑のむわけないじゃない」


　イッコは即そく答とうしたが、サラディンは必死に、


「ま、待て。勘かん違ちがいするな。別に、自由にしてくれなどというつもりはない。監かん禁きん状じよう態たいでも構かまわないし、見み張はりだって、今のまま、つけたままで構わない。ただ、頼たのむから、もう少し清せい潔けつな場所に移うつしてくれ！」


「清潔な場所……？」


「そうだ。僕はこうみえても、小さい頃ころから病気がちなんだ。こんな不潔な場所で寝ね泊とまりしてたんじゃ、たちまち病気になって、死んでしまう！」
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「病弱……お前がぁ？」


　呟くジャンを筆頭に、オレ達は疑うたがわしそうにサラディン・オズを睨にらみつける。


　あのブクブクと育ったガタイを見る限かぎり、そうは見えないけどなぁ……？


（でも……マジで病気になられて、地上に連れ帰れなくなっても困こまるわよね……。アイツにも一いつ緒しよにきてもらわなきゃ、アタシ達の指名手配は永えい久きゆうに解かい除じよできないワケだし……）


　小声で、困ったように言うイッコ。


　うーむ。ウソかホントか微び妙みようなラインだ。こういう時こそ、イマジンが欲ほしい。


（ちなみにさ、ウラヌスちゃん。ここより清潔で、アイツを閉とじ込こめておける部屋って、天てん空くう城じようにある？）


　オレは試ためしに聞いてみる。


　ウラヌスちゃんは一瞬考えた後、


（う……む。ある事は、あるな。妾わらわやニコがイタズラした時に入れられた、お仕置き部屋。あそこなら扉とびらの鍵かぎは外からしか開けられんし、さすがに、ここよりは清潔な環かん境きようじゃ）


　その言葉を聞き、顔を見合わせるオレ達。


（ドースル？）


（……ま……それでいいんじゃない？　どのみち、監禁状態なままに変わりないんだしさ。後は、見張りでもつけときゃとりあえず大だい丈じよう夫ぶだよ）


　と、オレ。


（ま……癪しやくだけど……仕方ないか）


　そう呟つぶやくと、イッコはサラディンの牢ろうへ歩み寄よった。


「いいわ。ちょっとだけマシな部屋へ移してあげる」


　と、イッコ。


　それを聞いたサラディン・オズは、心底ホッとしたような表ひよう情じようで、


「……ありがたい」


　と、短く呟いた。


　うーん、案外、ホントに病弱なのかもしれないな、この人……。


「ただ、いっとくけど、もちろんアンタの思いついた〝地上へ戻る方法〟とやらが使い物になったらの話よ？　使い物になんなかった場合、アンタはこの牢で一生暮くらす事になる」


　冷たい口調で念を押おすイッコ。


「クック。愚ぐ問もんだな。この僕を誰だれだと思っている？　というか、こんな簡かん単たんな手しゆ段だんも思いつけない君達のセンスに同情するよ」


　やめときゃいいのに、もはや条件反はん射しやなのか、不ふ敵てきな笑えみでイラッとさせる事を言ってくるサラディン・オズ。


（ねぇ……やっぱり帰らない？）


　ってな感じでイッコがオレ達に目配せしてきたが、オレ達はため息混じりにそれを押しとどめ、サラディンに話を続けさせる。


　そしてサラディン・オズは、言うのだった。


「もっとクリエイティブに生きろよ。地上へ帰る手段がない？　だったら造つくればいいじゃないか──自分達の力でな」





　　　　※




「じ……自分達の力で作る……？」


　そのサラディン・オズの意見に……


　オレ達は驚おどろかなかった。


　むしろ、だいぶ、ガッカリした。


「とんだクリエイティブね……。一いつ瞬しゆんでも期待して損そんしたわ。アタシ達だって、地上に帰る手段がない以上、それを自分達で造るってアイデアくらい、とっくに思いついてるわよ」


　落らく胆たんしきった声で、イッコ。


　そう。そうなのである。


　オレ達も、地上へ戻もどる手段──地上へ戻る為ために必要な道具を自分達で造るアイデアは、一瞬考えた。


　が。


「今、天空郷きように生き残ってる人達に、地上へ戻る為の道具を造る技ぎ術じゆつや知ち識しきを持ってる人が、一人もいないのよ……」


　イッコのいう通り──残念ながらそのアイデアはボツにせざるを得なかったのである。


　ニコさんの話によると、もともと、地上へ行く為の道具を造れる人っていうのは、天空郷でも一ひと握にぎりしかいなかったらしい。


　ウラヌスちゃんがいた頃ころには、もちろんそういう人達はちゃんと残っていたけど、例のプルート騒そう動どうの時、そういう人はまっさきに処しよ刑けいされてしまったとか……。


　というワケで、今天空郷には〝地上へ戻る為の道具の造り方を知る人〟が、完全にゼロ。


　誰にも教えを乞こう事ができず、だからオレ達は、途と方ほうに暮くれてるんだ……。


「ハッ。今いる天空郷人に、知識や技術が受け継がれていない？　だからどうした？」


　しかし。途方に暮れたオレ達とは違ちがい、サラディン・オズは、至いたって余よ裕ゆうのある表情を浮うかべてみせた。え？


「だからどうしたって……だから、どうしようもないのよ」


　イッコがイラついた声で嚙かみ付いたが、サラディン・オズは肩かたをすくめ、


「今の天空郷人に受け継がれていないなら、自分達で文ぶん献けんでもなんでも調べて、知識を得ればいい。私はこの城しろへ潜せん入にゆうしたとき、書庫を見た。どうしようもないというからには、そこの本は、既すでに全すべて調べたのだろうな？」


「あっ……！」


　全員が、不覚にも声をあげる。


　今いる天空郷人が誰だれも知らないって聞いた時点で、造るってアイデアは完全に無理だと思ってたから……オレ達は、当然書庫なんて誰も調べてない。


「で、でも！　いくら本で知識を得たって、技術は手に入んないじゃない！」


　サラディンに痛いたいところをつかれて悔くやしいのがバレバレな、分かりやすい態度で、イッコがサラディン・オズに反はん抗こう。


「地上へ戻る手しゆ段だんを造る技術は、もとの天空郷でだって、みんながみんな手に入れられた技術じゃないのよ!?　そんなの、教えてもらわない限かぎり、本読んだだけで手に入るワケない！」


「ところがそうでもない。忌いま々いましい事に、お前達七人の中には、既にその技術を習得している人間が一人いるのさ。僕は身をもって知っているからな」


「はぁ……？」


　何言ってんだコイツ？


「地上人のオレ達の中に、なんでそんな技術、習得してるヤツがいるんだよ……？」


　と言いつつも、オレ達はお互たがいを探さぐるように顔を見合わせる。


　誰だ？　もしかして、手先が器用なオレ……？


「お前だ。小こ僧ぞう。お前だよ」


　鉄てつ格ごう子しの向こうで、サラディン・オズが指した先にいたのは──


　イッコでもなく、ジャンでもなく、そしてオレでもなく──


　茶ちや髪ぱつを短く刈かった少年──


　エクスで最年少の男、ケンジ。


「ケ……ケンジ……!?」


「オ……オレが……？」


　オレ達も、そしてケンジ本人も、ワケが分からず呆ぼう然ぜん、としている。


「……まだ分からないのか？　お前達は、天空郷まで、どうやって上ってきた？」


「どうやってって……」


　視し線せんがオレの左手──薬指に集まる。


　そこにあるのは、指輪。エクスカリバーが変形した、コンヤク指輪……。


「分かった……分かっちまった」


　自分でも驚おどろいたような声をあげながら言ったのは、ジャン。


「地上に戻もどる手段が、天てん空くう郷きように何種類あんのかしんねぇけど……。今、サラディン・オズが言ってんのは、エクスカリバーの事だ」


　そこまで言って、ジャンはケンジの方を向き、


「つまり、ケンジ。お前の腕うでなら……エクスカリバーも、造つくれちまうんじゃねぇの？　そういう話だよ」


「え、えぇっ!?」


　ジャンの言葉に反はん応のうしたのは、むしろケンジより、オレ達！


「ま、待てよ。いくらケンジでも……天空郷の……しかも、エクスカリバーなんて、造れるのか？」


「それに、エクスカリバーって、精せい神しん体たいを運ぶ道具なんでしょ？　たとえ造れても、それじゃ地上に帰れないんじゃ──」


「いや……」


　と、口を挟はさんできたのは、天空郷の女王、ウラヌスちゃん。


「前にも言ったが……エクスカリバーは、剣けんの形でなら、お主達を地上に帰す事もできる。エクスカリバーは、対地上人、婿むこ選せん抜ばつ用、剣型精神転送装そう置ちの略りやく。であると同時に、対天空郷人、地上降こう下か用、剣型設せつ備び起動装置の略でもあって……」


「なぁ、ウソつけよ……？　どこをどう略せば、それがエクスカリバーになるんだよ……!?」


　ジャンが頭を抱かかえて言ってるが、それはともかく、


「え、えっと、要するに、エクスカリバーが造れれば、オレ達はちゃんと地上に戻れるって事……？」


　オレは、ウラヌスちゃんに、確かく認にんする。


　ウラヌスちゃんは頷うなずく。


「まぁそういう事じゃな。もちろん、そう簡かん単たんにエクスカリバーが造れるとは思えんが……」


　言いつつ、ケンジを見るウラヌスちゃん。


　そしてそれにつられるように、他のメンバーも全員、ケンジに視線を集中させる。


「オ、オレがエクスカリバーを……!?」


　当のケンジは、まさかの展てん開かいに、まだ気持ちの整理がついてない様子だ。


「……ま、とにかくさ」


　ぽん、とそんなケンジの肩かたに手をやり、落ち着かせるようにイッコ。


「アイツのいう書庫とかに行って、資し料りよう調べてみましょ？　いろいろ判はん断だんするのは、それからでもいいわよ」


「……分かりました」


　納なつ得とくしたように頷くケンジ。


　というワケで、オレ達はその日から方針転てん換かん。


　探さがすものを『地上に戻る手しゆ段だん』から、『エクスカリバーに関する情じよう報ほうが載のってる本』に変へん更こうし、徹てつ底てい的てきに天空城じようにある書庫で本をあさり始めた。





　　　　※




　天空城の書庫には、ふきぬけになってる巨きよ大だいな円形の部屋の壁かべに沿そって、ぐるっとどこまでも背せの高い本ほん棚だなが並ならべられていて……


　おまけにそれと同じ数の本棚が、ハシゴを上った二階、三階にも置かれているから……要するに、尋じん常じようじゃない量の本が置かれていた。


　でも、ある程てい度どはジャンル毎ごとに分かれてたし、こっちは一人じゃない。


　丸二日本棚をあさり続けた頃ころには、一いち応おう、関係ありそうな本は、かなりの数が集まりつつあった。


　そして、本を探し始めて三日目の朝。いつもの会議室で。


　この三日間、オレ達が渡わたした本を、ひたすら読み続けていたケンジは、とある結けつ論ろんを出したのである。





「エクスカリバーの製せい作さく。技ぎ術じゆつ的な事でいえば……不ふ可か能のうじゃないスね」


　いつもはイッコが座すわってる、議長の席。


　そこに腰こし掛かけ、ケンジは、淡たん々たんと発表した。


「マ、マジで!?」


　半はん信しん半はん疑ぎで聞き返すオレ達。


「ええ。資料を見る限かぎり、重要なのは精せい密みつな模も倣ほうじゃなく、要所要所のポイントを押さえる事みたいですし……このレベルなら、やってやれない事は無い」


「オオォ……!?」


　思わず興こう奮ふん気味に顔を見合わせるオレ達。


　どんだけ頼たのもしい一三歳さいなんだよ、コイツは……!?


「って事は……地上に帰れるのか？」


　ケンジの発表を単たん純じゆんにそう捉とらえ、オレは期待しつつそう聞いてみたが、


「……いえ。問題が、二つあります」


　ま、そんなスムーズにいくハズもなく。


　ケンジに、アッサリ首を横に振ふって否ひ定ていされる。


「問題……」


「一つは、材料の問題です」


　と、ケンジ。


「文ぶん献けんによると、エクスカリバーは、オルハリコンで造つくらなくちゃいけないみたいなんですが……。ウラヌスさんに相談してみたところ、どうも、エクスカリバー一本を造れるだけのオルハリコンが、天てん空くう郷きようにあるかどうかが微び妙みようらしくて……」


「正せい確かくには、オルハリコンを造る為ための黄金が足たりんかもしれん。という事じゃな」


　ケンジの話に補ほ足そくを加えたのは、ケンジの隣となりに座る少女、ウラヌスちゃん。


「オルハリコンを造る為の黄金が足りないって……どういう事？　オルハリコンと黄金、何か関係あるの？」


　なんか意味が分からず聞くと、


「なんじゃ、知らんのか？　オルハリコンという金きん属ぞくは、自然には生まれはせん。錬れん金きん術じゆつで、人工的に生み出さなければ手に入らん」


「錬金術って……石コロを金に変えられるとかいう、あの、ウサンくさい技わざ……？」


　フランに住んでたとき、家のポストに、〝こんなボクがモテモテで大金持ちに！　石を金に変えて無む限げんに稼かせげる！　あなたも錬金術をやりませんか!?〟みたいな感じのチラシがしょっちゅう入ってたから、錬金術の事は知ってる事は知ってるけど……さすがのオレも疑うたがうほどウサン臭くさい雰ふん囲い気きだったし、錬金術って微妙にイメージ悪いんだよな……。


　しかし、そんなオレ達のリアクションに、ウラヌスちゃんはムキになって反はん論ろん！


「ウ、ウサンくさくなどない！　アトラは資し源げんが少ない故ゆえ、空気からでも物を造れる錬金術は、非ひ常じように重要。地上の真ま似ね事ごとの錬金術と違ちがい、確たしかな歴史と技術があるのじゃ！」


「は、はぁ」


「で、じゃ。エクスカリバーを造るために不可欠な、オルハリコン。オルハリコンは、石コロを金に変えるのと同じ要よう領りようで、金をオルハリコンに変えて生み出さなければならん。しかし、一キロのオルハリコンを造るのには、一〇〇キロの金が必要でな」


「はぁ!?　き、金一〇〇キロ!?　一キロ造るのに!?」


　こ、効こう率りつ悪っ！　ぼったくりじゃん!?


「うむ。そして、エクスカリバーを造るには、最低でも五〇キロのオルハリコンが必要。つまりエクスカリバー一本分のオルハリコンを用意するには、単純計算でまず最初に金が五トン必要になってくる。正確に数えてはおらんし分からんが、宝ほう物もつ庫こにある金をすべて使っても、足りるか微妙な数字じゃ」


「な、なるほど……？」


　これが問題その一、『材料の問題』か……。しかし、黄金五トンって……またトンデモナイ話になってきたなぁ。


「……でもよぉ」


　と。意見したのはジャン。


「錬金術って、石コロを金に変えられるんだろ？　だったら、ウラヌスが石コロを金に変えちまえば、金なんていくらでも作れるんじゃねーの？」


　おお、確かに。


　とオレは思ったが、


「いや。錬金術は、身近な物ほど、変へん換かんさせるのが難むずかしいんじゃ。一番難しいのが、空気を水に変える事。その次が、水を氷に変える事。石を金に変えるのも、かなり難しいレベルになってくる。妾わらわができるのは、黄金をオルハリコンに変える事くらい……。地上に降おりる前に数年修しゆ行ぎようしただけじゃし……」


　ウラヌスちゃんはしょんぼりした顔で首を振る。


「あ。だったら、あのペンギン親しん衛えい隊たいは？」


　オレは、ふと思いついて聞いた。


「親衛隊も、オルハリコン製せいなんでしょ？　だったら、壊こわれて動かなくなった奴やつとかいたら、それを再さい利り用ようすればオルハリコンは足りるんじゃ──」


　我われながら悪くないアイデアな気がしたんだけど、ウラヌスちゃんはこれにも首を横に振り、


「いや。オルハリコンは、一度命を吹ふき込こんでしまうと、溶とかしても他のオルハリコンとは混まざらんようになってしまう。エクスカリバーを造るには、命を持つ前のオルハリコンが必要……」


「な、なるほど……」


　クソ……ダメか……。


「ま、でも。深しん刻こくになるには早いんじゃない？」


　と、イッコ。


「要するに、宝物庫にある黄金だけじゃ足りないかも、って話でしょ？　だったら、どっかから見つけてくりゃいいのよ。今日からは本を探さがさなくてもいいんだし、チーム造って、黄金探たん索さく始めましょ。なんてったって、天てん空くう郷きようアトラなんだもん。黄金くらい、どっかそのへんに転がってるわよ」


　肩かたをすくめ、事も無げに言うイッコ。


「ま、でも、そうだよな……」


　エクスカリバー製作は、せっかくみつけた希望。ちょっと黄金が足りないくらいで、諦あきらめるわけにはいかない。オレ達もイッコの意見に賛さん成せいする。


「でも、ウラヌスー。さっき、宝物庫のオーゴン、ぜんぶ使っても足りないって言ってたけどー。私達の為ために、天空郷のオーゴン、ぜんぶ使っちゃってホントにいいのー？」


　微び妙みように心配そうにノンが聞く。


　あ。確たしかに……それもそうだよな。いいんだろうか？


　全員の視し線せんがウラヌスちゃんに集まったが、


「なーに。あと数年もすれば、妾も錬れん金きん術じゆつの腕うでをあげ、黄金などいくらでも造れる様になるじゃろうし。かまわんよ。それにアトラを救った英えい雄ゆうの為に使うのなら、黄金を集めた歴代の王も、喜んでくれるハズじゃ。存ぞん分ぶんに使うといいぞ」


　頼たのもしい笑え顔がおを浮うかべながら言ってくれるウラヌスちゃん。


　うん。ここは、現げん天空郷女王のお言葉に、甘あまえさせてもらうとしよう。


「で？　黄金が足りないってのは分かったけど……。これ、『問題その一』よね？」


　と、材料問題の話が一段落した所で、イッコ。


「次、問題その二はなんなの？　ケンジ」


　会議用の机つくえに頰ほお杖づえつきつつ、ケンジの方を見て聞いている。


　そういやそうだった。エクスカリバー造るに当たって、問題、二つあるんだっけ？


「……問題その二は、その……」


『問題その二』は、よほど厄やつ介かいな問題らしい。


　イッコに聞かれた途と端たん、ケンジが少し暗い表ひよう情じようを見せた。


「……なによ。そんな深刻な問題なの？」


　ケンジの表情に気づき、イッコも表情を引き締める。


「い、いえ。深刻というか……。問題その二は、オルハリコンの特とく性せいに関してなんスけど……オレ自身の問題でもあるというか……」


　思いつめた表情のまま、歯切れ悪く言うケンジ。


　なんだ……？　ハッキリ言ってくれないと、全然事情が分かんないんだけど……


　そんなケンジを見かねたのか、既すでに事情を知っているらしいウラヌスちゃんが、補ほ足そく説明をしてくれる。


「オルハリコンの特性は、意思を込めれば、金きん属ぞく自体に命を吹ふき込める精せい神しん金属だという事じゃ。当然、エクスカリバーも、意思を込めなければ本来の力は発はつ揮きせん。よく分からんが……ケンジは、それを気にしているらしい」


「アッ……！」


　その瞬しゆん間かん。


　オレは……いや、オレだけじゃなく、たぶんエクスで一いつ緒しよに働いてたメンバーは全員、ケンジが今何に躊躇ためらっているのか、なんとなく勘かん付づいてしまった。


　意思を込めれば、命を吹き込むことができ、逆ぎやくに意思を込められなければ、本来の力を発揮できない金属、オルハリコン。


　意思を込める。命を吹き込む。


　ケンジが長年悩なやんできた、〝剣けんに魂たましいをこめるとは何なのか〟っていう問題と……かなり、直ちよく接せつ的に関係してるじゃないか……!?


　オレ達がケンジの躊躇いに気づいた事に、ケンジも気づいたらしい。


　ケンジは微かすかにうつむき、


「……オレには、まだ、剣に魂を込める事の意味が理り解かいできてません。そんなオレに、エクスカリバーに意思を込め、命を吹き込むなんて芸当ができるのかどうか……不安なんです。命の吹き込み方に関しては、文ぶん献けんにも、何な故ぜか具体的な記き述じゆつはなかった。オレには、本来の機能を果たすエクスカリバーを造れないかもしれない……」


「…………」


　落ち込んだ顔で言うケンジに、オレ達は、なんて声をかければいいのか分からなかった。


　年上として、何か言葉をかけて元気にしてやりたいけど……オレ達にも、意思の込め方や、命の吹き込み方、魂の込め方なんて分からない。


　長年ケンジがこの問題に悩んできた事を知ってるだけに、余よ計けい、軽々しくは、何もいえなかった。


　そんな状じよう況きようの中。


　口を開いたのは、ある意味意外な人物。


「でもオレは……逃げたくないんです」


　呟つぶやいたのは……意外にも、落ち込んでるようにみえていた本人、ケンジ。


「ケ、ケンジ……？」


「オレには、ちゃんとしたエクスカリバーは造れないかもしれません……。でもたぶん、エクスカリバーに命を吹き込む事は、オレにとって絶ぜつ対たい向き合わなくちゃいけない問題で……！　だから、お願いです。エクスカリバーの製せい作さく──オレに、挑ちよう戦せんさせてくれませんか!?」


　コ、コイツ……！


　真剣な表ひよう情じようで、オレ達に必死に頼たのみ込んでくるケンジを見て、オレ達は、顔を見合わせずにはいられなかった。


　オレ達が、元気づける必要なんて、まったくないじゃないか！


　コイツ……！　しばらく見ないうちに、めちゃくちゃ逞たくましく成長してる！


「ケンジ……アンタ、よく言ったわ！　心配しないで。アタシ達は、当然、アンタの挑戦を支し持じするし、全力でサポートする。そうよね？」


　イッコが聞いてきたが、聞かれるまでも無いだろ!?


「ケンジ。お前なら……今のお前なら、絶対やれる！　エクスカリバー、造つくれるよ！」


「見せてやれよ、天てん空くう郷きように。地上にも──すげぇ鍛か冶じ屋やがいるって事をよ」


　口々に、みんなケンジの決意を支持。


　ヤバイ……！　ケンジからほとばしる炎ほのおが引火して、なんかみんな久ひさ々びさに燃もえてる！


　こうして、この会議を境さかいに、ケンジは新生エクスカリバーの製作に突とつ入にゆうする。


　それは、悪あく魔まに魂を売った鍛冶屋ケンジの、今までの人生を賭かけた、自分との戦いの始まりでもあった……！










　パート２・ある父と娘むすめの問題







　オレ達が、ユグドラシルとか、ゲイボルクのモップとか、ゴッド・ハンドを発見した……金銀財ざい宝ほう溢あふれる、あの宝ほう物もつ庫この中。


「おお～……？」


　そこで、ウラヌスちゃんによる、オルハリコン精せい製せいが行われていた。


　ウラヌスちゃんが目を閉とじ、手をかざすと……宝物庫にある黄金製の物が、幾いくつか、ウラヌスちゃんの元へふわふわ浮うかんで集まってくる。


　ある程てい度ど量が集まったところで、浮かんでいる十数個この黄金製の財宝は、ウラヌスちゃんの目の前で数字の〝８〟の様な一つの軌き道どうに乗って高速で流動し──徐じよ々じよに、徐々に、一つの金きん属ぞくになるべく混まざっていく。


　うーむ、凄すごいもんだ……。ウラヌスちゃん、身体からださえ取り戻もどせば、こんな事もできたんだな……！





　エクスカリバー製作に入ってから、数日が過すぎた。


　なんだかんだとやるべき事がいろいろあるので、ここ数日は全員行動じゃなく、オレ達は何手かに分かれて仕事をこなしている。


　オレは昼間は天てん空くう郷きようを回って黄金を探さがし、夜は、ウラヌスちゃんが造つくったオルハリコンをケンジのこもってる工こう房ぼうに運ぶ役目をこなしていた。


「……よし！　いい具合じゃな」


　ぽとり。黄金製の財宝が十数個集まった割わりには、リンゴ一つ分程度の大きさしかない白い金属の塊かたまり──オルハリコンのインゴットが、オレの足元に落ちた。


　オレはそれをつまみあげ、工房へ運ぶためのカゴに落下させる。


　カゴの中は、そろそろウラヌスちゃんが造ってくれたオルハリコンでいっぱいだった。


「よし、今日は、このくらいで十分だよ。ウラヌスちゃん、ありがと。残りは明日にしよ？」


「む？　そうか？　妾わらわは、まだまだいけるぞ？」


　ウラヌスちゃんは、額ひたいににじんだ汗あせをぬぐいながら言ってくれたが、


「い、いやいや。ウラヌスちゃん、毎日一日中錬れん金きん術じゆつやりっぱなしだし。あんまり無理しないほうがいいって」


　オレは丁てい重ちようにお断ことわりする。


「そうか……。分かった。そうしよう」


　ふう、と一息つきながらウラヌスちゃん。大だい丈じよう夫ぶとは言いつつも、かなり疲つかれた様子だ。


　錬金術使えないしよく分かんないけど、やっぱり、すごい集中力使うんだろうな……！


「それにしても……かなり黄金が減へってきたのう」


　宝物庫を見み渡わたしながら、ウラヌスちゃんがいう。


　確たしかに、ペンギンに追われて最初に逃にげ込こんだ時に比くらべると、宝物庫に置かれている財宝の数は、もう半分以下になっていた。


「やっぱり……黄金、足りそうにない？」


　オレは、気がかりだった事を聞いてみる。


　毎日黄金は探してはいるものの、相変わらず、この宝物庫にある分以外には、黄金は発見できていない。


　ここにある分だけで足りてくれれば、やっぱりそれにこした事はないんだけど……


「うーむ……微び妙みようなセンじゃな」


　ウラヌスちゃんは、判はん断だんに困こまるような顔で答える。


「足りるかもしれんし、足りないかもしれん。黄金が足りん場合、黄金の混じったイッコのユグドラシルと、お主のプラチナワールド、それからドノヴァンのゲイボルクのモップは材料として使う事になるかもしれんが……構かまわんか？」


　いきなり聞かれて、一いつ瞬しゆん考えたけど、


「うぅ……？　まぁ、地上に戻もどる事には代えられないかぁ……？」


　オレは渋しぶ々しぶＯＫを出す。ま、元々天空郷の物だしな……。


「……うし。じゃ、オレ、そろそろオルハリコン運んでくるよ。ウラヌスちゃん、先、休んでて？」


「うむ。分かった。また明日な」


　というワケで、オレはオルハリコンの詰まったカゴを抱かかえて、一人工房へ向かい始めた。





「おーいー。マーガスー」


　と、工房目指して、天空城じようの中を歩いていると。


　ちょうど城しろの正面玄げん関かんを通り過すぎようとした辺りで、入り口の方から聞き慣なれたノンキな声が聞こえてきた。


　見るとそこにはノン、イッコ、ミニィちゃん、エクスの女子三人が、勢せいぞろいしている。


「えっ!?　ま、まさか、今帰ってきたの!?」


　オレは驚きよう愕がくした。もしそうだとしたら、この三人、朝メシ食べてから今までの間、ずっと外で人捜しをしてた事になる。


「そうー。今日は端はしの方まで行ってたから、随ずい分ぶん遅おそくなっちゃったー」


　笑え顔がおで答えてくるノン。が、さすがに付き合い長いし、その笑顔が、いつもより少し疲れた笑顔だって事が分かってしまう。


「そっか……。それで……今日は、なんか手がかり見つかった？」


「それが……」


　気まずそうに、無言で首を横に振ふっているのはミニィちゃん。


　そうか……。今日もダメだったか……。


「ま……そんな簡かん単たんに見つかりゃ苦労しないわよね」


　そんな中、サバサバした口調で、イッコは笑う。


「あー、ホント疲れた。とりあえず、詳くわしい事は明日の朝、また報ほう告こくするからさ。今日はアタシ達、もう寝ねるわ」


「あ、うん、そうだな。そうしたほうがいいな。お疲れ。おやすみ」


「オヤスミー」


　言いながら、疲れた足取りで、部屋の方へと戻もどっていく女子軍ぐん団だん。


「うーむ……！」


　その背せ中なかを見ながら、オレはちょっと心配になる。


　どうやら、かなり苦戦してる様子だな……。


　イッコ。


　ノン。


　ミニィちゃん。


　この三人にも当然、やるべき仕事が割わり振られているんだけど、この三人が担たん当とうしてる仕事は『人ひと捜さがし』だった。


　そう。ウラヌスちゃんの身体からだも取り戻したし、親しん衛えい隊たいも大人しくさせたし、さらに地上へ帰る手しゆ段だんまで確かく保ほしつつあるオレ達だけど──一つだけ、まったく手付かずのまま天てん空くう郷きように残してる、解かい決けつしなければならない問題があった。


　一いつ緒しよに天空郷にきたきりはぐれてしまった、イッコの父親かもしれない男……


『シャバオ』を発見する事だ。


　というワケで、ケンジがエクスカリバーを完成させるまでの間になんとしても発見すべく、女子三人が、現げん在ざい、シャバオ捜そう索さく班はんとして活動してるんだけど、さっきの会話からも分かるとおり、シャバオさんの手がかりは、さっぱり手に入ってないらしい。


「それにしても妙みようだよなぁ……？」


　オレは、思った。


　オレ達は、天空郷に戻る手段を探してた時から数えれば、もう一〇日以上天空郷でウロウロいろんな物を探してる。にもかかわらず、まったくシャバオさんは見当たらない。


　天空郷はそんなに広くないし、少なくとも、手がかりくらい見つかってもいいハズなんだけどなぁ……？


　オレ的に気がかりなのは、このままエクスカリバーが完成するまでにシャバオさんが見つからなかった場合、イッコは、どうするつもりなのかって事だ。


　シャバオさんが見つかるまで、天空郷に残る事を主しゆ張ちようするのか。


　それとも、とりあえずシャバオさんの事は置いておいて、一いつ旦たんお母さんがいる地上に戻るのか。


　イッコはどうするつもりなんだろう……？





　しかし。オレのそんな心配は、まったく無む駄だに終わる。


　イッコはどうするつもりなんだろう……なんて心配していた、すぐ翌よく朝あさの事だった。


　ドンドドドンドン！


「おい！　マーガス、起きてっか!?」


　早朝。ジャンの切せつ羽ぱ詰つまった声と共に、激はげしくノックされるオレの部屋の扉とびら。


　アスベルで叩たたき込まれたせいで、毎朝やたら朝早く起きてしまうクセがついていたので、一いち応おう、オレは起きていた。


「お、起きてるよ。どうしたの？」


　ちょっと驚おどろきつつ、扉を開いてジャンを部屋の中に招まねき入れる。


　ジャンが、こんな朝っぱらにちゃんと起きてるなんて、ただ事じゃない。


　そして部屋に入ってきたジャンは……やっぱり、ただ事じゃない事を報ほう告こくした。


「シャバオが、見つかったぞ!!」


「はあ？」


「なんかしらねぇけど、今、城しろの前でぶっ倒たおれてるらしい！」


「は……はぁぁぁ!?」








　辺りは、まだ薄うす暗ぐらかった。


　東の方角、遥はるか向こうの雲の下が、微び妙みように朝焼け色になっているのが見えるけど、日の出までにはまだまだ時間がかかるだろう。


　そんな時間にもかかわらず。


「あ、マーガスさんとジャンジャン、来ましたよ☆」


　オレとジャンが何やら慌あわただしい雰ふん囲い気きになってる城の入り口付近に辿たどり着いたときには、ミニィちゃん、ノン、ケンジ、ドノヴァンが既すでに集結していた。


　他にウラヌスちゃん、ニコ爺じいさん、そして一〇人ちょっとの天てん空くう郷きようのみなさんの姿すがたもある。


「シ、シャバオさんが見つかったって？　どういう状じよう況きようなんだ？」


　未いまだに事じ態たいをのみ込めてないオレは、とりあえず一番近くにいたケンジを捕つかまえて聞いた。


「オレにもよく分かんないスけど。どうも城じよう下か街まちで倒れてたのを街の人が見つけて、ウラヌスさんに知らせる為ためここまで運んできたみたいですね」


　そのウラヌスちゃんは、ニコさんと一いつ緒しよに、カウボーイ帽ぼうと砂すな色いろのマントを装そう着ちやくし、人ひと混ごみの中心でうつ伏ぶせになって気き絶ぜつしている人ひと影かげ──シャバオさんらしき人物の傍そばにしゃがみ込み、容よう態たいを確かく認にんしていた。


「ウ、ウラヌスちゃん！」


　オレは、ウラヌスちゃんとニコさんの下に駆かけ寄よった。


　二人が見ている男の顔を確認すると、見覚えのあるウサンくさいチョビヒゲもあり、やはり間ま違ちがいなくシャバオさんだった。ただ、前に見たときより随ずい分ぶん頰ほおが瘦やせこけている。


「大だい丈じよう夫ぶです。どうやら栄養失調と空くう腹ふくが原げん因いんで倒れた様ですが、命に別状はないかと」


　と、シャバオさんの手を上げたり下げたりしていたニコさん。


　よ、よかった……。ま、なんだかんだ縁えんのある人だし、とりあえず無事で何よりだ。


「とりあえず城の医い務む室しつへ運ぼう。ドノヴァン、手を貸かしてくれんか？」


　ウラヌスちゃんに言われ、ドノヴァンはぐったり倒れているシャバオさんを背負い、城の中へ入っていこうとする。その瞬しゆん間かん。


　カッシャァァァン……。


　ドノヴァンがシャバオさんを背負った拍ひよう子しに──シャバオさんの手から何かが落ち、コロコロ地面を転がった。


「??　なんですかね、これ」


　ちょうどミニィちゃんの方へ転がっていったので、ミニィちゃんが転がっていたものをひょいと両手で拾い上げる。


「王おう冠かん？　かなぁ……？」


　ミニィちゃんが拾い上げたのは、小ぶりな、黄金製の王冠の様な物だった。


「む？　それは……どこかで見たような……？」


　ウラヌスちゃんは、微び妙みようにその王冠に反はん応のうしたが、


「ウラヌス様、先に、このお方を医務室へ運ばなければ」


「む？　あ、ああ、そうであったな。よし、ドノヴァン、行こう」


　ニコさんに窘たしなめられ、城しろの中へ入っていってしまう。


　ま、確たしかに、今、王冠どころじゃないしな。


　結局王冠問題は、ひとまずミニィちゃんが預あずかり保ほ留りゆうにする事になった。


「あぁっ!?」


　と、王冠問題が保留になったかと思ったら、今度はジャンがいきなり素すっ頓とん狂きような声をあげた。


「な、なんだよ、いきなり……」


「イッコは!?　イッコはどうしたんだ!?」


「へっ……!?」


　言われて、オレも辺りを見み渡わたした。


　あれ……!?


　倒たおれてたのがシャバオさんだけに、当然どっかにいるだろうと思い込んでたんだけど……見回しても、イッコの姿すがたが、どこにも見当たらない!?


「イッコちゃん、呼よんだんだけど、お返事なかったのー」


　イッコの隣となりの部屋で寝ね泊とまりしてるノンが、ちょっと心配そうに言っている。


　な、なんだよ。せっかくシャバオさんが見つかったっていうのに、肝かん心じんのイッコがいないんじゃ意味ないじゃないか。


「オレ、ひとっ走りして捜さがしてくるわ。とりあえず部屋見てくる。まだ寝てるかもしれないし」


　というワケで、オレはイッコを捜して、イッコの部屋へと駆かけ出した。





「……あれ？」


　しかし、イッコ探たん索さくは、すぐに終しゆう了りようした。


　玄げん関かん口ぐちから入り、中央階かい段だんを上がってすぐの廊ろう下かで……オレは、向こうに歩いていく、イッコの背中をあっさり発見したのだ。


「イッコ!?」


　とりあえず走って、イッコを追い越こし、前に回りこむオレ。


「イッコ！　シャバオさん、見つかったぞ！」


　とりあえず報告。オレ的には、衝しよう撃げきの発表をしたつもりだった。


　……が。


「知ってる知ってる。さっき窓まどから見てたし」


　イッコは、苦く笑しようしながら自分で自分の肩かたを揉もみながらいうと、そのまま立ち止まらず、オレの横を通り過すぎて歩いて行ってしまった。……ん？


「空くう腹ふくで倒れてただけなんですって？　ま、なんにせよ一いつ件けん落着ね。これでアイツをフランに連れて帰れるし」


　さらに歩きながら、ホッとしたようにいうイッコ。


　……あれ？　そんなもん？


　オレはイッコの反はん応のうに混こん乱らんした。


　シャバオさんが見つかって、一応ホッとはしてるようだし、喜んでもいるみたいだけど……あれだけ捜してたシャバオさんが見つかったワリには、リアクション、薄うすくない？


「えっと……ていうか、イッコ、どこ行くの？」


　早足でイッコの横に並ならび、歩きながらオレは尋たずねる。


「どこって。部屋戻もどって寝るのよ。なんか眠ねむいのよね」


　スタスタ歩きながら即そく答とうするイッコ。はあ？　何言ってるんだ、この女ひとは？　オレはますます困こん惑わくした。


「ね、寝るって？　いや、だから、シャバオさん見つかったんだよ？　ちょっとくらい眠くても、様子ぐらい、見に行ったほうが……」


「はあ？　なんでアタシが、あの男の様子なんか見に行かなくちゃいけないのよ？　たかが空腹で倒れてただけなんでしょ？」


　本気で分からない、といった表情で聞き返してくるイッコだったが、逆ぎやくにオレにはそんなイッコの気持ちがさっぱり分からない。


「だ、だって！　シャバオさんだよ!?　イッコ、シャバオさんが親おや父じさんだって言ってたじゃん！　心配じゃないの!?」


　オレがなんか必死に聞くと……


　ハァ。イッコは、なんともめんどうくさそうにため息をついて、答えた。


「ゴメン……なんか、勘かん違ちがいしてない？」


「か、勘違い……？」


「言っとくけど。アタシがあの男を捜してたのは、ママの為ため。ママに、あの男を会わせる為だけに、血ち眼まなこになって捜してたの。もちろん、ふん縛じばってフランまで連れて行ったり、最さい低てい限げんの事はやるけど……アタシ自身は、アイツとは、極力関かかわらない。


　アイツが本当に親父なのかの尋じん問もんは、誰だれかに頼たのむつもりだし。もし本当にアイツが親父だったとしても、アタシはあの男に、自分が娘むすめだって明かすつもりもないわ」


「はぁっ!?　えぇっ!?」


　さらっと放たれた衝撃の発言に、オレは絶ぜつ句く。


「そ、そうなの……？」


「あったりまえじゃん。あのね、あの男は、アタシが一歳さいの時から、一七年もアタシとママの事をほったらかしなのよ？　そんな人間のクズと今さら親子やるなんて冗じよう談だんじゃないわ。ってなワケで、当然アタシは、あの男の様子を見に行かない。ご理り解かいいただけたかしら？」


　それだけいうと、イッコは手をひらひらさせながら、スタスタ歩いていってしまった。


　う、うーむ。まぁ、確たしかに、相手は一七年も自分達の事ほったらかしにしてた親だもんな。イッコの気持ちも、結けつ構こう分かるけど……。


　でも、自分が娘だって明かすつもりもないって……ホントにそんなんでいいのか……？





　　　　※




　その日シャバオさんは、治ち療りようを受けた後も目を覚まさなかったので、オレ達は、看かん病びよう、兼、見み張はり役の人間を、交代で医い務む室しつに入れて様子を見る事にした（エクスカリバーを造つくらなくちゃいけないケンジ、家庭の事情を気き遣づかわれたイッコは免めん除じよ）。


　オレの順番が回ってきたのは、もう夜遅おそく、とっくに全員寝ねてる時間だった。


「お疲つかれー。交代するよ？」


　医務室に着いたオレは、扉とびらを開き、中で椅い子すに座すわっていたノンに声をかけた。


　ノンは寝ているシャバオさんに気を遣ったのか、声を出さずにこっちに答え。そのまま音を立てずに一度医務室の外に出てきて、扉を閉しめる。


「シャバオさん、ずっと寝てるー」


　廊ろう下かに出るなり、ノンはボリュームを抑おさえた声でそう報ほう告こくしてきた。


「マジで……？　あの人、何十時間寝続ければ気が済すむんだ……？」


「気をつけてー。見てると、つられて、なんか眠くなっちゃうからー」


　マジメな顔で、そんなアドバイスをするノン。


　いや、そんな事言われても、気をつけようが……。


「ま、とりあえず代わるよ。お疲れさん」


「オツカレー。なんか、お夜食作って持ってきてあげよっかー？」


「うーん……いや。たぶん、食べたら余よ計けい眠ねむくなるから、やめとくわ。ありがと」


「おっけー。それじゃねー」


　手を振ふりながら、ノンは暗い廊下の向こうに消えていく。


　はぁー。しかし、気が重いわ。オレが見張る時間は、これから、朝まで。レンジャー修しゆ行ぎようしたオレなら全然起きてられるハズ、とかいう事で、オレはやたら長い時間、しかも一番キツイ時間に割わり振られてしまった。


　オレ、まだ『徹てつ夜や我が慢まん』の単位取ってないんだけどなぁ……？　アイツら、人の話を全然聞きやしない。


　朝まで寝ずにいられるか……？


　微び妙みように不安になりながら、オレは医務室の扉を開き、静かに足を踏ふみ入れた。





「……あれ？」


　月明かりしか光こう源げんがない、薄うす暗ぐらい医務室に足を踏み入れ、中の様子を確かく認にんした瞬しゆん間かん──オレの頭は、一瞬混こん乱らんした。


　シャバオさんが……いない？


　ずっと寝っぱなしというノンの証しよう言げんを覆くつがえすように、ベッドの上に、シャバオさんの姿すがたがなかった。


　と──その時だった。


　ひゅっ！　という微かすかな落下音と共に、頭上から、何かが迫せまってくる気配。


　オレはとりあえず横にステップし、ひとまずそれを回かい避ひする。


「ぐはぁっ!?」


　めきゃっ！　次の瞬間、床ゆかに激げき突とつし、ヒザを強打したのか悶もん絶ぜつする人ひと影かげが、オレの足下に出現する。


　暗がりでもよく見える。カウボーイ帽ぼうに、ボロボロのマント──シャバオさん。


「……何やってんですか、あなたは……？」


「き、貴き様さま、卑ひ怯きようだぞ!?　予告もなしに私の攻こう撃げきを避よけるとは──いかん、ヒザの骨ほねを複ふく雑ざつ骨こつ折せつしたかもしれん！　どうしてくれる!?」


「いや、複雑骨折してたら、絶対そんなノンキに喋しやべってられないですから……」


　どうやらシャバオさんは目を覚ましていたらしく、部屋の隅すみを這はい登って、次に部屋に入ってきた人間を闇やみ討うち、脱だつ出しゆつしようとしたらしい。アンタの方がオレより一〇〇〇倍卑怯だわ……。


　なんか、この人と親子をやりたがらないイッコの気持ち、ちょっと分かるなぁ……。


「……む？　お前、アルニレックスか？」


　と、ようやくオレの事に気づき、シャバオさんはすっくと床から立ち上がった。うん、確実に複雑骨折してない。


「そうですけど……。いいから、とりあえずベッド戻って下さいよ。今朝には、いちおう倒たおれてたくらい、体調悪かったんだから」


　とは言っても、どういう治ち療りようをしたのかシャバオさんは、今見る限かぎりじゃ顔なんかもガリガリじゃなくなってるし、十分元気そうだけど。


「バカ者！　寝てなどいられるか！」


　そしてシャバオさんは、やたら興こう奮ふん気味にオレの肩かたを摑つかみ、聞いてきた。


「アルニレックス！　正直に言え。ここは……天てん空くう城じようではないのか？」


「へ？　あ、はい、そうですけど……」


「やはりか！　降おりてくるのに随ずい分ぶん手間取ってしまったが……！　とうとう……とうとう、辿たどり着いたぞ！」


　感無量、といった感じでコブシを握にぎり締しめ、わなわなと震ふるえるシャバオさん。


「私の一〇年の苦労が、今報むくわれるのだ……！　待ってろ財ざい宝ほう……そして秘ひ薬やくども！　一つ残らず、私が持ち帰ってやるからな！」


「あっ……！」


　オレは、気の毒すぎて、思わず声をあげた。


　そ、そうか。そういやこの人は、天空郷きように上がってきた人間の中で、唯ゆい一いつ財宝目当てで来た人だったっけ……？


　でも、残念ながら財宝と秘薬は……！


「あ、あの、シャバオさん。言いにくいんですけど。今、天空城には、財宝も秘薬も全然残ってなくて、ですね……」


　とりあえず、オレは丁てい寧ねいに、財宝と秘薬の現げん状じようを説明した。


　財宝は、地上に戻もどる手しゆ段だん、エクスカリバーを造つくる為ため、ほとんどオルハリコンに変えられ、なくなってしまう事。


　秘薬は、オレ達が来る前に天空郷を支し配はいしていた暴ぼう君くんの管理が悪く、一つ残らず腐くさってしまっていた事。


「バ……バカバカしい。そんな作り話、私が信じると思っているのか？」


　説明を聞いたシャバオさんは、ブルブル震えながら、青ざめた顔で認みとめたくないようにそう呟つぶやいた。が。


「き、気持ち分かりますけど……。明日、宝物庫と薬品庫を案内しますんで。そこで、自分の目で確たしかめてみて下さい」


　オレがちょっと気の毒そうにそう言うと、


「バカな……！……バカな……！」


　オレの口ぶりでウソじゃない事を悟さとってしまったのか──どすっ。


　よろよろと後ろに下がった後、そのまま放心したように、お尻しりから床ゆかにへたり込んでしまった。


「では……では、財宝を追い求めた私の一〇年はなんだったのだ……!?　財宝がなければ……私は、アイツらの元に帰れないではないか……!?」


　呆ぼう然ぜんと呟くシャバオさん。


　ア……アイツら？


　シャバオさんがふと漏もらしたそのキーワードに、オレは強く反はん応のうする。


　アイツらっていうのは、イッコママのダリアさんと、イッコの事を指してるのか……!?


　結局のところ、この人はイッコの父親なんだろうか……？　違ちがうんだろうか……？


「…………」


　ふと、考える。


　イッコも昼間、この人が本当に父親なのかどうかの確かく認にんは、誰かに頼たのむって言ってたし……オレ自身も、そろそろハッキリさせておきたいし、知りたい。


　傷しよう心しんのシャバオさんには悪いけど。この人がイッコの父親なのか、そうでないのか……ここで、真相をハッキリさせてしまおうか？


「あ、あの。シャバオさん……」


　微び妙みように震えた声で、シャバオさんに声をかけるオレ。


　ゲッ。今、この瞬しゆん間かんに、とうとうこの人がイッコの親おや父じなのかどうなのか分かると思うと……意外に緊きん張ちようする……！


「…………なんだ」


　しかし、緊張してるオレとは対照的に、シャバオさんは負のオーラ全開、床に座すわり込んだまま、何もかもがどうでもよさそうな口調で答えてきた。


　う……。でもある意味、いろいろ事を聞きだしやすい状じよう況きようかもしれない……？


「シャ、シャバオさんって。娘むすめさんと、奥おくさんがいるって言ってましたよね？」


　とりあえずオレは、遠えん慮りよがちに、回りくどく聞いてみる。


「……………それが？」


　うつむいたまま、やはりぞんざいな口調で返してくるシャバオさん。


　う。この話題だったら、少しは反応するかと思ったんだけど……予想以上に、反応薄うすいな。もうちょい攻せめてみるか……？


　オレは、いっきに、グッと核かく心しんに迫せまる事を聞いてみる。


「その二人……シャバオさんの奥さんと娘さんって。もしかして──フランに住んでたりしませんか？」


　オレ自身は、かなり強力なカードを切ったつもりだった。


　もしこの質しつ問もんの答えがＹＥＳなら──シャバオさんがイッコの父親だっていう可か能のう性せいは、グッと高くなる。


　が。


「……フラン……？」


　ようやく顔を上げ、怪け訝げんな顔でシャバオさんが返してきた答えは……


「どこだ？　それは？」


　まさかの……そんな答えだった。


　え……えぇっ？　オレは瞬しゆん時じに混こん乱らんした。


「フ……フランですよ!?　フラン！　中央大陸の南の方にあって、ほら、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうとかがある、」


「？　知らんぞ、そんな街。聞いた事もない」


　立場は逆ぎやく転てん、今度はシャバオさんが気の毒そうな目つきでオレを見ている。


　え……えぇぇ!?　バ、バカな！　フランを知らないって事は……この人、イッコの父親じゃないのか!?


　混乱が収おさまらない。正直オレは、シャバオさんは、かなりの確かく率りつでイッコの父親だろうとタカをくくっていた。違うっていうのか!?


「そ、それじゃ、もう聞いちゃいますけど！　シャバオさんの奥さんと娘さんの名前は、なんていうんですか!?　ダリアと……ダリアと、イッコじゃないんですか!?」


　もはやなりふり構かまっていられない！　オレは一気に最後の切り札、核心をつくストレートな質問をシャバオさんに全力でぶつけた！


　が。


「だりあ？　と？　いっこ？　何者だ、そいつらは？　私の嫁よめの名は、アンジェラ。娘の名は、クリスタだ。今も、故こ郷きようで、私の事を待っているよ」


「ウソだ……そんな……」


　シャバオさんの答えを聞いた瞬しゆん間かん。


　ぺたんっ。オレも、シャバオさんと同じように、情なさけなくお尻しりから床ゆかに座すわり込んでしまった。


　愕がく然ぜんとなる。


　ようやく……ようやく、見つかったと思ったのに。


　ようやく、イッコを、親おや父じ捜さがしの重荷から解かい放ほうできると思ったのに……！


　シャバオさんは──イッコの父親じゃなかった。


　こんな……こんな結末アリかよ……？


「よくは分からんが……気を落とすな」


　座り込んだオレを見て、ぽん、シャバオさんは肩かたに手をのせ紳しん士し的な声で言ってくれる。


　うぅ。勝手に尋じん問もんを始めて、勝手に轟ごう沈ちんしたオレにこんな優やさしい言葉をかけてくれるなんて……シャバオさんって、意外にいい人なのか……？


「ところで、お前はそのイッコとダリアと、どういう関係なのだ??」


「あ、はい……。えっと、イッコとは昔から友達で、それで…………。へ？」


　と、シャバオさんの質問に、普ふ通つうに答えそうになったオレだったが……


　あれ？


　なんか、ふいに、我われに返る。


　関係？　なんで赤の他人のシャバオさんが、オレとイッコ母娘おやこの関係なんか聞いて来るんだ？


「どういう関係って……。シャバオさん、その二人の事、知らないんじゃ……」


「そ……！　それもそうか。なるほど盲もう点てんだった。私とした事が。下らん事を聞いたようだな。忘わすれてくれ」


　微び妙みように焦あせった様子で、顔をそむけながら答えてくるシャバオさん。


　オ……オイオイ!?


　怪あやしすぎるそのシャバオさんの反はん応のうを見た瞬間、オレの脳のう裏りに一つの仮か説せつが浮うかぶ。


（この人、やっぱりイッコの親父で……実は、それを隠かくそうとしてるんじゃないのか!?）


　なんか……俄が然ぜん、力が蘇よみがえってきた！


　オレは、むくりと、床から立ち上がる。


　そうだよ。相手がしらばっくれてる可能性だってあるじゃないか……！


　こうなったら……真相に辿たどり着くまで、こっちも思いっきり揺ゆさぶりをかけてやる！


「えっと。オレとイッコ達の関係、ですよね？」


　何食わぬ顔で、さっきの話題をもう一度持ち出すオレ。


「い、いや。だから、もうその話はいい。その連中に、私は特に興きよう味みは、」


「彼氏です」


　シャバオさんの言葉を遮さえぎり。オレは、一か八かの博打ばくちにでる。


「な……に……？」


　ピクリと動く、シャバオさんの眉まゆ。


「だから、か、彼氏です。さっき言いかけましたけど、イッコとオレは昔から友達で……最近、結けつ婚こんを前ぜん提ていに、付き合ってるんです！」


　くっ……！　告白したが保ほ留りゆうされ、結婚どころか、友達以上にすら踏ふみ出せてない現げん実じつが頭をよぎり、ウソと現実のギャップにオレ自身も心に痛つう恨こんのダメージを喰くらったが、


　がくぅっ！　目の前に座っていたシャバオさんも、自分の心しん臓ぞうを押さえて、ゆっくり蹲うずくまり始めた。


　なぁ、オイ、この反応！


　どうみても自分の娘むすめに彼氏ができた事にダメージを受けてるとしか思えないんですけど!?


「ど……どうかしましたか？　シャバオさん？」


「い……いやいや、別に。何も？」


　カウボーイ帽ぼうを下げ、微妙に表ひよう情じようを隠しながら言ってくるシャバオさん。


　効きいてる……確かく実じつに、効いてる！


　やっぱり、イッコ達の話を直ちよく接せつ出すのは効こう果か的だ！


　オレはさらなる揺さぶりをかける為ため、必死に血の涙なみだが流れるのを我が慢まんしながらシャバオさんを攻せめた。


「いやー。オレも、結婚はまだ早いと思うんですけど。イッコが……イッコがオレにベタ惚ぼれで、早く結婚しろってうるさいんですわ……！」


　あまりに……あまりに虚しいウソだった。


　が。


　オレのプライドと命をかけた揺さぶりは、相当クリーンヒットしたらしい。


　目の前で、シャバオさんはとうとうブルブル震ふるえ始める。


　今だ……最後のワナを仕掛けるのは、今しかない！


「ま、ここだけの話。オレ、結婚して、買わせるモン買わせたら、さっさと離り婚こんしちゃう気なんですけどね」


「何ィィ!?」


　オレの揺さぶりに、いきりたって立ち上がるシャバオさん。


　しかしそれを気にせず、すかさずオレはシャバオさんの前に土ど下げ座ざで座すわり込こみ──


　そして、床ゆかに頭ず突つきする勢いきおいで、最後の仕上げ。一気に頭を下げるのだった。


「でも、そんな僕ぼくでもよければ。お義と父うさん。僕に……僕に、イッコさんを下さい！」


「お前みたいな外げ道どうに──誰だれが娘をやるかぁボケェ！」


　豹ひよう変へんし、ブチ切れて、オレに襲おそい掛かかってくるシャバオさん！


　お、おお!?　や、やった!?　今、確たしかに〝娘〟って言ったよな!?


　アホみたいな作戦だったけど……完かん璧ぺきに証しよう言げん取ったぞ!?


　この人は……シャバオさんは……やっぱりイッコの父親だったんだ！


「ぐふっ!?」


　と、喜んでると、シャバオさんの右ストレートが、オレの左ひだり頰ほおにめり込んできた。


　痛いてぇ!?　オレは焦る。


「ちょ、ちょっと待って下さい！　シャバオさん、今のは、ウソです。ちょっと事情があってシャバオさんを試したっていうか──ウオオッ!?」


　ブンッ！　ゴウッ！　オレの説明なんて、もはやシャバオさんは聞いちゃいなかった！　怒いかり狂くるって、オレに連続攻こう撃げきを仕掛けてくる。


「ぐふっ！　うぐぅっ!?　バ、バカな……？」


　連続でパンチをもらいながら、オレは絶ぜつ句くした。


　ベッケンバウナーさんの攻撃さえかわせたのに……何な故ぜか、今のシャバオさんのパンチはかわせない！　そんなに速い打撃でもないんだけど、まるで引力に引き寄よせられるように、パンチをもらってしまう。
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　し、しまった……父親という人種を侮あなどっていたか!?　父親ってのは、娘が外道にたぶらかされた時、ナゾのパワーアップを遂とげる生き物なのか!?


「げふっ！　ぐはっ!?」


　や、やばい！　いいパンチもらいすぎて、ホントに意い識しきが朦もう朧ろうとしてきた！


　こ、このままじゃ、マジでオレ、シャバオさんに撲ぼく殺さつされる……！


「あの娘が……イッコが私達にとってどれほど大事か、お前ごとき若わか造ぞうには分かるまい。娘をたぶらかした罪つみ万ばん死しに値あたいする──死ね」


　ゴウッ！　言いつつ、凄すさまじい踏み込みと共に、オレの顔面めがけて父親パンチを放ってくるシャバオさん。


　こ、これも避よけられない──殺やられる!?


　と一いつ瞬しゆん死を覚かく悟ごをした──その瞬間だった。


「油ゆ断だんしてんじゃないわよ」


　ゴッ！　唐とう突とつに鳴り響ひびく、凄まじい打撃音。


　どさりっ。次の瞬間には、オレの目の前で、ゆっくり、シャバオさんがくずおれる。


　そして、そんな気絶したシャバオさんの後ろに立っていたのは──


「ったく、何がイッコが私にとってどれほど大事か、よ。……そんなに大事ならなんで帰ってこないのよ……！　クソオヤジ」


　いつの間にか医い務む室しつに入ってきていた、黒くろ髪かみの女、イッコだった。





　　　　※




「イ、イッコォ！」


　オレは、驚おどろきつつ、イッコに駆かけ寄る。


「な、なんでココに……？　もしかして……シャバオさんの様子見に来たの？」


「ち、違ちがうわよ。近く通ったら、なんか凄すごい物音してるから、来てみただけよ！」


「そ、そうなんだ……」


　ま、こんな時間に用もなく、近くを通りかかるワケないんだけど……これ以上いうと怒おこり出しそうだし黙だまっとこ。


「でも、やっぱり、シャバオさんが親おや父じさんだったな……！」


「……まぁね。でも、アンタも、ちょっと情なさけないんじゃないの？　あんなシャバオヤジにいいように殴なぐられちゃって……。アスベルで成長したんじゃなかったの？」


「い、いやいや、シャバオさん、いきなりパワーアップしたんだって！　たぶん……よっぽどイッコの事守りたかったんだと思うよ……？」


「フン……」


　と、イッコは気にくわなさそうに、視し線せんをシャバオさんの方に向ける。


「う、うーん……」


　すると、ちょうどシャバオさんが頭を抱かかえながら目を覚ましたところだった。


「な、なんだったのだ今のは……？　恐おそろしく容よう赦しやの無い蹴けりをいきなり後頭部に喰くらったような衝しよう撃げきが……！　ん？」


　と、意識がハッキリしたのか、シャバオさんは、目の前に立っているイッコと……そして、オレに気づく。


「アルニレックスゥゥゥ！　お前なんぞに娘むすめはやらぁぁぁん！」


　そして。瞬時にシャバオさんは戦せん闘とうモードに入って立ち上がる。


　ゲッ、これじゃ、同じことの繰くり返しじゃないか！


（あぁもう、土ど下げ座ざでもなんでもして、とにかく誤ご解かい解ときなさいよ!?）


（うぅ……。ま、人を怒らせるような悪あく趣しゆ味みなウソついたのは事実だし……仕方ないかぁ……）


　オレはともかく猛もう烈れつな勢いきおいでシャバオさんの前に土下座し、


「すいませんゴメンなさい、さっきのイッコと付き合ってるとか結けつ婚こんするとか離り婚こんするとか、あれ、ぜんぶウソなんです!!　オレは、イッコとは（残念ながら今のところ）ただの幼おさな馴な染じみで、さっき言ったような事実は一いつ切さいないんです！」


「な、何ィ……!?」


　般はん若にやのような顔で、呟つぶやくシャバオさん。


「……今の話、本当か？　女。お前も、イッコと知り合いなんだろう？」


　そしてシャバオさんはイッコに話を振ふった。やはりシャバオさんは、イッコにまったく気づかない。


「まぁ……本当ね。二人とも、忙いそがしいみたいだし。そんなヒマないハズよ」


　肩かたをすくめ、そっけなく言うイッコ。


「ウ……ウソだったのか……そうか」


　シャバオさんは、オレの話がウソだった事に、とにかくホッとしたらしい。がくりと床ゆかにへたり込む。その様子に、オレはちょっと心が痛いたんだ。


「す、すいません、変な事言って……。でもシャバオさん、ああでも言わなきゃ、イッコ達の事、完全に知らないふりだったじゃないですか……」


「ウッ……」


「フランなんか聞いたこともない、娘の名前はクリスタだとか言って……」


　オレが追及すると、


「仕方がないだろう……。お前が、借金取りの可か能のう性せいもあったではないか」


　シャバオさんは、ちょっと気まずそうな顔で答えてくる。


「じゃあ、さっきのクリスタがどうのっていうのは……借金取り用の、カモフラージュの話だったんですね……」


　確たしかに、やけに話しなれてる感じだったけど……


「連中に、私とダリア達の繫つながりが知れたら、フランのダリア達の元にまで、取り立てがいってしまうからな……！　お前達も、イッコをそんな悲ひ惨さんな目に遭あわせたくなければ、絶ぜつ対たいに私とイッコの繫がりを借金取りに伝わらないようにしろよ……!?」


　脅おどすような口調で言ってくるシャバオさん。


「ちょ……ちょっと待って。ちょっと待って」


　と。そこで口を挟はさんだのは、実は実の娘、イッコ。


「まさか、その親子に借金取りを近づけさせないためとかそんな理由で……アンタは、一七年もフランに帰ってないっていうの……!?」


　呆ぼう然ぜんとイッコは聞いている。


「何な故ぜお前がウチの家庭の事にそんな詳くわしいのか知らんが……その通りだ」


「バ……バカじゃないの!?」


　理り解かいできない、という顔でイッコ。


「一七年よ!?　一七年!!　いくら借金取りに追われてるからって、その間、ちょっと顔出すくらいはできるでしょ!?　もしくは手紙出すとか……！　ウチ……じゃなくて、あの家じゃ、アンタは生死不明の行方ゆくえ不明って事になってんのよ!?」


「お前は、連中のプロ根こん性じようを知らんからそんな悠ゆう長ちような事が言えるのだ……！　見ろ、これを」


　言うなり、袖そでをまくって、二の腕うで見せてくるシャバオさん。


　そこには、〝１５８─９〟という、ワケの分からない数字の焼印の跡あとみたいなのがあった。


「借金をするときに押おされた焼印だ。どういう仕組みか知らんが、これがある限かぎり、私の行動ルートは連中につつぬけになってしまう。なんせあの前人未踏領域ノース・エンデまで追ってきたからな」


「えぇぇっ!?」


　あ、あんな地じ獄ごくまで借金取り立てにいくって……確かに、凄すごいプロ根性だわ。


「まぁ、さすがにここまでは追ってこられないようだが……。とにかく、相手は、そういう連中なのだ。どこから足がつくか分からんし、家族を完全に守る為に、連絡を取るワケにはいかなかった……」


「で、でも！　そんなの！　と、とにかく……絶対、なんか連絡取る方法はあったのよ！　とにかく、なんかよくわかんないけど、なにもかも絶対アンタがぜんぶ悪いに決まってんのよ!!」


　イッコは怒ど鳴なり散らしたが、


（そ、そんな無む茶ちやな）


　オレは正直、思わず心の中でイッコにつっこんでしまった。


　イッコは、どんな事じ情じようがあろうと、とにかくシャバオさんを認みとめたくないらしい。


「ていうか……シャバオさん。そもそもシャバオさん、なんで借金したんですか？」


　ふと気になって聞いてみる。


「そ！　そうよ！　そもそも、アンタが借金なんてするから悪いんじゃない!!」


　攻こう撃げきの糸口を見つけて、鬼おにの首をとったような勢いでイッコも乗っかってきた。困こまった女……。


「妻つまと……約束したのだ」


　ボソッ。そんなオレとイッコに、シャバオさんは、過か去こを思い返すような口調で、呟つぶやくように言った。


「妻は……サンク・マリカ大だい聖せい堂どうが、異い常じように好きな女でな。朝、昼、夜、一日三度は見に行くくらい、大聖堂を好いていた」


「ウ、ウソ……！　朝あさ晩ばん二回のアタシより上じゃん……!?」


　驚きよう愕がくの声をあげるイッコ。イッコも初耳だったらしい。


　イッコママも、サンク・マリカ好きだったのか……!?


「そして、お前らは知らんだろうが。その大聖堂は、普ふ通つうに行けば、私の妻の物になるハズだった。次の継けい承しよう権けんは、ダリアにあったからな」


　まぁ……実はオレ達、その話知ってるんだけど。


　あえて口出しする必要も無いし、オレ達は黙だまって話を聞く。


「しかし、ダリアは……私なんかと結けつ婚こんしたせいで、その継承権を奪うばわれてしまった。それ以い降こう、ダリアはサンク・マリカを見に行かなくなったよ。私は家を捨すててアナタに嫁とついだのだから、私にはもう大聖堂を見に行く権利はないなどと……ワケの分からん覚かく悟ごを勝手に決めてな……！」


　どこか悲しそうな顔で、シャバオさん。


「だから私は。二〇億貯ためて、ダリアにサンク・マリカを取り戻す為、フランを出た。フランでは、あの忌いま々いましいプラムローズママのせいで、仕事がサッパリ回ってこなかったからな」


「そ、そこから、何がどうなって、二〇億貯めるハズだった男が一〇億借金背せ負おう事になるのよ!?」


　声を荒あらげ、追及するイッコ。


　そうなんだよ。ここまでの話は、オレとイッコは概おおむね知ってるんだけど、ここから先が、誰にもさっぱり分からない。


　シャバオさんは肩かたをすくめた。


「別に大した話じゃない。私は、一いち応おう、建けん築ちく家かだったからな。フランを出た後南の大陸で、とある国の依い頼らいを受けて大規模な工場を造つくっていたが……完成直前に、ギガなんたらとかいう、バカデカい竜りゆうの襲しゆう撃げきを受け、あっけなく倒とう壊かいしてしまったのさ。その後は、まぁ、いろいろあったが……簡かん単たんにいうと、責せき任にん者しやである私が借金を背負うハメになり、利子なんかもついて、私の借金は一〇億まで膨ふくれ上がった……というワケだ」


「バカじゃないの!?」


　話を聞いたイッコは、怒いかり狂くるって声をあげた。


「そんなの、アンタのせいじゃないじゃない!!」


「へっ？」


　そんなイッコを、オレも、シャバオさんも、ビックリしたようにぱちくり、と目を瞬またたいて凝ぎよう視しした。


　いや、イッコ、お前さっきまでなにもかもぜんぶシャバオさんが悪いって散々……


「あっ……」


　イッコも、オレ達の視線で自分の発言の矛む盾じゆんに気づいたらしく、


「ま、まぁ。竜に潰つぶされる建物造ったアンタにも、当然責任はあるけどね」


　とってつけたように、シャバオさん批ひ判はんを再さい開かいする。


　シャバオさんは、そのイッコの言葉を気にしたふうでもなく、


「ま、そういうような事があって、私はつくづく建築業界に嫌いや気けが差してな。地道にコツコツ借金を返すために〝冒ぼう険けん野や郎ろう〟に華か麗れいな転てん職しよくを遂とげた、という訳わけだ」


「〝冒険野郎〟って職業じゃないでしょうがあ……！　無職って言うのよ、そういうのは……！」


　わななきながら呟くイッコ。


　ていうか、〝冒険野郎〟になってる時点で、地道にコツコツ借金を返す気、まったくないような気がするんですけど……？


「ったく。ちょっとマジメモードに入って損そんしたわ……」


　ため息混まじりにそう言い残すイッコ。


　すると、スッ──イッコはオレから離はなれ、医い務む室しつの扉とびらの方へ向かい始めた。


「あ、あれ？　どこいくの？」


「……戻って、寝ねる。アタシは元々、前を通りかかっただけだし……」


「そ……そう」


　恐おそろしく唐とう突とつだけど……ま、イッコ的には、今回のシャバオさんの話は、いろいろ思うところあるだろうしなぁ……。一人でいろいろ考えたいのかもな。


「オヤスミ」


「オ……オヤスミ」


　バタンッ。医務室から去っていくイッコ。


　結局イッコ、シャバオさんに自分の事は話さなかったな……。


　などと考えていると、


「あの女……まるで狂きよう犬けんだな。名前はなんというのだ？」


　イッコが出て行って早々、シャバオさんがベッドに上がりながら忌いま々いましげに聞いてきた。


　オレは一いつ瞬しゆん、いっそホントの事を言ってやろうかとも思ったが、


「い、いや……あの娘こ、なんか、他人に名前教えたがらない娘なんで。機会があったら、直ちよく接せつ聞いてみて下さい」


　結局、適てき当とうなことを言ってごまかしてしまう。


「ほー……変な女だな」


　シャバオさんも、さほど興きよう味みがなかったらしく、そう答えるとそのままベッドの中に潜もぐり込こみ、あっという間に熟じゆく睡すいしてしまった。


　うーむ……なんとか、もうちょい歩みよってくれるといいんだけどなぁ……この親子。










　パート３・タイキケンガイの黄金







　ケンジがエクスカリバーの製せい作さくに入ってから、二週間の月日が流れた。


　天てん空くう郷きように来てから数えると、三週間。


　前人未踏領域ノース・エンデ探たん索さくキャラバンを脱だつ走そうした日から数えると、なんと、もう六週間……つまり一ヶ月半も経たっている。


　そんな風に自分で改めて計算してみて、焦あせったりもしたけど……


　それでも、ケンジのエクスカリバー製作は、順調に進んでいた。


　一度ケンジに見せてもらったエクスカリバーは、もう、ちゃんと剣けんの形になっていたくらいだ。


　しかし、ケンジがエクスカリバーの製作に入ってちょうど二週間がたった今日。


　とうとう、例の問題が、本ほん格かく的てきにオレ達にのしかかり始めた。





「オルハリコンが……足りません」


　ここのところ、毎朝やってる、会議室での朝会議。


　始まって早々、ケンジが、重々しい口調でそう宣言する。


　ハァ～。


　途と端たんに、会議室に、全員の情なさけないため息がこだました。


「やっぱダメかぁ……」


　シャバオさんも無事見つかった事だし、オレ達は、ケンジ以外全員で、黄金探索に取り掛かかっていたんだけど。残念ながら現げん時じ点てんでは、まったく、黄金は見つかっていなかった。そして宝ほう物もつ庫こには、もう黄金は、一グラムも残っていない。


「あと何キロ分くらい足りないんだ？」


　オレはケンジに聞く。


「恐おそらく、あと一キロ程てい度ど」


「い、一キロくらい、なんとかサバよめねーのかよ？」


　ジャンが驚おどろいたように言ったが、


「だから、オレの作ってるエクスカリバーは、もう、いろんな部分で極きよく限げんまでサバよんでるんですってば。これ以上サバよんだら、もはやそれはエクスカリバーじゃなくなりますよ!?」


「うーむ……。って事は、あとオルハリコン一キロ分……黄金一〇〇キロどっかで見つけてこなきゃいけないって事か……」


　黄金一〇〇キロ……どう考えても、そう簡かん単たんに見つけられそうにない。


「黄金一〇〇キロって、どれくらいあればいいのかなー？」


　と、ノン。


「だいたい……ドノヴァンさんの顔の体積と、同じくらいの量は必要っスね。たぶん」


　全員の視し線せんが、ドノヴァンの顔に向く。目に入るのは、精悍に日焼けした、面長の顔。


「ドノヴァン……お前、もうちょい小顔になれねぇ？」


「……どうやって？」


「……そういう問題じゃありませんから。ていうか何なんスか、この不毛な会話は……」


　ハァー。七人分のため息がこぼれ落ちる。


「ウラヌス、アンタ、どっか他ほかに黄金のありそうな場所、心当たりないの？」


　イッコが、いつもウラヌスちゃんの座すわっている場所に向かって問いかける。


　が。


「……あれ？」


　イッコと、そして他の数人も同時に声をあげた。


　いつもそこにいるハズのウラヌスちゃんの姿すがたが──今日は、そこになかった。


「ウラヌス様は、今日は熱が出たという事で、お休みになっております」


　疑ぎ問もんに答えたのは、相変わらずたまに会議に出しゆつ席せきしてくれる、ずんぐりむっくりの老人、ニコさん。


「ウラヌスが熱？……大だい丈じよう夫ぶなの？」


　心配そうに聞くイッコ。


「微び熱ねつの様なものですので、ご心配なく。恐らく、疲つかれがたまっておられたのでしょう」


「そっか……」


　ま、これを機に、ウラヌスちゃんにはゆっくり休んで欲ほしいよ、ホント……。


「後で、お見み舞まい、行ってやろう」


　ドノヴァンの言葉には、当然、全員賛さん成せいした。


「で、問題は、今日どの辺りに黄金探さがしに行くか、なんだけど……」


「あのぉ☆」


　と。ミニィちゃんが、手をあげて意見した。


「なに？　もしかして、なんか心当たりアリ？」


「心当たりっていうかぁ。ほら、この前、シャバオさんが倒たおれてたの見たとき。シャバオさん、手に、黄金の王おう冠かんみたいの持ってたじゃないですか☆」


「あっ……」


　ミニィちゃんの言葉に、全員思わず声をあげる。


　そういえば、ゴタゴタのせいですっかり忘わすれてたけど……シャバオさんは、確たしかにあの時、黄金製の王冠の様な物を持ってて、それを落としていた。


「あれ、ミニィの部屋にまだあるんですけど。どこから持ってきたんですかねぇ？」


　小首を傾かしげ、不思議そうに聞いてくるミニィちゃん。なるほど……もしかしたら、黄金に繫つながる何かを、あの人が知ってるかもしれないって事か……。


　はぁ。その瞬しゆん間かん、空気を敏びん感かんに察したのか、イッコがため息まじりに席から立ち上がる。


「……あんまり顔合わしたくないけど。……とりあえず、アイツに話聞いてみましょうか」





　　　　※




「し、知らん！　私は、知らんぞ！」


　そして約一五分後。


　シャバオさんへの尋じん問もんが開始されたが、会議室の机つくえに置かれた、ミニィちゃんが持ってきた黄金の王冠。それを前にしても、シャバオさんは王冠など知らないと断だん固こ言い張はった。


　ちなみにシャバオさんは、もう天てん空くう郷きようにお宝がなく、おまけにケンジの造つくったエクスカリバーでオレ達と一いつ緒しよに帰るしか地上に戻もどれないと理り解かいした後は、何もかもを諦あきらめ、毎日天空城で一日中グータラしながらエクスカリバー完成を待っている……。


　もしかしたら逃にげるかもしれない、という事で、親しん衛えい隊たいに見張らせてはいるんだけど、そんなの必要ないくらい、一日中ダラダラしっぱなし。


「アンタねぇ。言っとくけど、黄金がなけりゃ、アタシ達全員地上に帰れないのよ？　いっつもグータラしてんだから、こんな時くらい積極的に協力してよ!?」


「う……！」


　痛いたいところをつかれたのか、押おし黙だまるシャバオさん。


「し、しかし。衛えい星せい神しん殿でんの宝たからだけは……」


「？　衛星神殿？」


　聞きなれない単語に、思わず顔を見合わせるオレ達。


「衛星神殿って？」


　オレ達は、この中で一番その事に心当たりがありそうなニコさんに聞いたが、


「そうか……衛星神殿があったか……！」


　ニコさんが答えるより早く、会議室に、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく女じよ性せいの声が響ひびいた。


　声の方を見ると……扉とびらの前に、いつの間に入ってきたのか、銀ぎん髪ぱつの天空郷女王、ウラヌスちゃんが立っている。


「ウ、ウラヌスちゃん！」


「ウラヌス、アンタ、大丈夫なの？」


　オレ達は思わず駆かけ寄よる。


「なーに、元々、全然大した事はなかったんじゃ。ニコが大げさに騒さわいだだけで」


　ウラヌスちゃんはニッと笑ったが、


「でも、ウラヌスー、やっぱり顔色悪いよー？」


　ノンがハッキリ指し摘てき。


　うん、重病……って感じじゃないけど。なんか、いつもより、ちょっと顔が青白い。


「なーに、ベッドで寝ねてるのも、ここで座すわってるのも、そう違ちがわん。妾わらわも、ちゃんと会議に参加するぞ？」


　言いつつ、いつも座ってる席に座るウラヌスちゃん。


「お前なぁ……！」


　と。そんなウラヌスちゃんをみて、ジャンが不ふ機き嫌げんに何かを言おうとした。


　お？　と、なんとなく全員の視し線せんがジャンに集中する。


「…………なんでもねぇけど」


　が、ジャンは何かに思い当たったように顔をしかめて、何も言わずに席についてしまった。……何がしたいんだ？　アイツは……？


　結局、会議室にちょっとの間座ってるだけなら問題ないだろうという事で、ウラヌスちゃんは会議に参加する事に決まった。


「しかし、今の今まで衛星神殿の事を忘わすれていた妾は、本当に天空郷女王失しつ格かくかもしれん。確たしかにあそこでなら……黄金は、山ほど手に入る」


　椅い子すに座るなり、ウラヌスちゃんはマジメな顔で件くだんの衛星神殿の事を話し始めた。


「や、山ほど!?」


「ていうか、ウラヌスさん。衛星神殿って一体、何なんスか？」


　ちょっと興きよう味みをそそられる様子で聞くケンジ。


「衛星神殿とは……分かりやすくいえば大気圏外に浮かぶアトラの墓所じゃよ。数百代に亘わたるアトラ王家の人間が、そこで眠ねむっておる」


「タイキケンガイ……？」


　聞いた事のない単語に、全員首を捻ひねる。


「む？　地上人は大たい気き圏けん外がいを知らんか？　大気圏外というのは……まぁ、アトラから、さらに一〇〇キロほど上に昇のぼると辿たどり着ける場所じゃよ」


　当たり前のように説明するウラヌスちゃん。


「一〇〇キロほど上って……？」


　思わず、天てん井じようを見上げながら呟くイッコ。


「ただでさえアタシら、天空郷にいるのに……。そんなに昇ったら、星の海までいっちゃうんじゃないの？」


「おお、そうそう。大気圏外というのは、お主らのいうところの星の海の事じゃよ」


「えぇっ!?」


「というかお前らなぁ……。地上でも、今時星の海なんて言ってる子こ供どもは、お前らくらいのものだぞ……？」


　恥はずかしそうに口を挟はさんできたのはシャバオさん。


「今は星の海の事を、宇う宙ちゆうというんだ、宇宙と。これだからフラン育ちは……」


　忌いま々いましげに吐はき捨すてるシャバオさん。


　あ、そうなんだ？　そういえばシャバオさんも、ギンガ・ウチュウとか名乗ってたっけ。でも、別に星の海でいいじゃん、なんかそのほうが雰ふん囲い気き出るし。


「でも、その衛えい星せい神しん殿でんだっけ？　星の海に浮うかんでるったって、要はそこ、お墓はかなんでしょ？　そんなトコに、黄金なんて、山ほどあるの？」


　怪け訝げんな顔でイッコが聞く。


「うむ。衛星神殿には、亡なくなった王に捧ささげる為ための、煌きらびやかな金銀財ざい宝ほうが大量に置かれておる。それを持ち帰ればよい」


「それって要するに……お供そなえ物をかっぱらってくるって事？」


　ウラヌスちゃんの言葉を聞きとがめ、オレは聞いた。


　地上ではそういう事をする人を、墓はか荒あらしと呼よぶんですけど……？


　しかしウラヌスちゃんは気にするふうでもなく、


「なーに、どっちみち、そろそろ供く物もつを取り替かえんといかんのじゃ。なんせ今置かれている供物は、恐おそらくプルートが問題を起こす前、八〇年前から置きっぱなしの物じゃからな」


「あ……なるほど？」


　下げたお供え物を再さい利り用ようするって思えば、そんなバチあたりでもない、か……？


「でもよォ、星の海って、人間が生きてられないくらい暑いだか、寒いだかって言い伝えがあるんじゃなかったか？　俺おれらみたいなんがノコノコ行って、大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」


　と、ジャン。


「それに、ここから上に一〇〇キロって……すっごく遠いですよね??」


　さらにミニィちゃんも指摘。


　しかし、ウラヌスちゃんは首を横に振ふって、


「安心せい。衛星神殿には、古代天てん空くう郷きよう人じんの技ぎ術じゆつの粋すいが集められておる。極きわめて快かい適てきな環かん境きようじゃ。移い動どうも、直通の移動手しゆ段だんを使うから、片かた道みち一時間もあれば衛星神殿に到とう達たつできる。現げんに、その男が行って帰ってきてるではないか」


　ウラヌスちゃんが指差したのは、シャバオさん。


　あ、そっか。この人、既すでにお供え物かっぱらってきてるんだっけ……。


「……どうする？」


　オレ達は、七人で、顔を見合わせる。


「片道一時間っつー事は……一いち応おう、日帰りで、さくっと行って帰ってこれるけどよぉ」


「なんか、微び妙みように怖こわいよな……」


　正直に、オレ。


　そう。未知なる場所だからだろうか……？　オレ達は全員、星の海の衛星神殿へ行く事に、ちょっとビビッていた。


「でも、行くしかないわ」


　言ったのは、もちろんイッコ。


「天空郷には、もうそれしか黄金残ってないんだから……エクスカリバー造つくるためには、行くしかない」


　キッパリ断だん言げんするイッコ。ま、確たしかに、選せん択たくの余よ地ちない、か。


「んじゃ、とっとと行って、とっとと黄金回かい収しゆうしてくっか……？」


　ジャンの言葉に、全員頷うなずく。


　地上に戻もどる為には、覚かく悟ごを決めて、タイキケンガイの衛星神殿とやらに行くしかない。





　　　　※




「ウラヌス、大だい丈じよう夫ぶなの？」


「うむ。一ひと晩ばん休やすんで、随ずい分ぶんよくなった」


　というワケで、オレ達は翌よく日じつ、その衛星神殿へ向け出発する事にした。


　昨日の朝から行く事が決まってたんだけど……昨日、体調不良のウラヌスちゃんが、絶ぜつ対たいに自分もついていくと言ったので、ウラヌスちゃんの体調を考えて出発は一日延えん期きになった。ま、実じつ際さい、王家の墓に行くのに、ウラヌスちゃんにはいてもらわなきゃ困こまるし……。


　ちなみに今オレ達は、天空郷に最初に到着した時歩いた、あの巨きよ大だいな木々が立ち並ならぶ森をゾロゾロ歩いている。衛星神殿へ向かう為の手段も、この森の中にあるらしい。


「しかし、何な故ぜ私まで、こんな重い荷物を持たねばならんのだ……！」


　最さい後こう尾びのシャバオさんがブツブツ文もん句くを言ってる重い荷物というのは、衛星神殿に置いてくる、新しいお供え物が入ってる袋ふくろの事だ。エクスカリバーの材料にできない銀細工や宝ほう石せきなど、宝物庫に余あまっていた物を、オレ達は全員で分ぶん担たんして運んでいる。


「ていうかさ……ホントにアイツ、必要なワケ？」


　心底嫌いやそうに、前の方で隣となりのウラヌスちゃんに小声で聞いてるのはイッコ。


　シャバオさんの衛星神殿同行を提てい案あんしたのはウラヌスちゃんだった。


「うむ。妾わらわも、衛星神殿へ一人で向かった事はないからな。いつも、お父様とお母様に連れられてじゃったし……」


　思い出してしまったのか……微び妙みように暗い口調でウラヌスちゃん。


「とにかく、案内役は、多いほうがよいのじゃ」


「ていうか、そもそも、なんであのオヤジが衛えい星せい神しん殿でんへの行き方知ってるのよ……？　変じゃない？」


　イッコに聞かれて、ウラヌスちゃんも首を傾かしげる。


「それは……そうじゃな。確かに、衛星神殿への行き方は、アトラでも王族以外知らんハズなんじゃが……」


　ちらりと後ろ、シャバオさんの方を振ふり向きながら、ウラヌスちゃん。


　確かにシャバオさんって、地上人にしてはホント天てん空くう郷きようの事詳くわしいよな……？


「んな事より。お前、とっととあのオヤジに正体明かしてくれよ……」


　ため息混まじりにイッコに言ったのは、ジャン。


「あのオヤジがいる間は名前呼よぶなとか、ややこしいったらありゃしねぇ……」


　イッコとシャバオさんが実じつ際さいに親子だったと判はん明めいした事は、イッコの口から、エクスのメンバー全員に伝えられていた。


　その時オレ達は同時に、イッコから〝娘むすめって知られたくないから、アイツがいる時はアタシの名前を呼ばないで〟という、ややこしい注文も受けていたのだ。


「う、うるさいわね。仲間が困ってるんだから、大人しく協力しなさいよ」


「ったく……めんどくせぇ親子……」


「お！　着いたぞ。ここじゃ」


　と。いろいろ雑ざつ談だんしてる間に、オレ達は目的地に辿たどり着いた。


「あれ？　これって……オレ達が最初来たとき乗っかってた奴やつだよね？」


　目の前、少し森が開けた場所にあったのは、二階建ての家を横に四、五軒けん並べたくらいの大きさはある、台形の、苔こけむした黒石造づくりの〝祭さい壇だん〟みたいな物だった。


「うむ。言ったろう？　ここは港。上へ上がるにも、ここを使って移い動どうする」


　言ってウラヌスちゃんは、祭壇の真下に立つと、どう見ても壁かべにしか見えない所を触さわり──ガチャッ。祭壇の壁の一部を、扉とびらの様に開いた。


「この扉の場所と、開け方を知ってるのは、アトラ王家の人間のみ。だから衛星神殿へは、アトラ王家の者しか行く事ができん……ハズなんじゃが」


　言いつつウラヌスちゃんは、シャバオさんの方を見た。


　オレ達も、釣つられてシャバオさんの方を見る。が。


「ふふん。驚おどろくのも無理はないが。前にも言った通り、私は、一〇年も天空郷の事を調べ続けていたのだ。これくらい、当然知ってるさ」


　シャバオさんは自じ慢まんげに笑い、さっさと祭壇の中へ入っていってしまった。


「イッコ……お主の父親は、只ただ者ものではないようだな？」


「どこが……。どうせ、偶ぐう然ぜん扉の位置に気づいて、偶然開けただけよ。さ、行きましょ」





　祭壇の中は、当然ながら、真っ暗だった。


「最後に入った者。扉を閉しめてくれ。扉を閉めれば、明かりがつく」


　最後に入った者、はオレだった。


「了りよう解かい」


　ガシャァッ。いわれた通り、派は手でな音と共に、扉を閉める。


　ヴィィィィ──！


　その瞬しゆん間かん、祭壇内部の壁の繫つなぎ目すべてに、白い灯あかりが点ともる。なんていうか、壁を、白い光のアミダクジが走ってるみたいな光景だ。


　祭壇の中はさほど広くなく、簡かん単たんな机つくえと椅い子すが四脚きやくくらいあるだけで、他には何もなかった。


「確たしかこれをこうすれば……？」


「いや、それよりこっちの……？」


　ウラヌスちゃんとシャバオさんが相談しながら、机に埋うめ込こまれたボタンみたいなものを操そう作さし始める。


　すると。


「おおっ!?」


　ゴゴゴゴゴゴォォ！


　足元から、何かが爆ばく発はつするような音が響ひびき渡わたり、そして祭壇内も軽く振しん動どうし始めた。


「だ、大だい丈じよう夫ぶなのウラヌスちゃん!?　す、凄すごい音鳴ってるけど!?」


「大丈夫じゃ。エレベーター……この祭壇が上じよう昇しようし始めた証しよう拠こ。もうこの祭壇は、時速一〇〇キロで、真上に向かって上昇しておる」


「ひゃ、一〇〇キロ……！」


「あとは一時間、ここで待つだけ。こんな大人数で乗る事もないし、椅子は四脚しかないが……まぁ、移動の間、各おの々おのくつろぐがよいぞ？」


　いわれて、オレ達はとりあえず床ゆかに座すわるけど……さすがに、これから星の海に行くっていうのに、そうそうくつろいだ気分にはなれない。


「確か、暇ひまつぶし用の天空スゴロクがこの辺に……」


　とか言いながらウラヌスちゃんが机の下なんかを探さぐり出したが、


「それよりウラヌス。衛星神殿がお墓はかだってのは分かったけど……具体的に、中はどうなってるワケ？　広さとか」


　イッコがそれを遮さえぎり、ウラヌスちゃんに質しつ問もん。


「む？　広さは……まぁ、それなりに広いかのう？　なんせ、一七六代分の、王の墓があるワケじゃからな。とはいえ、神殿の中に、部屋は二つしかない。この祭さい壇だんが収しゆう容ようされるロビーと、その奥おくに広がる、墓ぼ地ちスペース。広いのは、墓地スペースの方じゃな。ロビーは別に広くはない」


「ふーん……」


「む……？　そうか。そういえばお主達、大たい気き圏けんから出るのは初めてじゃったな？」


　ウラヌスちゃんが、ふと思い出したようにバカげた事を聞いてきた。


「いや、初めてに決まってるけど……」


　その答えを聞くと、ウラヌスちゃんは何やら満足げに笑い、


「ふっふ。なら、衛星神殿のロビーに着くのを楽しみにしておくがよいぞ？　この祭壇は強度の問題とかで、透とう明めい度どの高い壁かべを使えず、外の景色はまったく見えんが……。衛星神殿のロビーからは、外の景色を見る事ができる。高度一〇〇キロから見る景色は、絶ぜつ景けいじゃぞ？」


「絶景ねぇ……」


　普ふ段だんなら、オレ……もしくはケンジなんか、めちゃくちゃ喜びそうな情じよう報ほうなんだけど。


　今回ばかりは、不安の方が大きくて、それほど興きよう味みを持つ事ができなかった。





　が！　一時間後!!


　祭壇が、ゴォォォォン……とゆっくり何かにぶつかる音が鳴り響くと。


「む？　着いたようじゃな。行こう」


　ウラヌスちゃんが、入ってきた時に使った祭壇の扉とびらの方へ向かい、そして中から扉を開く。


　そしてオレ達は、ウラヌスちゃんの後に続き、ゾロゾロ扉から祭壇の外へ出て、衛星神殿のロビー、とかいう所に足を踏ふみ入れたんだけど……！


　そこに広がっていた光景に──


　オレ達は、腰こしを抜ぬかしそうになった。


「なんだ……こりゃ……」


　ロビー自体は、ウラヌスちゃんのいうとおり、広くはなかった。


　本当に、ちょっと高級なホテルのロビー……そんなくらいの広さしかない。


　が。そのロビーの、オレ達が降おりたすぐ左側には、エクスの七人が横に並ならんでもまだ余あまるくらい、巨きよ大だいな窓まどがあって。


　その窓の外には、夜より暗い、完全なる黒の世界が広がっている。


　そしてその窓から下を見下ろした場所に……オレ達の度ど肝ぎもを抜くような物が存そん在ざいしていた。


「何、コレ……？　何？　コレ？」


　眼がん下かには、途と方ほうもなく大きい、青い大陸の様な物が広がっていた。


　大きすぎて、当然窓の枠わく内ないからは全景を捉とらえる事ができず、オレ達は、その大陸の一部を目にしているだけに過すぎない。


　全員が、圧あつ倒とうされた。言葉を失っていた。


「ふっふ。どうじゃ？　驚おどろいたろう？」


　そんなオレ達に、誇ほこらしげにウラヌスちゃん。


「これが、お主達の住む星じゃよ。高度一〇〇キロから見下ろすと、こう見える」


「これがオレ達の住む星……!?」


　感動なのか、興こう奮ふんなのか……窓から見えるその光景を見ていると、掌しよう握あく不ふ能のうな澄すんだ感かん情じようが、心の中から洪こう水ずいの様に溢あふれ出してきた。


　オレ達は今、神様だけが見る事を許ゆるされた景色を見てるんじゃないか……!?


「なんで……何が、こんなに青いんスか……？」


　かろうじて、ケンジが聞く。


「ん？　あぁ、青いのは、海じゃよ」


「って事は……アタシらの住んでる星、ほとんど海じゃない……！」


「で、そこら中にある白いのは、雲じゃな。どうじゃ？　絶景じゃろ？」
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　勝ち誇った様にウラヌスちゃんが言ったが、オレ達は、ただただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすだけ。


「こ……こんな凄すごいモンに、俺おれ達なんかが住んでていいのかよ……!?」


　床ゆかにへたり込み、呆然と唸うなっているのはジャン。普ふ段だんあんまり景色なんかに興味のないジャンですら、こんなに衝しよう撃げきを受けている。


「みんなで一いつ緒しよにこれ見られて、なんか、よかったねー」


　微び妙みように涙なみだぐみながら、ノンが言ってる。


　確たしかに、全員一緒にこの光景見てるって状じよう況きようが、感動を増ぞう幅ふくさせてるよなぁ……！


「ま、心ゆくまで見るがよいぞ？　地上人には、そうそう見れる景色ではないからな」


　こうしてオレ達は、ウラヌスちゃんのお言葉に甘あまえ、いつまでもいつまでも窓の外を眺ながめ続けた……。





　　　　※




「オ、オイ……いつまで見続ける気じゃ？」


　約二時間後。背はい後ごから、恐おそる恐るウラヌスちゃんが言葉をかけてくる。


　オレ達は窓まどの外を見たまま、振ふり返りもせず、


「え？　だってさっき、心ゆくまで見続けろって……」


「まだ、心ゆくまで見てないですぅ……」


　と、上の空で答える。が。


「い……いい加か減げんにしろ！　限げん度どがあるだろう!?　いつになったら心ゆくのだ!?」


　そんなオレ達に、とうとう後ろから、ブチ切れた様にウラヌスちゃんが怒ど鳴なってきた！


「うーん……。たぶん、後六時間くらい見続ければ、なんとか心ゆくと思うんだけど」


「ふざけるなぁ!!　鑑かん賞しよう会かいは終わりじゃ、終わり！　キリがない！　中に入って作業を始めるぞ!!」


「えぇ～？」


「うぅ、まだ見てたかったんだけど……」


「ま、仕方ないスね……」


　というワケで、オレ達はしょうがなく窓から離はなれ、そろそろ肝かん心じんの墓ぼ地ちスペースへ向かう事にした。


　その墓地スペースは、ロビーを抜ぬけたらすぐ広がってたんだけど……墓地スペースは墓地スペースで、なんとも凄かった。


「うわっ……広いな、オイ」


　事前情じよう報ほうの通り、墓地スペースは、とんでもない広さだった。一いち応おう、ワンルームなんだけど、向こうの壁かべは遥はるか遠くだ。一キロくらい向こうにあるんじゃないのか……!?


　天てん井じようも、気持ちが悪いほど高い。少なくとも数十メートルはある。


　そしてそんな空間に、オレの実家と同じくらいの大きさはある巨きよ大だいな墓はかが、延々と、規き則そく正しく並ならべられている。


「ウラヌスちゃん、確たしか来る時一七六代分の墓があるとか言ってたけど……これ、一七六個こ以上ない？」


　パッと視し界かいに入った光景を見て、オレは疑ぎ問もんに思った。


「ああ。墓自体は、既すでに五〇〇代目の分まで造つくられて、設せつ置ちされておるのじゃ。既に亡なき骸がらが埋うまっておる墓が、一七六個というワケじゃな」


「なるほど……」


「で？　どういう段だん取どりでいくの？」


　イッコがウラヌスちゃんに聞く。


「うむ……そうじゃの。では、何組かに分かれて、調べる墓エリアを分ぶん担たんしよう。置いてある供く物もつはすべて回かい収しゆう。代わりに、持ってきた新しいお供そなえ物を置く。ご先せん祖ぞ様さまに挨あい拶さつするのも忘わすれるなよ」


　というワケで、オレ達はさっさとチーム分けとエリア分担を実行。


　オレは、ケンジとコンビで、一五〇代目～一七六代目の王のお墓を調べる事になった。





「お。黄金、発見」


「じゃ、それはポーチに入れといて下さい」


　オレはまず、置いてあった黄金の仮か面めんみたいなのを自分のポーチに入れ、残りの黄金製せいじゃないお供え物は、ケンジの袋ふくろに回収。そして代わりに、持ってきた新しいお供え物を置く。ついでに軽く掃そう除じもする。


　それらの作業を終えると、オレとケンジは、ぺこりと墓に向かって一礼。


「はじめまして、オレ達はマーガスとケンジといいます。これからも頑がん張ばりますので、どうか応おう援えんよろしくお願いします」


「……さっきから思ってたんスけど。この挨拶、なんかおかしくないスか？」


　隣となりで、一応一いつ緒しよに頭を下げながら、ケンジが怪け訝げんな顔で聞いてくる。


「え？　そう？　お墓とか行った時って、だいたいこんな感じで挨拶しない？」


「しないっスよ……。しかも、ここに眠ねむってるのは、オレ達の身内じゃないんスよ？　そんな人に応援して下さいって……向こうからすれば、誰だれだ貴き様さまは？　って感じなんじゃないんスか……？」


「た、確たしかに……。じゃ、次からは挨拶変えようか？」


　とか言いながら、オレ達は階かい段だんを使い、下に降おりる。


　この巨大な墓には階段がついていて、お供え物は、基き本ほん的に墓のてっぺんに置いてあるのだ。


「にしても、意外にお供え物の中に、黄金製のモン少ないよな……？　金より、どっちかっていうと宝ほう石せきの方が多いし」


　隣の墓に向かいながら、オレ達は雑ざつ談だん。ケンジは頷うなずく。


「たぶん、ウラヌスさんも、ちょっと予想外だったんじゃないスかね……。よその班はん次し第だいっスけど、他もウチと同じくらいしか黄金集められてなかったら──一〇〇キロ分集まんない可か能のう性せいもありますよ」


「うーむ……！」


　なんとか集まって欲ほしいけど……。


「えーと、次、ここだな。一七七番目」


　お墓はかの階段の麓ふもとにはプレートがついていて、そこに何代目の王家の墓かが刻きざまれている。


　さほど喋しやべる間もなく隣の墓に到とう着ちやくしたオレ達は、さすがに慣なれた足取りで墓の頂ちよう上じようへ向かった。なんせ一五〇番から回り始めて、もう二〇個こ以上は回ってるからなぁ……さすがに慣なれてきたよ。


「？　マーガス。オレ達の受け持ちって、確か一七六番までじゃなかったでしたっけ？」


　と、階段を上ってる途と中ちゆう、ケンジが思い出したように言った。


「あ！　そういやそうだ」


　うっかりしてた。一七六番以い降こうのお墓には、まだお墓に亡なき骸がらが入ってないから、供物もないらしい。


「って事は、これで作業終しゆう了りようか……」


「一いつ旦たん、ロビー戻もどりましょう」


　再さい集しゆう合ごうは、ロビーでする事になっていた。


　というワケで、オレ達は回れ右、上ってきた一七七番目のお墓の階段を降り始める。


　……が。


「……何やってんスか？」


　オレより先に墓を降り始めたケンジが振り返り、眉まゆをひそめてオレの方を見上げてきた。


「……ちょっと待て、ケンジ。オレ、一いち応おう、このお墓の上も見てくる」


　オレは、ふいに立ち止まっていう。


「はぁ？　いや、だから、一七六番目以降の墓には、」


「うん……分かってる。分かってるんだけど」


　言いながら、オレは振り返り、もう一度お墓の頂上の方を見上げた。


　なんかよく分かんないけど……何かが〝置いてある〟気配がする。


「……レンジャーの勘かん、ですか？」


　ため息混まじりに、ケンジも結局オレの横まで上がってきた。お、なんか、意外に信用されてる？　オレの勘。


　というワケでオレ達は再ふたたび回れ右、一七七番目のお墓の頂上へ向かう。すると。


「おおっ？」


「……当たりましたね、マーガスの勘が」


　墓の頂上には、予想通り、〝無いはずのお供え物〟が置かれていた。


　が。


「でも、あるにはあったけど……なんか寂さびしいラインナップだなぁ……」


　一七七番の墓の上には、ぽつんと置かれた、小さな桃もも色いろの金きん属ぞくの首くび飾かざりが一つ。他には、何な故ぜか、白い花が一つ飾られてるだけだった。花は、まだ飾られてそんなに時間が経たっていないのか、枯かれていない。


「ちょっとぉ。アンタ達、まだ終わんないの？」


　と。無いはずのお供そなえ物に驚おどろいていると、いきなり、茶ちや化かすような声が聞こえてきた。


　下を見ると──いたのは、確たしか一三〇番代のお墓を受け持っていた、イッコとウラヌスちゃんのコンビ。


「ふっふ。妾わらわ達はとっくの昔に作業終了しておるぞ？　のうイッコ？」


「そうそう。しかもアタシ達、めちゃくちゃ大量に黄金ゲットしたんだから」


　ご機き嫌げんな様子で笑いあう二人。まぁ、黄金が大量にゲットできたのは喜ばしい事だけど、


「ウラヌスちゃん。確かウラヌスちゃん、お供え物があるのは一七六番目のお墓までだって言ってたよね？」


　ちょうどいいので、オレは、上からウラヌスちゃんに聞いてみた。


「む？　そうじゃが？」


「だよね？　でもここ、一七七番目のお墓なのに、何故かお供え物が置いてあるんだけど……」


「……何？」


　さっきまでの笑え顔がおから一転、


「……そんなハズはない。何故なら一七七代目の墓は……妾の、お父様の墓だからな」


　陰かげのある表ひよう情じようを浮うかべながら、ウラヌスちゃんは呟つぶやく。


「お父様達が地上へ渡わたり、プルートも死んだせいで、アトラには、衛えい星せい神しん殿でんへ入る方法を知る人間は一人も残っておらんかった。つまりお父様の死を知った者がおったとしても、ここには、誰も供く物もつを捧ささげに来れんハズ」


「いや……でも」


　こうなったら、実物を見せた方が早そうだ。


　オレとケンジは、置いてあった首飾りと花を持って、墓から降りる事にした。


　そしてウラヌスちゃんに、それを見せる。


　その二つを見たウラヌスちゃんは、困こん惑わくしたように眉まゆ根ねを寄よせた。


「そ、そんな……どういう事じゃ……？」


「待って」


　混こん乱らんするウラヌスちゃんの肩かたに手を置き、何かに思い当たったようにイッコ。


「アタシ達の前に、あのシャバオヤジが、ここへ来たって言ってたわよね……？　もしかしたらアイツ、また何か知ってるんじゃ──」


「もちろん知っている」


　と、唐とう突とつに、オレ達の後ろから声。


「その首飾りと花を置いたのは、この私だ。一〇年前、とある女じよ性せいに頼たのまれてな」


　そこにいたのは、カウボーイ帽ぼうをかぶったチョビヒゲのオッサン──シャバオさんだった。隣となりには、そのシャバオさんとコンビを組んで作業をしていたジャンの姿すがたもある。どうやらイッコ達と同じで、作業を終えて様子を見に来たらしい。


「ど、どういう事じゃ？　頼まれたって、誰に！」


　ウラヌスちゃんは、血相を変えて、シャバオさんに詰つめ寄る。


「この神殿への行き方を教えてくれた婆ばあさんにだ。そもそも私は、その婆さんに、天てん空くう郷きようが実じつ在ざいする事を教えられ、天空郷の財ざい宝ほうを目指す決意をした……」


「そ、その女性の名前は!?　名前は、なんというんじゃ！」


　何か思い当たるフシでもあるのか、もはや半分怒ど鳴なるような声で、ウラヌスちゃんはシャバオさんに聞く。


「な、名前？　た、確かミーティアとかいったか……」


「やはり……お母様の名前だ……！」


　シャバオさんの言葉を聞くなり、ウラヌスちゃんは、呆ぼう然ぜんと体をふらつかせた。


「ウ、ウラヌスちゃん！」


　オレと、そしてオレより早く飛び出したジャンがウラヌスちゃんに駆かけ寄ろうとしたが、


「だ、大だい丈じよう夫ぶじゃ……」


　なんとか、ウラヌスちゃんは自力で踏ふみとどまった。そして、位置的に一番近かったイッコが肩を支ささえる。


「そ、それより、教えてくれ。お母様は……どこにいたのじゃ」


　青ざめた表情で聞くウラヌスちゃん。


　そんなウラヌスちゃんを見て、さすがにシャバオさんもマジメな顔で答える。


「中央大陸の東の端はしの、辺へん鄙ぴな山やま奥おくに、その婆さんはいた。とにかく明るい婆さんで……かなりの年だったが、ヤギなんかを飼かって、一人で暮くらしているとか言ってたな。私は、空くう腹ふくで死にそうになってたところを助けてもらったのだ。


　借金取りに追いつかれてしまうから、私は結局半日もそこにはいなかったのだが……いろいろ話してるうちに、理由は分からんが、妙みように見み込こまれてしまってな。私なら辿たどり着けるからと、天空郷に向かう方法等が書かれたメモ帳ちようと、そして、その首飾りを託たくされた。それを、自分の墓はかに、置いてきてほしいと……」


　オレの手の中にある首飾りを見ながら、ちょっと懐なつかしそうにシャバオさんは語る。


　そんな事情があったのか……！　どうりでシャバオさん、地上人のクセに、やたら天空郷に詳くわしかったワケだよ……。


「お、お母様は……お母様は、まだ生きているだろうか？」


　懇こん願がんするようにシャバオさんに尋たずねるウラヌスちゃん。


「いや……。実は、五年ほど前にも一度その家を訪ねたんだが、もう亡なくなられていたよ。私が最初に訪ねた時、既すでにかなりの年だったからな……」


「そうか……」


　ウラヌスちゃんはそう呟つぶやくと、イッコに肩を支えられながら、ゆっくり床ゆかに座すわり込んでしまった。


「マーガス……その桃もも色いろの首くび飾かざりを見せてくれんか……？」


　座り込んだウラヌスちゃんは、疲つかれ果てたような声でオレに言ってきた。


　オレは、なんて言葉をかけていいか分からず……無言で、その首飾りをウラヌスちゃんに渡わたす。


　すると──その瞬しゆん間かんだった。


「お、おぉっ!?」


　ウラヌスちゃんがその首飾りを手にした瞬間……突とつ然ぜん、首飾りが白く輝かがやき始めた。


　そして、その場にいた人間は、全員が同時に目撃する。


　首飾りの放つ光の中に浮うかぶ、一つの、人ひと影かげを。





「お母様！」


　その人影を見た瞬間。ウラヌスちゃんは、絶ぜつ叫きようしながらその人影に飛び込んだ。


　しかしその人影には以前のウラヌスちゃんの様に実じつ体たいがないらしく、ウラヌスちゃんは、人影をすり抜ぬけてしまう。


「そうか……！　精せい神しん金きん属ぞく──その首飾りは、オルハリコン製せいなんスよ！　ウラヌスさん。ウラヌスさんのお母さんは、何か意思を込めてその首飾りを作ったんだ！」


『ウラヌス……』


　ケンジの言葉に呼こ応おうするように。光の中の女性──ぼんやりとしていてハッキリとは見えないけど、銀ぎん髪ぱつの、どこかウラヌスちゃんに似た雰囲気をもつその女性が、ゆっくりと口を開いた。


「お、お母様!!」


　ウラヌスちゃんは必死に呼よびかけたが、映えい像ぞうは、どうやら向こうから一方的にメッセージを伝えるだけのものらしい。ウラヌスちゃんのお母さんは続ける。


『とっても残念だけど。あなたがこれを手にした時には、きっと、私はもうこの世にはいないでしょうねぇ……はぁ』


　ウラヌスちゃんのお母さん、元アトラ王おう妃ひの声は、意外と庶しよ民みん的で明るい、かわいらしい声だった。
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「お母様！　お母様！」


『伝えたい事はやまほどあるんだけど……あんまり長くは無理みたい。だから……言わなくちゃいけない事だけ伝えるね？


　まずは、あなたを捜さがし当てられなくて……本っ当にゴメンなさい。私達の事……一生許ゆるさなくてもいいからね!!　むしろ、私を恨うらめ！』


「嫌いやだぁ！　お母様ぁぁ！」


　ウラヌスちゃんは、今までオレ達に見せてきた号ごう泣きゆうなんて比ひにならない、絶叫に近い声をあげながら泣き喚わめいている。


　しかしウラヌスちゃんの言葉はお母さんには届とどかない。お母さんは続けた。


『あのプルートのバカのせいで、アトラは無む茶ちや苦く茶ちや。あなたが帰ってきた時にどうなってるのか、さっぱり分かんないけど……なんとなく、私は、そんなアトラをあなたが救ってくれるような気がします。


　でも！　だからって、あなたがアトラを背せ負おって頑がん張ばったりする必要ないんだからね！　パパが聞いたら怒おこると思うけど、ハッキリいって、国なんかより、私はあなたの方が一億倍大事です！　やりたい事だけやれ！　やりたくない事はやるな！　私の教育方ほう針しんを、断だん固こ守って下さい！　ま、断固守りすぎたせいで、ちょびっとワガママに育っちゃったけど……あなたは、私的に、世界で一番、ぶっちぎりにかわいいと思うので、まったく問題ありません。……とか親バカを爆ばく発はつさせてるうちに。そろそろ時間がなくなっちゃいそう』


「い、嫌だぁぁ！　お母様ぁ！　行っちゃやだぁ!!」


　ウラヌスちゃんは絶叫したが、ウラヌスちゃんのお母さんは最後の言葉を口にしてしまう。


『私にそんな力があるのか知らないけど。とにかく、あなたが幸せになれるよう、毎日毎日、全身全ぜん霊れいを込めて祈いのります。もちろん、あの世に行ってもね。愛してるよ、ウラヌス。生まれ変わって、またいつかパパと三人で暮くらせたらいいね♪　……バイバイ』


「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」


　ウラヌスちゃんの絶叫と呼応するように、首飾りから放たれていた光は消えていき、そして浮うかんでいた人影らしきものも消しよう滅めつする。


　その、母と娘むすめの最後の邂かい逅こうを見ていたオレ達は……無力に、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。


　オレ達が今するべき事は、ウラヌスちゃんに、何か言葉をかけてあげる事かもしれない……。


　でも、目の前で起こった出来事は、完全に、オレ達にどうにかできる範はん疇ちゆうを超こえていた。かけるべき言葉が、悲しいくらい、何一つ浮かんでこない。


　だって……今のウラヌスちゃんに、何をいえっていうんだよ!?


「あ、あの……」


　それでもオレ、ジャン、そしてケンジは、どうしたらいいかも分からないのに、馬ば鹿かみたいにウラヌスちゃんに近づいて行ったが、


「……やめておけ。お前らが行ってなんになる。今はそっとしておいてやれ……」


　後ろから、シャバオさんに窘たしなめられ、足を止めた。


　そして、泣き崩くずれたウラヌスちゃんの背中をさすってるイッコも、シャバオさんの言葉に無言で頷うなずき、オレ達に外すよう合図してくる。


「……行こう。後は、アイツに任まかせよう」


　何も出来ない自分が情なさけないけど……オレは、ジャン、ケンジ、シャバオさんと共に、一七七番墓ぼ地ちを後にした。





　　　　※




「はぁ……」


　とりあえずオレ達は、例のロビーで、ウラヌスちゃんとイッコが出てくるまで待つことにした。


　ドノヴァン、ミニィちゃん、ノンとも合流し、既すでに経けい緯いは説明してある。


　待ってる間、オレ達の間に、ほとんど会話はなかった。


　とにかく、待つしかない。





　しかし意外な事に……ウラヌスちゃんは、奇き妙みようなほど早く、墓地スペースからロビーへイッコを伴ともなって帰ってきた。二〇分くらいだろうか……？


「待たせてしまったようだな」


　泣きはらした顔で、しかし、微かすかに笑うウラヌスちゃん。


　正直、ウラヌスちゃんはもっと長い間ロビーには出てこないと思ってたオレ達は、困こん惑わくした。どうしたのか、と思ってイッコを見るも、イッコも困こまったように首を振ふるだけ。


「ウ、ウラヌスちゃん……その……もういいの？」


　オレは、恐おそる恐る聞いてみる。


「うむ。もう大だい丈じよう夫ぶじゃ。一生分泣いたからな。だいぶスッキリしたわい」


　ウラヌスちゃんは、いつものように偉えらそうな笑えみを浮かべた──つもりだったのかもしれないが、その笑顔は無理して笑ってるのがバレバレで、あまりに痛いた々いたしかった。


「あ、あのさ。別に、そんな急がなくていいよ？　オレら、ずっと、ここで待ってるし……」


　なんか耐たえられず、オレは言う。が。


「いや。構かまわぬ。天てん空くう郷きよう女王たるものがこの程てい度どの事で……いつまでも落ち込んでるわけにはいかんからな」


「い、いや、でもさ！」


　オレは、なんとかウラヌスちゃんの無理を止めようとしたが、


「妾わらわはここに宣せん言げんする。妾は……もう、生しよう涯がい泣かんぞ！　お主達が証しよう人にんじゃ。妾は……妾は、強くなる！」


　ウラヌスちゃんはほとんど暴ぼう走そうに近いテンションで、オレの話など聞く耳持たず、いきなり一人で宣言を始めてしまう。


　え、えぇ？　ホ、ホントにこんな感じでいいのか？　こんな立ち直り方でいいのか？　ウラヌスちゃんの宣言を聞いて、オレがますます困惑し始めた……その瞬しゆん間かんだった。


「ア……アホかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　いきなり。


　遥はるか下の天空郷まで届とどきそうな馬鹿でかい声が、ロビーに響ひびき渡わたった。


「はぁ、はぁ……もう無理。できるだけ深入りしねぇようにしようと思ってたけど……もう我が慢まんできねぇ！」


　絶ぜつ叫きようしたのは、立ち上がり、何な故ぜか肩かたで息をしてるつるっぱげにメガネの男──ジャンだった。


「ジャ、ジャン様……？」


　きょとん、とした表ひよう情じようで、ジャンを見つめるウラヌスちゃん。


　そんなウラヌスちゃんに、ジャンは近ちか寄より、思いっきり両りよう肩かたを摑つかんだ。


「お前は！　ホントに!!　生涯泣かねぇって何だよ!?」


「え？　あ、いや、それは、その」


　かつてないほどのジャンの迫はく力りよくに、たじろぎながらウラヌスちゃん。


「違ちがうだろ!?　逆ぎやくだよ！　お前、あの川原で水切りした時の事、もう忘わすれたのかよ!?」


「か、川原……？　も、もちろん、覚えておるが……」


　困惑しながらウラヌスちゃん。


「だったら、なんで、なんでもかんでも我慢して解かい決けつしようとするんだ!?　お袋ふくろさんも言ってたじゃねぇか！　やりたい事はやれ！　やりたくない事はやるな！　溜ため込こむなよ！　ぜんぶ、吐はき出しちまえ！」


「ジャン様……」


「ま、その……。王様になったんだから、人前で泣かない様にしなきゃいけないのは分かるけどよ……。だったら俺おれの……ていうか、俺達の前で……こっそり泣けばいいんじゃん」


　と、ジャンが微び妙みように照れながら、そう声をかけた瞬間。


「う……うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」


　ウラヌスちゃんは、思いっきりジャンに抱だきついて、再ふたたび号ごう泣きゆうし始めた。


「びぇぇぇぇぇ！　ジャン様ぁうおわぁぇぇぇん!!」


　もはやウラヌスちゃんは何を言ってるのか理解不ふ能のうな程ほど泣き喚わめいていたが、そんなウラヌスちゃんを見て、エクスの面々はむしろホッとして顔を見合わせた。


　やっぱり無理してたのか……。そうだよ。オレ達相手に、無理する必要なんかないんだ！　だって……友達なんだし。


　そうか。ウラヌスちゃんが体調悪いのに無理して会議出ようとした時、ジャンがウラヌスちゃんに言いかけた文もん句くは、たぶん〝無理するな〟だったんだな……！


「けど、あんなに気にかけてるクセに、なんでジャンは最近ウラヌスさんにそっけなかったんスかね？　さっきも、できるだけ深入りしないようにしようと思ってた……みたいな事言ってましたけど」


　隣となりで、ケンジが不思議そうにドノヴァンに聞いてる。


「うん。ボクも、その辺の意味がよく分からない。マーガス、どう思う？」


　小首を傾かしげ、ドノヴァンは今度はオレに話を振ふってきた。


「いや、残念ながらオレにも皆かい目もく見けん当とうが……」


　オレは腕うで組ぐみしながらそう答えたが、


「ア、アンタら救い難がたいほど鈍にぶいわねぇ……ちょっとは察しなさいよ」


　本気で驚いた表情で、イッコがオレに言ってくる。


「仲良くすると、ホントに好きになっちゃうからですよ☆　きっと☆」


　ミニィちゃんが、珍めずらしく苦く笑しようしながらオレ達に教えてくれた。


「あ……あぁ……なるほど」


　ようやく、オレにも、なんとなく分かってきた。


「へ？　なんで好きになっちゃいけないんスか？」


　ケンジが本気で分からないように聞いてくる。


「ほら……アイツ、もともとの立場がウラヌスちゃんの保ほ護ご者しやみたいなもんだったし。だから、なんか好きになっちゃいけない……とか、いらんこだわり持ってるんじゃないの？」


「でも、ジャンとウラヌス、すっごくお似に合あいだよねー」


　ノンの言葉に、オレ達は頷うなずく。ウラヌスちゃん、めちゃくちゃいいコだし。おまけにジャンにしては珍しく、両思いの形になってるからなぁ……。なんか、すっごい、うまくいって欲ほしいカップルかも。


「つーかお前ら……そういう話すんのはいいけど、もっとコソコソ話せよ……？　俺に丸聞こえって絶ぜつ対たいおかしいだろ……？」


　号泣するウラヌスちゃんの頭をなでながら、ジャンが微び妙みように赤くなりながらこっちを睨にらんでる。ま、でも、否ひ定ていしない辺り、やっぱオレ達の推すい理りあたってるんだろうなぁ……。





　　　　※




　結局ウラヌスちゃんは、最後にもう一度、一人でお墓はかに行ってお母さん達に挨あい拶さつがしてきたいと白はく状じようしたので、オレ達は快かい諾だく。


　好きなだけ話してきていいよと送り出し、オレ達は、例の青すぎる星を見ながら雑談していた。


　ちなみにシャバオさんは別にこの景色に興きよう味みがないらしく、さっさと祭さい壇だんの中に入って爆ばく睡すいしてる。




[image: ]


「でも、思った以上に集まったわね」


　イッコが、黄金製せいのお供そなえ物のみを集めた袋ふくろをぽんぽん叩たたきながら、ホッとしたように言った。


　そう。黄金製のお供え物は、オレとケンジの受け持ち区く域いきには全然なかったけど、結局よその班はんでは、大量に見つかったらしい。


　最終的にぜんぶ集めると、余よ裕ゆうで一〇〇キロ分以上は集まっていた。


「ケンジ。後は任まかせたわよ？」


「……ええ。オレにできる限かぎりの……最高のエクスカリバーを造つくってみます」


　力強く、ケンジはイッコの問いに答えている。


「でもエクスカリバー完成したら……またみんな、バラバラになっちゃいますね……☆」


　窓の外を見ながら、何気なく呟つぶやくミニィちゃん。


「…………」


　その一言に、オレ達は……なんとなく、しんみり押おし黙だまってしまった。


　そうだよな……。こうやって、七人で一いつ緒しよの景色を見るなんて事……これからは、そうないかもしれないな……。


「マーガスはよぉ。地上に戻もどれたら……やっぱアスベルに帰るんだよな？」


　窓の外を見ながら、ジャンが淡たん々たんと確かく認にんしてくる。


「……うん。オレはやっぱり……アスベルに帰るよ」


　一いつ瞬しゆん迷まよったけど。オレは、やっぱり、そう答えた。


　オレはまだ、アスベルに一年も通ってない。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう態たいで投げ出したら、オレきっと、一生後こう悔かいする……。


「あの……」


　そんな中。意外な人物が、静かな声で全員に呼びかけた。


　呼びかけたのは、オレの横であぐらをかいて座っていた大男──ドノヴァン。


「今まで黙だまってたけど……。ボク、みんなに言わなくちゃいけない事があって。実はボクも、地上に帰った後、フランには戻らないつもりなんだ……」


「はぁ!?」


「何ィ!?」


「…………」


　いきなりのドノヴァンの告白に、オレ達のリアクションは、真っ二つに分かれた。


　本気で驚おどろいた顔をしてるのが、ジャン、イッコ、ノン。


　既すでに知っているオレ、ケンジ、そしてミニィちゃんは、曖あい昧まいな顔で、黙って座っている。


　そうか……ドノヴァン、みんなに言う決心したんだな。確たしかに、今ここで言うのは、タイミング的にそんなに悪くないかもしれない。


　ドノヴァンは続けた。


「ケンジには話したんだけど……ボクは、地上に戻ったら、すぐにソーニョへ帰るつもり。ソーニョは、まだまだ安全とはいえない状じよう況きようだし、どうしても、ボクの力がいるから……ゴメン」


　巨きよ体たいを押し倒たおし、めいっぱい頭を下げるドノヴァン。


「い、いや、事じ情じようが事情だし、別に謝あやまるこっちゃねぇけどよ……。ミニィはどうすんだ？　連れてくのか？」


　言いつつ、ジャンはミニィちゃんの方を見る。他のみんなの視し線せんも、なんとなくミニィちゃんに集まった。


「ミニィ……ゴメン。ソーニョは、とても、ミニィを連れて行ける環かん境きようじゃなくて……だから……その、ミニィを連れて行く事はできない」


　そのミニィちゃんに、ドノヴァンは、本当にすまなそうにいう。


　ていうか……ドノヴァン、ミニィちゃんにも、まだこの話してなかったのか？　オレは、その事に、少し違和感を覚えた。


「なーに言ってるんですか。ミニィ、そんなの、とっくに知ってるんだから☆　気にしないでいいですよ？　ミニィ、フランで、応おう援えんしてます☆」


　そんなドノヴァンの言葉に、ミニィちゃんは完かん璧ぺきな笑え顔がおで返している。


　その笑顔を見て……


　オレは、逆ぎやくに、ちょっと不安になった。


　もしかしてミニィちゃん……さっきのウラヌスちゃんみたいに、無理してるんじゃないだろうな……？


　だって、そんな簡かん単たんに気持ちの整理つけられるものなのか……？　いや、でも、ミニィちゃんだからなぁ……。


　ミニィちゃんはウラヌスちゃんと違ちがい、仮か面めんをかぶらせたら天下一だ。オレにはとても本心は推おし量はかれない。


　まぁ、でも、どっちにしろこればっかりはミニィちゃんとドノヴァンの問題だし……オレは、口出ししないほうがいいだろうな……。


「しっかし、って事は……いよいよエクスで働けるメンバー、限かぎられてくんなぁ」


　天てん井じようを見上げながら、何かを諦あきらめたような口調で呟つぶやくジャン。


「その事なんスけど……」


　と、そんな中、ケンジが口を開く。


「オレ……やっぱり、エクスを解かい散さんさせるべきだと思うんです」


「ケンジ……」


　気が重そうな表情。驚おどろいた表情。リアクションはそれぞれ違うけど、でも全員がケンジを見つめた。ケンジは続ける。


「みんなだって気づいてるんでしょう？　エクスは次々メンバーが抜ぬけて……もう、とっくに活動できない状況になってるんだ。このままそれを見て見ぬフリをして、ケジメをつけないままじゃ、エクスは足あし枷かせになってしまう。


　だからオレは……エクスを解散させて、ケジメをつけるべきだと思う」


　ケンジのその言葉に、みんな何か思うところがあるんだろう。


　オレだって、この話は一度聞いてるのに、聞くとなんか気が重くなってくる。


　しかしそんな風に無言で複ふく雑ざつな表情になってるオレ達を見て、ケンジは言った。


「……でも。それは、あくまでオレの意見です。今後、エクスはどうすべきなのか。解散すべきなのか？　どうにか続けるべきなのか？　どうケジメをつけるのか、オレは、みんなの意見も聞きたい」


「いいんじゃねぇの？」


　そのケンジの言葉に一番早く反はん応のうしたのはジャン。


「ちょうど、出来すぎなくらい、おあつらえむきなロケーションだし……」


　ジャンは、窓まどの外──青い星を見ながら、


「今、ここで、エクスをこれからどうするべきなのか。全員意見出し合ってみようや」


　こっちに背せ中なかをむけたまま、そう言った。


　いいかもしれない。天てん空くう郷きように来てからこっち、そんな話する余よ裕ゆう、ほとんどなかったもんな……。


　みんなも、実はこういう機会を待ってたのかもしれない。ジャンの提てい案あんには、当然のように誰だれからも反対意見はでなかった。


「ちなみに俺は、解散する方に一票」


　そして、一番勇気のいる一番手として、ジャンは率そつ先せんして自分の意見を表明。


「理由は、ケンジと同じ。このままじゃ、エクスは皆みなに負ふ担たんをかけちまうからな……」


「私は、やっぱり、続けたいー」


　まるっきり正反対の意見を表明したのはノン。


「私、ザーパンからだって、ちゃんとエクスに通えるよー？　そりゃ、毎日は、無理だけど……でも、まだ私、頑がん張ばれるよー？」


「ミニィも、やっぱり、解散したくないです」


　ミニィちゃんも、ノンに加か勢せい。


「ミニィだって、もっと頑張れば、学校もエクスも両方ちゃんとできます。そうやって、働ける人が頑張ってエクスを続けて……出ていっちゃった人がまた戻ってこれる場所、残しておきたいじゃないですか」


「絶ぜつ対たい、お前らはそういうと思ったよ……」


　困こまったように天井を仰あおぎ見ながら、ため息混じりにジャンが呟く。


「お前らは？」


　ジャンが聞いたお前らとは、まだ意見を口にしてないオレ、イッコ、ドノヴァンの、卒業組だ。


「……今実じつ際さいに働いてないアタシ達も、意見言っていいワケ？」


　珍めずらしく微び妙みように躊ちゆう躇ちよする様な顔で、イッコがジャンに聞く。


「別に多数決で決まるワケじゃねぇんだし。意見は、全員、出しときゃいいじゃん」


「でもアタシは……やっぱり、解散に一票入れるしかないわね」


　難むずかしい顔でイッコはいう。


「やっとこさあのオヤジを見つけたけど……なんか、借金一〇億あるとか言ってるし。結局、またドラゴン狩がりの日々送る事になりそうだもん。エクスに手を貸かせるかどうか分かんないし、そんな状じよう況きようで、さすがに続けるべきとは言えないわ……」


「……ボクも同じ。これからソーニョに帰るボクに、続けるべきだ、なんて言う権けん利りない……」


　申し訳わけなさそうにドノヴァンもいう。


「……マーガスは？」


　ジャンが言い……そして、全員の視し線せんがオレに集まる。


「う～ん……」


　オレは、一いつ瞬しゆん答える事を躊躇する。


　まぁ、普ふ通つうにいけば、帰ったらアスベルに戻るオレも、当然〝解散〟に一票入れるしかないんだけど。


　他に……〝解散でもない、存そん続ぞくでもない、第三の選せん択たく肢し〟……みたいなのはないのかなぁ？


　突とつ拍ぴよう子しもない考えだけど、オレは、みんなの話を聞きながら、ふと、そんな事を思いついていた。


　みんなの話を聞いてると、改めて、エクスがもう嫌いやになったから解散したいって思ってる奴やつは一人もいないって事が分かるんだよなぁ……。


　もちろん、このままエクスを続けるのは現げん実じつ的じゃないけど。やっぱりこのまま解散じゃ、全員、何か納なつ得とくしないものが残る気がする……。


　オレ達が、本当に辿たどり着くべき答えは、解散でもなく、存続でもない……まさにケンジのいうところの、「オレ達らしく前に進む方法」、新しい第三の選択肢にあるんじゃないのか……？


　どっちか選ばなくちゃいけない状況なら、どっちか選ぶと思う。けど、これに関しては、まだ他に道がある気がする。


「あのさ……。解散か、存続か。以外はダメ？」


　オレは、試ためしに聞いてみる。


「は……？　それ以外に、何があるんだよ？」


　ぽかん、とした表ひよう情じようでジャン。


「うーん……」


　そう返されると、具体案ナシなだけに、オレにはどうしようもない。


　やっぱダメだな……！　せめてもうちょい、自分の中でまとめてからじゃないと。


「待たせたのう」


　と、そんな風なやりとりをしてる間に、墓ぼ地ちスペースからウラヌスちゃんが帰ってきた。


「ま……ちょうどいいし。今日は、この辺にしとこうぜ」


　立ち上がりながら、会議を締しめくくるようにジャン。


「問題が問題だし……。次の話し合いまで、各自、ゆっくり考えようぜ。地上に戻もどるまでに、まだ時間はあるしな」


　ジャンの言葉に頷うなずき、みんなも立ち上がる。


　うーむ、結局オレは、意見を保ほ留りゆうしてしまったか……。


　次までに、もうちょい、いろいろ考えとかないとな……。










　パート４・天才鍛か冶じ屋や少年の挑ちよう戦せん







　オルハリコンを造つくる分の黄金は、なんとか集められたし……オレ達は、衛えい星せい神しん殿でんから引き上げる事にした。


　後は、ケンジがエクスカリバーを完成させてくれれば、とりあえず天てん空くう郷きようで抱かかえてた案あん件けんは、ほとんどが一件落着だ。


　衛星神殿から見える景色と別れるのは名残なごり惜おしいけど……ま、みんなで一いつ緒しよに眺ながめて、十分心に焼き付けたしな……。


　というワケでオレ達を乗せ、例の祭さい壇だんが、時速一〇〇キロで天空郷へ降こう下かを始める。


　ウラヌスちゃんは、もちろん元気一いつ杯ぱい！……というワケにはいかなかったけど、さっきまでの無理がアリアリと見える感じじゃない、落ち着いた表情を浮うかべていた。みんなともちゃんと話してるし、時折、微かすかに、弱々しくだけど、笑え顔がおも浮かべてる。


　オレ達も、星の海への不安があったりした行きと違ちがい、無事黄金が手に入った事も手伝ってか、リラックスした雰ふん囲い気きで祭壇の中の時間を過すごせていた。





　しかしそんな和なごやかな祭壇内で──まさかの波は乱らんが起こってしまう。


　衛星神殿を出発してから四〇分が経けい過か。


　残り二〇分程てい度どで天空郷へ到とう着ちやくできるというタイミングで、その波乱は巻まき起こってしまった。


　しかもその波乱を起こした原げん因いんは、外でもない──オレだった。








「そういえば、ケンジ、あれできた？」


　降下を続ける祭壇内。最初に、思い出したように言ったのは、イッコだった。


「へ？　あれって？　ケンジになんか頼たのんでたの？」


　特にこれといった話もしてなかったので、オレもその話に加わる。


「グラビティよ、グラビティ。ケンジが、あの黒くろ騎き士しにぶっ壊こわされたビックバン・ソード、直してくれてんのよ」


「えぇっ!?」


　オレは驚きよう愕がく。


「な、直してくれてるってよぉ……。お前、タダでさえ一番忙いそがしいケンジに、んな事頼むなよ……」


　話を聞いてたらしいジャン達も話に加わってくる。


「バ、バカ、違ちがうわよ」


「オレが頼んだんスよ」


　ため息つきつつとりなすケンジ。


「オレ、行き詰づまった時、気分転てん換かんに他の剣けん打ったりするんで。グラビティは、粉こな々ごなになっても核かくさえあれば割わりと簡かん単たんに再さい生せいできるから、ちょうどよかったんです。それに一いち応おう鍛冶屋の端はしくれとして、粉々になっても核を持っててくれた姉さんの気持ちには、応こたえたかったし……」


「あ、じゃあさ。イッコのグラビティ終わったら、次の気分転換、オレのスナイパー・ポーチ直してくれない？　ぺジナの塔とうで壊れたまま、壊れっぱなしでさ──」


　話の流れに乗り、オレも、ケンジにマイ・ウェポンの修しゆう理りを依い頼らいしてみる。


　が。


「アッ……！」


　オレが言葉を発した瞬しゆん間かん。


　何な故ぜか──祭壇内の空気が凍こおりついた。


　へ……？


「な、何……？　やっぱ、ケンジに、押おし付けすぎ？　いや、別に負ふ担たんになるなら、また今度で全然いいんだけど……」


　オレは必死に弁べん解かいしたが、オレの失言は、どうやらケンジとは関係なかったらしい。


「……イッコだと？」


　唐とう突とつに、オレの背はい後ごから聞こえてくる低い声。


　振ふり返るとそこにいたのは──さっきまで爆ばく睡すいしてたハズの男、カウボーイ帽ぼうにチョビヒゲのオッサン、シャバオさん。


　これが、波乱の、幕まく開あけだった。





「シャ……シャバオさん!?」


「イッコのグラビティ終わったら……。アルニレックス、お前、今、確たしかにそう言ったよな？」


「ウッ……！」


　事じ態たいを把は握あくし、凍りつくオレ。


　しまった……！　無事黄金も回かい収しゆうできて、気が緩ゆるんでたのかもしれない。


　シャバオさんがいるのにもかかわらず、ぽろっと、イッコの名前を出してしまった……！　ていうか、さっきまであんなに寝ねてたくせに、なんでこんなタイミングに限かぎって起きてるんだよ!?


「ち、違うんです。イッコのグラビティって、要は、一個このグラビティって事で、」


　我われながら無理のある言い訳わけだったけど、オレはなんとか必死に取り繕つくろおうとする。


　こんな事じ故こみたいな形で、オレの口からイッコの事をバラすワケにはいかない……！


　が。


「……もういいわ。ありがと、マーガス」


　オレの焦あせりとは裏うら腹はらに、渦か中ちゆうの人物イッコ本人が、オレの肩かたに手を乗せ、オレの言い訳を落ち着いた声で遮さえぎってきた。


「イ、イッコ……？」


「いいの。バレた以上、コソコソすんのは趣しゆ味みじゃないし。だいたいここで逃にげたら……ウラヌスに笑われるわ。ウチなんか、ウラヌスに比くらべりゃ、大した事ないじゃない」


　そう言ってウラヌスちゃんに一瞬視し線せんを投げたイッコは、オレの前に進み出て、いきなりシャバオさんと至し近きん距きよ離りで対たい峙じした。


「アタシの名前はイッコ。母親の名前はダリア。要するにアタシは……アンタの娘むすめ!!」


　単刀直入、果たし合いを申し込こむような勢いきおいで、イッコはふんぞりかえって身分を明かす。


　お、おおっ……!?　言った！　妙みような自じ己こ紹しよう介かいだけど……それでも、とうとう、シャバオさんに、自分が娘だって明かした！


　これに対して、シャバオさんは、一体どんな反はん応のうをするんだ……!?


　オレ達は息を呑のんで、事態の推すい移いを見守る。


「お前が……イッコだと？」


　そしてそのシャバオさんは、感動しているのか、イッコを見み据すえたまま、小こ刻きざみに震ふるえ始めた。


「ほ、本当に、イッコなのか……!?」


　目を大きく見開き、震えながらもう一度尋たずねるシャバオさん。


「そ、そうよ……分かるでしょ？」


　イッコも、さすがにちょっと照れた表情、拗すねたような口調で返している。


「イッコ……イッコ……」


　そしてイッコの名前を何度も呼よぶシャバオさん。


　これは、感動の父娘おやこ抱ほう擁ようシーンへ直行か──!?


　周りで見守っていたオレ達野や次じ馬うま軍ぐん団だんも、顔をほころばせた──


　その瞬間だった。


「くふっ。ふはは……ぶわーっはっはっは！」


　いきなり。シャバオさんが思いっきりのけぞって、最高に可お笑かしそうに笑い転げ始めた。


「は……はぁ？」


　まったく予想外のリアクションに、ギョッとするオレ達。


「な、何笑ってんのよ……？」


　イッコも戸と惑まどった表情で聞いたが、


「ぶははは！　こ、これが笑わずにいられるか！　お、お前らなぁ。ウソをつくなら、もうちょっとマシなウソをついたらどうだ？」


　床ゆかの上で笑い転げながら、腹はらを抱かかえて苦しそうに答えるシャバオさん。


「ハ、ハァ!?　ウソ!?　何言ってんのコイツ!?」


　心底理り解かいできない、といった表情でイッコ。


　そんなイッコに、シャバオさんは、優やさしく、丁てい寧ねいにレクチャーするような声で言った。


「あ、あのなぁ。知らんようだから教えておいてやるが。ダリアは、雪の様に静かでしとやかな女なんだよ。ダリアが育てて、お前の様な狂きよう犬けん女おんなが育つハズがないだろうが？」


　朗ほがらかな顔で断だん言げんするシャバオさん。


　ぶちんっ。その瞬間──何かがブチ切れたような音が、祭さい壇だん内に響ひびき渡わたった。


「パパ、どうやら、まだちょっと寝ねぼけてるみたいね？」


「あ……」


　止めようとしたが──既すでに手て遅おくれだった。


「ぐわわぁぁぁ!?」


　祭壇内に響き渡る、シャバオさんのおぞましい悲鳴。


　笑い転げていたシャバオさんの腕うでに、イッコが、流れるような動きで関かん節せつ技わざをキメていた。


「誰だれが狂犬よ、誰が。どう？　痛いたみでちょっとは脳のう内ないがクリアになったかしら？　もう一度いうからよく聞きな。アタシは正しよう真しん正しよう銘めい……アンタの娘むすめ！　イッコちゃんなのよ！」


　メキメキメキ……シャバオさんの骨ほねが軋きしむ恐おそろしい音が聞こえ始め、オレ達はそっと顔をそむけた。


「ぐあぁぁ!?　バ、バカなぁ！　だっておかしいだろう!?　あのお人形さんの様だったイッコが、なぜこんな荒あら々あらしく!?」


「こんのダメオヤジが！　アンタが家出て何年経たってると思ってんのよ!?　十七年よ、十七年！　いつまでもお人形じゃいられないのよ！」


「ぐはぁぁぁぁぁぁ!?」


　響き渡るシャバオさんの壮そう絶ぜつなる悲鳴。


「どんな再さい会かいの仕方なんだよ……。感動の父娘対面はどうなったんだ？」


「さぁ……」


「地上人も地上人で、大変の様じゃのう……」


　同情するように、ウラヌスちゃんが言っている。


　こうして、過か激げきな父娘対面は続き、右腕が妙みような方向に曲がりかけた頃ころになって、ようやくシャバオさんはイッコを自分の娘と認にん識しきしたのであった。





「なんという事だ……。まさかお前が、イッコだったとは……！」


　なんとか関節技から解かい放ほうしてもらえたシャバオさんは、手をぷらぷらさせながら、食い入るようにイッコの顔に見入った。


「確たしかに、冷静に見れば、あのプラムローズママに恐おそろしいほど似にている……！　残念ながら、気き性しようの荒さも似てしまったようだが……」


「アタシ自身は、あの婆ばあちゃんには、欠けつ陥かん店てん舗ぽ造つくられた恨うらみがあるんだけどねぇ……」


　忌いま々いましげにイッコが呟つぶやく。そういえば、あの人が造ったニュー・エクス、扉とびら開かないって言ってたっけ……？


「しかし、何な故ぜだ!?　私が父だと気づいた時、何故すぐ名乗り出てくれなかった!?」


　理解できないように、眉まゆを吊つり上げてシャバオさん。


「アンタと係かかわり合いになりたくなかったからよ」


　イッコは即そく答とう。


「一七年もアタシ達の事放っておいた男と、今さら親子なんかやりたくなかったし……！」


　吐はき捨すてるように、イッコはいう。


「そ……そうか」


　それを聞いてシャバオさんは、さすがに傷きずついた事を隠かくしきれない声で、短くこぼした。


「……でも」


　と、イッコ。


「今は、アンタにもいろいろ事じ情じようがあったの知っちゃったし……。許ゆるしはしないけど……無む視しもしない。アンタは……アタシの親おや父じ」


「イッコ……！」


　イッコの言葉に、心打たれたように呟くシャバオさん。


　良かった……これで、イッコとシャバオさん、この親子問題も無事解決だな……。


　感動的な光景を目の前に、誰もがそう確信した。


　しかし──次の瞬しゆん間かん、シャバオさんが放った言葉で、オレ達は思い知る事になる。


　この親子が、オレ達の予想以上に、ややこしい親子だという事を──


「安心したぞ……イッコ。お前がそれだけしっかりしてれば、どうやら私は、まだまだ家に戻もどらなくても大だい丈じよう夫ぶそうだな？」


「はぁっ……!?」


　その言葉に、イッコだけじゃなく、全員が絶ぜつ句くした。


「な……何言ってんのよ!?」


　血相を変えてシャバオに詰つめ寄よるイッコ。


「何って。だから、お前のおかげで、私も安心して借金返へん済さいの旅が続けられると……」


「違ちがう！　ちょっと待って、話聞きなさいよ!?　アタシはまだ、アンタに、話してない事があるの！」


「話？」


　怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せるシャバオさんに、イッコは必死に事じ情じようを説明した。


　イッコのお母さんが、何年も前からもってあと一年、といわれるほど体調が悪い事。


　それを伝えるために、イッコがずっとシャバオさんをフランへ呼よび戻そうとしていた事。


「ダ、ダリアが……！」


　事情を聞きさすがにかなり衝しよう撃げきを受けたらしく、シャバオさんは目を大きく見開き、軽くよろめく。


「口に出してはいわないけど、ママは、アンタに、ずっと会いたがってた……！　だから、お願い。アタシと一いつ緒しよに、フランへ帰って！　ママに顔を見せてあげて!?」


　イッコにとって、お母さんは世界一大事な人だ。普ふ段だんなら絶ぜつ対たい使わない、懇こん願がんするような口調でイッコはシャバオさんに頼たのみ込んでいる。


「…………」


　そのイッコの必死の申し出に、シャバオさんは、苦く渋じゆうに満ちた表情で一瞬黙だまり込む。


　そして、数秒の後──


「悪いが……それはできん」


　まさかの答えを返すのだった。


「え……えぇ!?」


　全員が耳を疑うたがった。


「な……何言ってんのよ!?　話、聞いてた!?　ママが病気なの！　もってあと一年って言われてんのよ!?」


　困こん惑わくしながらシャバオさんに詰め寄るイッコ。


「もしかして、借金取りにアタシ達の関係バレるの気にしてる!?　だったら、そんなの気にしないでいいわ！　アタシ、ドラゴンキラーになったの！　一〇億くらい、稼かせげない額がくじゃないし、アタシもアンタの借金返済に……」


「そうではない。もちろんそれもあるが……私がフランへ帰れん一番の理由は、それではない」


　難むずかしい表情で、でもキッパリと答えるシャバオさん。


「そうではないって……じゃあ、なんなのよ!?　なんでフランに戻れないのよ!?」


「約束したからだ」


　キッパリ言いきるシャバオさん。


「サンク・マリカを買う資し金きんを持って、フランへ戻ると。それまでは、決して帰らないと。私は、ダリアに、約束したのだ。しかし現げん状じよう私は、二〇億貯ためるどころか、一〇億の借金を背せ負おってる始末。こんな格かつ好こう悪い状じよう態たいで戻って、私は惚ほれた女を幻げん滅めつさせるワケにはいかん……！」


「バ……バカじゃないの!?　そんな理由で!?」


　ほとんど泣きそうな声でイッコ。


「格好悪くてもいいじゃない！　いいトコばっかじゃなく、格好悪いとこも見せ合うのが家族じゃないの!?　だいたいママが、そんな約束破やぶったからって、アンタに幻滅するワケないでしょ!?　どんだけアンタの事好きだと思ってんのよ!?　なんでもいいから、傍そばにいて欲ほしいって思ってるに決まってる！」


「…………しかし、なんと言われようと……私の考えは、変わらん。私は……ダリアにだけは、無様な姿すがたを見せるワケにはいかんのだ……！」


　沈ちん痛つうな表情でそう断だん言げんするシャバオさん。


　そんなシャバオさんを見て──イッコはふっと表情を消して、何な故ぜかふらふら壁かべの方へ歩いていった。


　シャバオさんの、惚れた女ダリアさんに、格好悪い姿見せたくないって意い地じ……分からなくもない。分からなくもないけど……今は、そんな意地張はらずに、フランに帰ってあげるべきなんじゃないのか!?


　あんまり他人の家の事情に首を突っ込みたくないけど、いくらなんでもこの結末はイッコが可哀かわい想そうすぎた。イッコは、今までの人生のほとんどを賭かけて、シャバオさんを捜さがしてきたんだぞ……！


　たぶん、他のエクスのメンバーも同じ様な気持ちだろうけど、とりあえずオレは一番に文もん句くをいおうと、シャバオさんに歩み寄った──


　その瞬しゆん間かんだった。


　何か金具を取り外すような音が聞こえたかと思うと──ガチャンッ！


　いきなり、扉とびらが開く音が、祭壇内に響ひびき渡わたった。


「はあ……？」


　ワケが分からず、音のした方を見ると……


　開けっ放しになった祭壇の扉の前に、イッコがぽつんと立っている。


　ゴォォォォォッ！　そして次の瞬間、思い出したように高度数万メートルの荒あれ狂くるう風が、祭壇内に吹ふき込こんできた。


「イ──イッコ!?」


　な、なんでいきなり扉開けてるんだ!?　祭壇、降下中で、まだ天てん空くう郷きように到とう着ちやくしてないだろう!?


　誰も、状じよう況きようを理り解かいできなかった。ただ、嫌いやな予感だけがした。


「な……何をやっておる、イッコ!?」


　慌あわてふためいた声で叫さけぶウラヌスちゃん。


「だいじょうぶよ。天てん空くう郷きようまでは、あと一五分くらいでしょ？　もうそんな高い場所でもないだろうし、ちゃんと空気もあるわ」


　やけにさっぱりした……怖こわさすら感じさせる笑え顔がおを浮うかべ、イッコがいう。


「ウラヌス。とりあえず、祭壇、止めろ。風でバランス崩くずして落ちでもすりゃ、一いつ巻かんの終わりだぞ……！」


「う、うむ」


　青ざめた顔のジャンにいわれ、ウラヌスちゃんは慌てて例のテーブルに埋うめ込まれたボタンを操そう作さ。


　ギュィィィィィ──ン……。祭壇はすぐに完全停てい止し。空中に固定された状じよう態たいになる。


「シャバオ。取り引きよ」


　そして扉の外に広がる青空を見ながら、イッコは唐とう突とつに言った。


「と……取り引きだと？」


「そ。アタシはこれから……こっから飛び降おりる」


　その冷めた目つきは──完全に本気の目だった。


「イッコ！」


　その一言に、オレ達はイッコの下へ殺さつ到とうしそうになったが、


「来ないで！」


　扉の前に立ち、今にも飛び出そうとするイッコに叫ばれ、瞬時に足を止める。


「これはシャバオとアタシの取り引きよ。アンタ達は口出ししないで。さあクソオヤジ。条じよう件けんは分かったわね？　アタシはこれから、ここから飛び降りる。それを救えるのは──アンタだけ」


「正気とは思えんな……！　飛び降りて欲ほしくなければ、私に考えを変えろとでも脅おどすつもりか……!?」


　尋じん常じようじゃない汗あせを浮かべながら、シャバオさんは呻うめく。


「そ。娘むすめが大事なら、そんな条件軽く呑のめるでしょ？」


「オ、オイ、アホな事やめろ！　それのどこが取り引きなんだよ!?　んな事しねぇでも、シャバオふんじばって無理やり連れて帰りゃいいじゃねぇか！」


　口出しするなというイッコの言葉を無む視しし、ジャンが怒ど鳴なる。イッコは肩かたをすくめた。


「アタシもそう思ってたんだけどさ……。さっきの話なんか聞いてると、それじゃ、根本的な解かい決けつにならないのよね……。やっぱり、ある程てい度ど納なつ得とくした上で戻もどってもらわないと、同じ事の繰くり返しになる」


「こ、ここで私が考えを変えたといえば、根本的な解決になるとでも思ってるのか？　私はウソをつくかもしれないぞ？」


　ごくり、とノドを鳴らしながらシャバオさん。


「まぁね。でも、娘が命を賭けてる状じよう況きようで言った約束だもん、自分でもそう簡かん単たんには取り消せないんじゃない？」


「…………！」


　イッコの説明に、理り屈くつが通ってるとは思えなかったが、イッコは命をチップにした人間だけが出せる異い様ような迫はく力りよくでシャバオさんを圧あつ倒とう、取り引きを成立させていた。


「さあ！　どうすんの!?」


　イッコは壁かべに手もつかず、完かん璧ぺきに手ぶらで、こっちを見たままじりじりと後ろへ下がっていく。既すでに踵かかとは、少し、空中にはみ出しているくらいだった。


「ぐっ……！」


　シャバオさんも、こういう時こそ得意のホラでもなんでもついてとりあえず状況を落ち着かせればいいのに、何を意地を張はっているのか、中々取り引きに応おうじない！


「イッコちゃーん」


　さすがに心配そうにノンが声をかけるが、


「ノン……ゴメンね」


　言いながらさらにイッコは後ろへ下がっていく。もう、外へ落ちないのが不思議なくらい、イッコの靴くつは外へはみ出していた。もはや、誰だれも呼こ吸きゆうすらしていなかった。


　かつてない緊きん張ちように、膝ひざが凍こごえるように震ふるえている。


「わ、分かった！」


　耐たえ切れないように、ようやく、シャバオさんが叫さけんだ。


「ダリアの下もとへ戻る！　お前と一いつ緒しよに戻る！」


「ホントに？」


　答えながら、イッコが何な故ぜか、オレを見て軽く笑う。……！


「ウソではない！　約束する！　だから……何でもするから、こっちへ戻って来い！」


「約束よ」


　とんっ──


　そう言い残すと、イッコは唐突に後ろ──空中に跳とんだ。


　冗じよう談だんのように空中に投げ出されるイッコの身体からだ。


「ウソ……」


　そしてイッコが重力に引き寄よせられ、ゆっくり落下を始めると同時に──オレは走り始めた！


　誰かが後ろで悲鳴をあげていたような気がしたが、その瞬しゆん間かんにはオレも扉とびらから空中に飛び出していた。


　何もかもが瞬またたく間だった。気が狂くるったのかと思えるくらい頭の中は冷静だった。


　オレは飛び出して一秒もしないうちに空中でイッコに追いついた！　そして左手で身体を抱だき寄せ！　右手でポーチからロープを取り出し！　反動をつけて先せん端たんの鉤かぎを開けっ放しになっている祭壇の扉の方へ飛ばす！　ドラマチック・ロープ！


　あそこには引ひっ掛かけるものは何もないが……オレには、オレの意図を読よんでくれる幼おさな馴な染じみがいる！


　果たして、オレの目もく論ろ見みは成功した！


「マーガス！」


　扉から身を乗り出してくれていたジャンが、オレのロープを完璧にキャッチし、そして他のメンバーに支ささえられながら、ロープを完全に固定する事に成功。


　オレはイッコを抱きかかえたまま、遥はるか天空で、蓑みの虫むしのように宙ちゆう吊づり状じよう態たいになる。


　ジャン達がそのまま、ゆっくりロープを引き上げてくれ始めたので、とりあえずこれで、なんとか祭壇には帰れるだろう。


「…………」


「…………」


　引き上げられてる間。オレとイッコは、完全に無言。


「あ、あのさ……マーガス？」


　そんな無言に耐たえられなかったのか……腕うでの中のイッコが恐おそる恐る聞いてきた。


「もしかしてアンタ……怒おこってる？」


「別に。オレ、命粗そ末まつにするような女に興きよう味みないし。どうでもいい」


　オレは即そく答とう。


「うぅっ……ウ、ウソつきなさいよ！　怒ってるじゃん!?　確かく実じつに！」


「怒るに決まってるだろ!?　アホかぁ!?」


　今度は、激げき怒どしながら即答した！


「ていうか……なんなんだよ!?　なに考えてんだよ!?　意味わかんないよ、もう勝手にしてくれよ！」


　段だん々だん我われに返って──あの恐きよう怖ふをのりきった、胸むねが破は裂れつしそうな安あん堵どがこみあげてきた。オレはもう、ワケも分からず泣いた。


　怖こわかった！　自分が死ぬのも怖かったし！　イッコが死ぬのはもっと怖かった！


「そ、そんな怒んないでよ……。ほら、飛び降おりる直前、一いち応おうアイコンタクトしたじゃん？」


「あれのどこがアイコンタクトだよ!?　アホか!?　たまたまわかったからよかったけど……もしオレが気づかなかったらどうするつもりだったんだよ!?」


　そう。オレは、イッコが落下の直前、こっちを見て笑ったのを見て、なんとなく、この事態を予よ測そくできていた。だから、かろうじて、予想外の事態に固まらずに行動できたんだ。


「アンタなら気づいてくれるって信じてたんだって」


「言っとくけど、今日はそんなセリフじゃごまかされないぞ。マジメな話だもん。これからも同じ事するっていうなら、オレはイッコとはもう二度と口きかない。どんだけレンジャー修しゆ行ぎよう積んだって、自分から命投げ出そうとされたら、意味ないじゃないか！　ホントもう、勘かん弁べんしてくれよ……」


「わ、分かったわよ。ゴメン……反はん省せいしてる。もう、絶ぜつ対たい、こんな事しない！」


「絶対だからな！」


「絶対。約束する。だから……そんな怒んないでよ!?　アンタとか普ふ段だん怒らない分、怒られると、こっちもけっこうショックなのよ!?　アンタに怒られたのとか、たぶん人生初だし……」


「さすがのオレも怒るわ！　今回は！　たぶん、上でもめちゃくちゃ説教されるだろうから、覚かく悟ごしといたほうがいいよ」


「はぁ……。ま、自じ業ごう自じ得とくだし……仕方ないか」


　反省気味に呟つぶやくイッコ。


　そんなイッコをみて、オレもようやく溜りゆう飲いんが下がってきた。


　ま、なんにせよ、無事で良かったよ……。


「ていうか……なんでいきなり飛び降りたのさ？　シャバオさん、一いつ緒しよにフランに帰るって言ってくれてたのに」


　オレは、ワケが分からず聞く。


「なーに言ってんの。あの男のチャランポランさはいい加か減げん分かってるでしょ？　たぶん、あの瞬間は本気で一緒に帰るつもりだったんだろうけど、一ひと晩ばんもすればケロッとあんな約束忘わすれるわよ。忘れさせないためには、心に深く、トラウマを刻きざみ込こんどかなきゃ」


　ニッと笑うイッコ。


「だ、だから飛び降りたってワケ？」


「そ。いざとなったら、ホントにこういう事ができる娘むすめだって思い込ませておきたかったの。これでアイツも、今さらフランに帰らないなんて言えないハズよ。約束破やぶったら、娘がどういう行動に出るのか、思い知ったでしょうから」


「ホンット、ややこしい親子だな……！」


　呆あきれた様にオレはそう呟いてみたけど……果たして、今イッコが言った事は全部本当なんだろうか……？　全部計算した上で跳んだ、みたいに言ってるけど、オレにはもう何もかもどうでもよくなって、半分自じ暴ぼう自じ棄きになってる様にも見えたけどなぁ……？


　ま、でも、これでさすがにシャバオさんもフランに帰るだろうし。力ずくでだけど、結果的に自分の主張をおし通してしまうあたりが、さすがイッコだけど……。


「あれ？　でも、ていう事はさ」


　と。そこまで言ってから、オレは、とある事に思い当たった。


「？　何？」


「いや、そういえばさ。オレの告白への返事って、どうなるの？」


「はぁ!?　な、何言い出すのよ、いきなり!?」


　微び妙みように焦あせった声でイッコ。


「い、いや、だって。オレ、イッコに告白した時、お母さんとお父さんを引き合わせるまで保ほ留りゆう──っていわれたんだけど。このままシャバオさんをフランへ連れ帰れれば、一いち応おう、保留状態は終わるワケだろ？」


「うーん……」


　聞くと、イッコは、難むずかしい顔を浮うかべた。そして言う。


「それについては、アンタが、アスベルから帰ってきた後って事で」


「はぁっ!?　な、なんだよそれ！　ズルいぞ、そんなの！」


　勢いきおい良く言うと、ロープが、ちょっとだけ揺ゆれた。


「な、何がズルいのよ!?　言ったら、浮かれてアンタ修行に集中できないでしょ!?　答え聞きたかったら、さっさとアスベル卒業しなさいよ！」


「へ？　浮かれるって？　どういう……」


　と、追及しようとすると。


「おい、何イチャイチャしてんだよ!?」


　頭上からジャンの怒ど鳴なり声が降り注いできた。


「シャバオヤジ、イッコが飛び降おりた後、ずっと泡あわ吹ふいたまま気き絶ぜつしてんぞ!?　どうすんだよ、めんどくせー！」


「あらら……やりすぎちゃったかしら。さっさと上戻もどりましょ」


「え、あ、うん……はい……」


　言われた通り、仕方なく上に戻り始めるオレ達。


　くっ……結局オレの告白への返事は、はぐらかされてしまった。


　もしかしてオレ、このまま、延えん々えん返事はぐらかされるんじゃないだろうなぁ……!?








　その後、目が覚めたシャバオさんは、しばらく「騙だまされた！」と喚わめいていたが。


　何な故ぜかそれ以い降こう、フランへ戻らないとは二度と言わなくなった。


　イッコの命懸がけ親子コミュニケーションは、一応、成功に終わったらしい……。


　というワケで、窓まどから圧あつ倒とう的な景色を眺ながめたり、首くび飾かざりに込められていた想おもいをウラヌスちゃんが受け取ったり、エクスのこれからの事を話したり、イッコとシャバオさんのややこしい親子喧げん嘩かがあったりと……予想以上に、いろいろな事があった衛えい星せい神しん殿でん探たん索さくだったけど。


　オレ達は、念願の黄金を十分入手し……無事、天てん空くう郷きようアトラへ帰き還かん！


　持ち帰った黄金をウラヌスちゃんがさっそくオルハリコンに変へん換かんし、それを元に、ケンジはエクスカリバー製せい作さくを最終段だん階かいに突とつ入にゆうさせる！


　そして衛星神殿から戻ってきてからちょうど一週間、天空郷に来てから数えて丸一ヶ月が経たとうとする頃ころ。


　とうとうエクスカリバーの製作は、残り数時間で完成──という段階へ到とう達たつするのだった。





　　　　※




「お、お前……メシ、食ってないのかよ」


　そんなケンジがいる、天空城じようの、工こう房ぼう内。


　ケンジに食事を運んできたオレは、ケンジの傍そばに置かれていた物を見てギョッとした。


　三日ほど前、聖せい剣けん製作がいよいよ仕上げの段階に入った辺りから、ケンジはいよいよ工房に閉とじこもったまま作業に没ぼつ頭とう。


　工房から出てこない様になったので、オレ達は交代で工房に食事を運ぶ事にしてたんだけど……。


　ケンジの傍には、今朝ジャンが持ってきたハズのパンと飲み物と、昼にイッコが持ってきたハズの天空郷シチューと飲み物が、まったく手付かずの状じよう態たいで置きっぱなしになっていた。


「すいません。今食べると、集中力がボヤけそうなんで。食べたければマーガス食べていいっスよ」




[image: ]


　エクスカリバーをいろんな角度で見回しながら、オレの方を見ず、背せ中なかを向けたままケンジはそう答える。


「そう言われてもなぁ……」


　ただでさえ工房は暑いから、シチューなんか、もう傷いたんで食べられるハズもないだろうし。


　とりあえずオレは、持ってきたスープと、昼間のシチューをアレンジしたカレーをケンジの傍に置き、仕方なく置きっぱなしの二食は持ち帰る事に決めた。


　にしても、丸一日食事を抜ぬいてまで集中力保たもつか？　普ふ通つう……。


　まだ一三歳さいだけど、コイツの剣にストイックに向き合うその姿し勢せいには、いつも脱だつ帽ぼうするしかない。


「調子……どうだ？　イッコは、今こん晩ばん中には完成しそうだ、とか言ってたけど……」


「ええ。普通にいけば今晩中。遅おそくても明日の朝には完成しますよ」


　カンカンッ、と金かな槌づちで、真っ赤になっているエクスカリバーの刀身を調整するように叩たたきながらケンジ。


　剣に意思は──魂たましいは込められそうか？


　一番聞きたいのはそこだったけど、下手したら、ケンジの心を乱みだすかもしれない。


「そうか……。ここまできたら、オレら、何もできないけど……せめて、起きて、会議室で待ってるからな」


　それだけ言い残し、オレは持ち帰る食事のトレイを持って、邪じや魔まにならないうちに工房を後にする事にした。


「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」


　そんな工房を出ようとする直前のオレの背中に──唐とう突とつに、ケンジがそう声をかけた。


　ワケが分からず振ふり向くと、やはりケンジはこっちに背中を向けたまま、


「オレ……少しだけ、気づく事ができましたから。この剣には──込める事ができそうです」


　小さな声で、でも間ま違ちがいなくハッキリとそう呟つぶやく。


「お前……！」


　オレは、二つの意味で驚おどろいた。


　ケンジが、オレの顔も見ず、オレが一番何を心配してたのか見み透すかしていた事にも驚いたし……


　それ以上に、迷まよいなく放たれた後の言葉に、オレは驚いていた。


「込める事ができそうですって……それって、剣に魂を込める意味、分かったって事か？」


「まぁ、こんなの分かったうちに入んないんでしょうけどね……ウチの親おや父じに言わせれば」


「ってオイ！　なーにを冷静にコメントしてんだ、お前は!?」


　出口に向かっていたオレは急反転、トレイを持ったまま、慌あわててケンジの下に駆かけ寄よった。


「い、一大事じゃないか！」


　ビクッ！　いきなり近づかれたケンジは肩かたを震ふるわせ、


「あ、危あぶね！　ちょ、今危ないから、いきなり近づかないで下さいよ!?　何が一大事なんスか!?」


「だってお前、何年魂問題で悩なやんでたんだよ!?　やっとその問題が解かい決けつしたんだぞ!?　一大事じゃないか！」


「ま、まぁ、そうですけど……」


「ていうか……結局剣に魂を込めるって、具体的になんだったの？」


　気になって、オレは聞く。


「えぇ……!?　そ、そういうの、報ほう告こくしなきゃダメっスか？　口に出して……!?」


　心底困こまった様に答えるケンジ。


「あ、あたりまえだろ！　お前、オレ達だって、けっこう気にかけてたんだぞ!?」


　何年お前の事見てきてると思ってるんだよ。


「わ、分かりましたよ。でも……笑わないで下さいよ？　後、他のメンバーには、マーガスから伝えて下さい」


「わかったわかった」


　とか言いつつ、他のメンバーにも直ちよく接せつ報告させてやろ。


「で？　結局なんだったんだよ。剣に魂を込めるって」


「うー……。つまり、ですね」


　こっ恥ぱずかしいのかなんなのか、ケンジは露ろ骨こつに渋しぶ々しぶ、という感じで、


「前にも言ったかも知れませんけど……。剣に魂を込めるっていう事は、自分の打った剣で、使う人をどういう気持ちにしたいのか。それを具体的に思い描えがいて剣を打つ事──に近いと、オレは考えてたんです」


「そういや……そんな理り論ろん、前にも聞いたっけ？」


　エクスが初めてオープンする前夜、ドゥアナの塔とうへ行く直前でバッタリとケンジに会った時、ケンジはそういう様な事を言ってたような……？


「でも、そこまで分かってながら、オレには、オレの打った剣を使う人をどういう気持ちにさせたいのか、分からなかった。理り屈くつは分かるんですけど、本当に、何も思いつけなかったんです。でも……衛えい星せい神しん殿でんで、首くび飾かざりから、オレ達ウラヌスさんのお母さんの伝言みたいの聞いたじゃないスか」


　ケンジが言った言葉で、あの時の──あまりに切ない伝言を思い出し、心がちょっと痛いたくなる。


「あれ聞いた時は、もちろん、ショックで何も考えられなかったですけど……。でも、後から考えると、あれって要するに、ウラヌスさんに〝私はお前を愛してる〟って伝えたかったんですよね？」


「うん……そうだな。そうだと思う」


　オレも頷うなずく。


「オレ、工こう房ぼうに戻もどってきてから、それに気づいて……。ふと、思ったんです。あれは、首飾りで武ぶ器きじゃなかったけど。別に剣にだって……〝私はお前を愛してる〟って意思を込めてもいいと思いません？」


「そ、そりゃ……いいんじゃない？」


　オレは、さほどそれが大事な事には思えず曖あい昧まいに返したが、


「そうです。いいんですよ……!!」


　ケンジにとって、その発見は、凄すさまじく大きなものだったらしい。少し感動するような声でケンジは続けた。


「今までのオレは、武器っていうからには、使う人に勇気とか、自信とか……そういう、強さに直結するものを与あたえなくちゃいけないと思い込んでた。だからずっと、しっくりくる答えが見つけられなかった。でも……違ちがうんですよね。剣に込めるのは、もっと違う……私はお前を愛してる、とかでもいいんですよ。……それに気づいた時、オレようやく、自分が武器を通して与えたい気持ちが分かったっていうか」


「……なんだったの？　お前が、武器を通して与えたかった気持ちって」


　流れ上、当然の質しつ問もんを繰くり出すオレ。


　するとケンジは、思い出したようにちょっと照れた表ひよう情じようになって、


「……愉ゆ快かい」


　短く、ぞんざいな口調でそう言い捨すてた。


「……は？」


「だ、だから……。愉快ですよ。オレは──オレが造つくった武器を使う人間を、〝愉快〟な気持ちにしたかったんです……」


「は、はぁ？　ゆ、愉快？　何言ってるんだ、お前」


　その答えを聞いた瞬しゆん間かん、オレは妙みような胸むな騒さわぎがした。


　愉快って……ホントにその答えであってるのか？　そのキーワードは、余あまりにケンジからかけ離はなれすぎていた。ケンジが辿たどり着くべき答えは、もっと他にあるんじゃ……


「……だから言うの嫌いやだったんスよ」


　と、オレの態たい度どがカンに障さわったらしい。ケンジが顔をそむけ、いじけたように言った。


「あ、い、いや、ゴメン……。だ、だってさ、あんまりにもお前から連想しにくい言葉だったからさ。な、なんで……愉快って言葉に辿り着いたの？」


　恐おそる恐る聞くオレ。


　その質問に、ケンジは一瞬考え、


「……それに気づいたきっかけをあえて言うなら。ヒントをくれたのは、やっぱり親おや父じです」


「お、親父さん？」


　ケンジの親父さんって確たしか、鍛か冶じ屋ややってる人だったよな……？


「フランを出る直前。親父が──オレの武器をまったく認みとめない親父が、オレの作った武器を、一本だけ認めて、オレに届とどくようにしてくれたんス。その武器こそ……オレが作ったマイ・ウェポンの、源げん磁じムラマサなんスけど……」


「源磁ムラマサって……なんか、呼んだら飛んでくるとかいう、（お前の趣しゆ味みに走りすぎてると噂うわさの）例のアレ？」


　聞くと、ケンジは頷き、


「そうです。オレも、なんで親父が、あの刀を認めてくれたのか……全然、分かんなかったです。でも、親父が認めたという事は、あの刀には多少なりとも魂たましいが込もってるって事で。絶ぜつ対たいにお世せ辞じなんか言いませんからね、あの男は……。


　で、実じつ際さい、そのムラマサをフォースの牢ろうで自分で使ってみて……オレ、自分で驚おどろいたんです。マイ・ウェポンって……自分で使うと、すげぇ愉快じゃないスか！」


　ちょっと声を弾はずませるようにいうケンジ。


　そのケンジの言葉を聞いた瞬間……。そう、その言葉を聞いた瞬間だった。


　オレは、とんでもない事実に気づいて──泣きそうになった。


　スナイパー・ポーチ。


　ビッグバン・ソード。


　ロンギヌスのモップ。


　エンジェル・ボウ。


　ミニィちゃんのゴロー。


　アモスの剣けん。


　そして……妖よう刀とう源磁ムラマサ！


　一つの例外もない！


　愉快とケンジがかけ離れてる!?　バカだ、オレは！


　これを使っている時のオレ達の顔や気持ちを思い出してみろ！


　愉快……そうだよ！　一見縁遠いけど、オレ達だけは、この言葉とケンジを結び付けられる！


　コイツは！　いつだって、オレ達を愉快な気持ちにさせてくれる武器を作ってくれてたじゃないか！


　オレが慄おののいていると、ケンジはさっぱりした顔で、


「それが答えです。全然オレらしくないし、誰だれも……オレ自身も気づいてなかったですけど。オレが……オレが造つくった武ぶ器きを使う人間に与あたえたいのは。勇気でも、自信でも、安心でも、強くなった気分でも、なんでもなくって……。ただ強いだけじゃない。そこに、笑え顔がおとか、笑い声とか、楽しい雰ふん囲い気きとか……そういうのがくっついてくる、〝愉快〟な武器。


　オレは──オレが造った武器を使う人間を、〝愉快〟な気持ちにしたい……！」


「お前……！」


　なんか……長年の苦く悩のうを知ってるだけに、答えを聞いた瞬しゆん間かん、ホントに泣けてきた。


　凄すごい……凄いよ、お前。そんな答え、絶ぜつ対たいお前にしか出せないし！　そんな剣を打てるのも、お前だけだ……！　なんか、ホントに、よかったなぁ……。


　そういう意味じゃ、オレ達のマイ・ウェポンを造る時に限かぎっては、ケンジはもう、とっくに魂を込められてたんだな……！


「だからそういう意味じゃ、エクスカリバーに意思を込めるのは、そんなに難むずかしくないんです。アンタ達を、地上に帰して、笑顔にしてやりたい……結局愉快にしようとすればいいだけなんスから。まぁ……任まかしといて下さいよ」


　それだけ言うと、ケンジは、再ふたたび無言になってエクスカリバーの製せい作さくに取り掛かかった。


　そのケンジの背せ中なかを見て、オレも確かく信しんする。


　エクスカリバーは、間ま違ちがいなく、完かん璧ぺきに完成する。


　そしてこの男は……これからもっと、絶対、凄くなる！


　オレも……負けてられないぞ。


　オレは燃もえ上がったケンジの炎ほのおに再ふたたび引火されつつ、工こう房ぼうを後にするのだった。





　　　　※




　その後、オレ、イッコ、ジャン、ノン、ドノヴァン、ミニィちゃん、そしてウラヌスちゃんの七人は……会議室で、全員起きてケンジの剣の完成を待った！


　オレ、一人っ子だし分かんないけど。赤ん坊ぼうが生まれるのを待ってる時の家族とかって、なんとなくこんな雰囲気なんじゃないのかな……？


　刻こつ々こくと夜は深ふけていき、オレ達の間で交かわされる会話もほとんどなくなった頃ころ──


　ガチャッ。


　会議室の扉とびらが開く音。


「ケンジ!?」


　とうとう聖せい剣けんが完成したのか!?　慌あわただしく席から立ち上がるオレ達。


「も……申し訳わけございません。私でございます」


　が、入ってきて驚おどろきの表ひよう情じようを浮うかべているのは──ずんぐりむっくりな体たい型けい、右目に眼がん帯たいをはめた老人、ニコさんだった。


　ニ、ニコさんかよ……。さすがに落らく胆たんするオレ達。


「ニ、ニコ？　どうしたのじゃ？　こんな夜よ更ふけに」


　ビックリした様にウラヌスちゃん。


「いえ、あの、イマジンが完成したのでお持ちしたのですが……ご迷めい惑わくでしたか？」


「イマジン!?」


　一気にパワーを取り戻もどすオレ達！


　そ、そうか。新しく造ってもらってたんだっけ!?


「あ、ありがとニコさん！　完成したのね!?」


「え、ええ。……ただ」


　何な故ぜか困こまった様な顔で、一瞬口ごもるニコさん。


「……いえ。先に、お渡わたししてからにしましょうか」


　結局、ニコさんはまずイッコに、一つの小ビンを渡した。


「おお～……!?」


　その渡されたビンの中を見て、オレ達は息を呑のむ。


　ビンの中は、妖あやしげな、銀色の錠じよう剤ざいで満たされていた。


「これがイマジンね……！　具体的には、どう使えば？」


　軽くビンを振ふりながら、イッコが聞いてる。


「使い方は簡かん単たんです。その錠剤を、一粒つぶ対象に飲ませるだけですので。水に溶とかしていただいても結けつ構こう。


　ただ……先さき程ほども言いかけたのですが」


　再び表ひよう情じようを曇くもらせるニコさん。


「何？　何か注意事じ項こう？」


「ええ。みなさまは、この薬を飲んだ人間が何故ウソをつけなくなるのか……ご存ぞん知じですか？」


　言われて、オレ達は顔を見合わせた。


　そういえば……どういう仕組みでウソをつけなくするかは、今のところ知らない。


　そんなオレ達の顔を見て。ニコさんはやはり、といった表情で頷うなずいた。


「お使いになる前に、覚かく悟ごしておいていただかなければならない事があります。イマジンは、口を割わらない凶きよう悪あくな罪ざい人にんに、ウソをつかせぬ為ために造られた秘ひ薬やく。故ゆえに、その効こう果かもまた凶悪です。


　端たん的てきにいうとこの薬は……飲んだ相手の人じん格かくを消し、それでウソをつかせないようにしてしまうのです」


「じ、人格を消す……？」


「はい。この錠剤を飲んだ人間は、数時間すると記き憶おくはそのままに元の人格を失い、代わりに、薬が作り出す、擬ぎ似じ的な人格に支し配はいされます。


　その人格は、尋じん問もんに正直に答えさせる為だけに造られる人格ですので、真実を口にさせる分には申し分ないのですが……ただ、一度疑似人格を発生させると、もう元の人格は甦よみがえらせる事はできません。つまり、薬を飲ませると、サラディン・オズという人格は、実じつ質しつ、この世から完全に消える事になります」


「え、えぇぇ……？」


　ニコさんの忠ちゆう告こくに、オレ達は思わず顔を見合わせた。


　い、いくらなんでも、そりゃやりすぎじゃないか？


「な、なんか、後から飲ませる解げ毒どく剤ざいみたいのないんですか？　もしくは、他に、もうちょいマイルドな感じにウソをつけなくする薬とか……？」


　オレは一いち応おう聞いてみたが、ニコさんは力なく首を横に振ふる。


　ウソをつかせなくするにはこの薬しかない。けど、使えば、使った相手の人格は完全に元に戻らない。そういう状況らしい。


　うぅわ……こりゃ、確たしかに使う前に、覚悟必要だわ……。


「……わかりました。使うかどうか、オレら、ちょっと、相談してみます」


「ええ。きっとそれがいいでしょう。それではみなさま……そしてウラヌス様。私はこれで」


　バタムッ。そう言い残し、ニコさんは、会議室から立ち去って行った。


「さーて……またややこしい感じになってきやがったぞ……」


「……どうする？　イマジン、使うか、使わないか……」


　あんな話を聞くと、いくら相手があのサラディン・オズだからって、大喜びで飲ませる気にはなれないよな……！


　とはいえ、イマジンでも飲ませない限かぎり、あの性しよう悪わるサラディン・オズは、オレ達の指名手配の解かい除じよなんか絶ぜつ対たいにしない。地上に戻るや否いなや、また逃とう亡ぼう生活が始まるのは目に見えてる。


　うーむ……！


「やっぱり……飲ませるしかないわ」


　長い沈ちん黙もくを破やぶったのは、イッコ。


「もともとその予定できたんだし。今さら怖おじ気けづいてらんないわ……！　アタシはなんとしても指名手配を解除して……フランに帰る」


　そう言うと。イッコは、扉とびらの方へ向かう。


「イ、イッコ？」


「妙みような情じようにほだされる前に、アタシ、今すぐこの薬飲ませて、決着つけてくる。エクスカリバー完成するまでにケリつけときたいの」


「……わかった。だったら、オレも行く」


　と、オレが立ち上がると……


　ガタタッ。ガタタッ。


　自分も、自分もと、エクスのメンバーは結局全員立ち上がっていた。


「では、妾わらわはここで留る守す番ばんしておこう。ケンジが来るかもしれんしな」


　というワケでオレ達は、エクスカリバーが完成する前に、サラディン・オズとの因いん縁ねんに〝ケリ〟をつけるべく、急きゆう遽きよ、サラディンの監かん禁きんされてる〝お仕置き部屋〟へ向かった。





　が。


　勢いに任せ、問答無用でイマジンを飲ませる決意で向かったお仕置き部屋では……


　まるで、オレ達の決意を試ためす様な……そんな光景が待ち構かまえていた。


「え……えぇぇ……??」


　お仕置き部屋、鍵かぎを開けた扉の前で、どうすればいいのか分からず立ち尽つくす、エクスの六人。


　お仕置き部屋は、サラディンさんの為ために無理やりいれた小さなベッドで部屋の三分の二以上が埋うまってて、他には鉄てつ格ごう子し付きの窓まどくらいしかない、かなり狭せまい部屋だったんだけど……。


　その狭い部屋の、冷たそうな石製せいの床ゆかの上。


　窓から差し込こむ微かすかな月明かりに照らされながら、サラディン・オズは、神しん妙みように目を閉とじ──妙に聖なるムードで座ざ禅ぜんを組んでいた。


　しかもサラディンさんは、しばらくみないうちに、頰ほおなんか随ずい分ぶんこけ、かなり体重が落ちた様子。


（な、なんか、思いっきり〝悔くい改めてる罪つみ人びと〟みたいな雰ふん囲い気きで……とても、無理やりイマジン飲ませられる雰囲気じゃないんですけど……!?）


　狭すぎて中には入れないので。オレ達扉の外で声を殺して相談。


（な、何言ってんのよ！　あんなの演えん技ぎよ、演技!!）


（え、演技って……実じつ際さい瘦やせてるんだけど？）


「やあ……君達か。どうしたんだ？」


　ぱちり。そんな動どう揺ようしたオレ達の気配に気づいたのか、目を見開き、部屋の中から静かな声でサラディンさん。


「ちょ……ちょっと用事があってきたのよ」


　イッコが、慌あわてて後ろ手に隠かくしたイマジンのビンを強く握にぎり締しめながら、言う。


「そうか……なんにせよありがたい。話し相手は久ひさしぶりだからな」


　柔やわらかい笑え顔がおをオレ達に向けてくるサラディンさん。


　こ、この人、こんなフレンドリーな人だっけ……？


　ますます、イマジン飲ませにくいんですけどぉ……！


「エクスカリバーの製せい作さくは順調か？」


　フレンドリーな笑顔のまま聞いてくるサラディンさん。


「ア、アンタには関係ないでしょ……。言っとくけど、エクスカリバーが完成したからって、アンタを一いつ緒しよに連れて帰るとは一言も言ってないわよ」


　精せい一いつ杯ぱいハッタリをかますイッコ。ちなみに実際には、指名手配を解といてもらうため、むしろ一緒に来てもらわなくちゃいけない。


　が。


「そうか……当然だよな。僕ぼくなんて、地上に連れ帰ってもらえるハズがないよな……」


　サラディンさんは、切なそうな笑顔を浮うかべたかと思うと、それを押おし隠かくすようにふっと顔を窓の方へ向けた。うっわ～……なんか可哀かわい想そう。


（イッコ……言いすぎなんじゃないの？）


（な、なんでアタシが悪者なのよ!?　同情したら、負けよ、負け！）


　なんてオレ達は言い争いを開始したが、


「この一ヶ月……。この部屋で一人静かに自分の人生を振ふり返ってるうちに、僕は、自分の罪深さを痛つう感かんしたよ」


　そんなもの気にせず、窓の方を見たまま、サラディンさんは一人しみじみ語り始める。


「自分のやってきた事が、どれだけ他人に迷めい惑わくをかけてきたのか……僕は、この部屋でそれに気づいてしまった。特に君達。君達に対して、僕はなんて酷ひどい事をしたんだろう……」


「はぁぁ……!?」


　殊しゆ勝しようなサラディンさんの態たい度どに、困こん惑わくしまくりながら顔を見合わせるオレ達。


　もしかしてサラディンさん、心を入れ替かえてくれた……？


「深く反はん省せいしているよ。……と僕なんかが言ったところで、誰だれも信用してくれないだろうが……」


「あ、当たり前だろうが」


　と、動揺を押し殺すような声で即そく答とうしたのはジャン。


「お前は、人の聖せい剣けん無理やり奪うばって、自分の都合の悪い奴やつは全員指し名めい手て配はい犯はんにしちまうような奴だぞ!?　そんな奴が、ちゃんと反省なんかするワケねぇ！」


「あ、あれは仕方なかったんだ！」


　ジャンに言われ振り返り、必死に説明してくるサラディンさん。


「外からは分からないだろうが、オズは、恐おそろしく厳きびしい会社……。結果が出なければ、社長の血ち筋すじの人間すら、あっと言う間に会社から追放される。僕はここのところ失敗続きで後がなかった……どうしても手て柄がらが欲ほしくて……」


「だ、だからって、自分の保ほ身しんの為ために、人の事犯はん罪ざい者しやに仕立てていいのかよ!?」


　強い口調で、ジャン。


「……その通りだ。許ゆるされる事ではない。……本当にすまなかった」


　そう言うとサラディンさんは、床ゆかに頭がつきそうなくらい、オレ達に向かって頭を下げてきた。


　うおお……マジで、これはどう見ても反省してるとしか思えない！


　こうなったら、路線変へん更こう！　イマジン使用は、やっぱりナシだ！


「あ、あの、サラディンさん！　オレ達と、一いつ緒しよに地上に帰って……オレ達の指名手配解いてくれませんか!?」


（ちょ、ちょっとマーガス!?）


　オレが路線変更を決めサラディンさんを説得しようとすると、隣となりでイッコが、思いっきりオレの後ろ髪がみを引っ張ぱりながら妨ぼう害がいしてきた。


（痛いたたたた!?　だ、だって！　指名手配さえ解いてくれれば、別にイマジン飲ませなくても済すむじゃないか！）


　イマジンなんか飲ませないで解かい決けつするにこした事はない……！


（だ、だからって！　イマジン飲ませず地上連れて行って、いきなり裏うら切ぎられでもしたらどうすんのよ!?）


（だ、大だい丈じよう夫ぶだって！　あの人の目を見ろよ、目を！　完全に悔くい改めた目だよ!?）


（どーこーがーよぉぉ！　腹はらに一物抱かかえた人間にしか出せない、濁にごりに濁った目じゃない!?　しっかりしてよぉ!?）


「……もし僕にもう一度チャンスをくれるというなら。君達に言われた事は、罪つみ滅ほろぼしに、なんでもやると約束しよう。当然、指名手配なんてふざけたものは真っ先に解かい除じよする！」


　オレの質しつ問もんに、興こう奮ふん気味に答えるサラディンさん。


（ほら……やっぱり凄すごい反省してるんだよ）


（絶ぜつ対たい演えん技ぎだって!!　超ちようしらじらしいじゃん！　今すぐイマジン飲ませなきゃ、絶対、絶対、絶対痛い目みる！）


　と、イッコは喚わめき続けていたが、「指名手配を解除する」と宣せん言げんした人間に、人じん格かくを消し去るイマジンを強引に飲ませようとする人間は、さすがに他に一人もおらず……


　相談の結果、〝サラディン・オズが約束を破やぶり、オレ達の指名手配を解かなかった場合にのみ〟イマジンを飲ませる……という、間をとった結けつ論ろんに辿たどり着いた。


（もう、このお人ひと好よしどもが!?　これでまた後手に回って、後こう悔かいする事になっても知らないからね!?）


　イッコは怒おこってさっさと会議室へ戻もどっていってしまう。うーん、たぶん大丈夫だと思うけどなぁ……。


「えーと……それじゃ、サラディンさん。今こん晩ばんか明日には、エクスカリバー完成しますんで、一緒に地上戻もどりましょう。で、戻ったらすぐ騎き士し警けいまで一緒に行って、オレ達の指名手配、解除して下さい。いいですか？」


「そうか……了りよう解かいした。すぐ解除させてもらう」


　そんな反省した声で、サラディンさんは、深々と頭を下げながら、オレたちにそう約束するのであった。










　パート５・ある男女の問題







「あ。戻もどってきた」


　サラディンの部屋から会議室に戻ると、椅い子すに、さっきまでいなかった茶髪の男──ケンジの姿すがたがあった。


「ケンジ！　って事は……」


「ええ。完成しましたよ」


　持ってきたエクスカリバーを掲かかげて見せるケンジに、


「おおっ！」


　オレ達は駆かけ寄よろうとした──んだけど、その前に。


「あ、あのさ、イッコ。さっきの事なんだけど、」


　扉とびらの横に、怒おこって先に戻ったイッコがいたので、オレはこっそり、先にそっちの様子を伺うかがっておく事にした。


　喋しやべりかけると、イッコは重いため息をついた。


「……もういいわ。多数決で、五対一だったわけだし。アタシも、今すぐイマジン飲ませるのは諦あきらめる」


「イッコ……」


　よ、よかった。とりあえずは理り解かいしてくれたらしい。オレはホッと胸むねをなでおろした。


「……でも。アタシは、絶ぜつ対たい、アイツの事は信用しない。アンタも地上に戻った後、せめて警けい戒かいくらいはしといてよね？」


「う、うん。分かった」


「んじゃ……この話はとりあえずおしまい。今は、まず、ケンジねぎらってやりましょ」


　とイッコがニッと笑って言ったので、オレもようやく、盛もり上がってるケンジ達の下に駆け寄った。


「ほらー。マーガス、これが、エクスカリバーだってー」


　駆け寄ると、ノンがエクスカリバーを渡わたしてくれる。


　自分で握にぎり締しめたエクスカリバーを見て、


「お、おおぉぉぉ……!?」


　オレは、思わず感かん嘆たんのため息をついた。


　完成した新生エクスカリバーは──一目で伝説武ぶ器きと分かるような、神こう々ごうしいオーラに満ち満ちていた。


　世の中のありとあらゆる邪じや悪あくなものを完全に寄せ付けないような、怖こわいくらいに透すき通った白はく桃とう色いろの刀身。


　形や大きさは、前の奴やつとほとんど同じなんだけど、柄つかの部分には、旧きゆうエクスカリバーに施ほどこされていた派は手でなのとは違ちがう、ケンジらしい、落ち着いた配置で、宝ほう石せきが細こま々ごま散りばめられている。


「あれ？　でも、この剣けん、この前まで真っ白じゃなかったっけ……？　いつの間にこんな桃もも色いろ入れたんだ？」


「いえ、それ、完成したら勝手に剣が光ってそんな色に……」


「意思の込こめられた証あかしじゃ」


　と、ケンジの言葉を遮さえぎって答えたのはウラヌスちゃん。


「オルハリコンは、意思のない状じよう態たいでは白。意思がこもった状態では白桃色になる。ケンジ……お主は、完かん璧ぺきにエクスカリバーを作り上げたのだ」


「やったじゃねぇか！」


「ぐっ!?」


　ジャンに背せ中なかをぶっ叩たたかれたのを皮切りに、ケンジはその後全員に手て荒あらい祝しゆく福ふくを受ける。


　ま、今のケンジなら、絶対やれると思ってたよ、オレは……。


「でも、ホントお疲つかれ。……ありがとな、ケンジ」


　最後にオレも、ケンジの背中を軽く叩き、ケンジに礼を言うのだった。


「さーて、エクスカリバーも完成したし！　これでようやく……ようやく、地上に戻れるわね！」


　オレの持つエクスカリバーを眺ながめながら、イッコが感かん慨がい深げに呟つぶやく。


　確たしかに、思い返せば……ホント、随ずい分ぶん長い間天てん空くう郷きようにいたよなぁ……オレ達。


　アトラ・カウンターで、オレ一人だけマヌケに飛び上がった事とか、もう、遥はるか昔の記き憶おくに思えてくるよ……。結局、丸々一ヶ月もいたんだもんな、天空郷アトラに……。


「夜が明けたら、さっそく出発しましょ。地上に戻ってからも、まだ少しやらなくちゃいけない事あるしね」


　イッコの言葉に、全員頷うなずく。


　そうだ。この騒そう動どうは、指名手配を解といて、全員がそれぞれの場所──オレの場合だと無事アスベルに戻った時、初めて、幕まくが閉とじるんだ……！　ホッとするのはまだ早い。


「でも地上に戻るって……エクスカリバーを、どう使って地上に戻るんスか？」


　気になったのか、ケンジがウラヌスちゃんに聞いている。


　そういえば、その辺、まだちゃんと聞いてなかったな。


　というワケで、オレ達はウラヌスちゃんに視し線せんを集中させたんだけど……


「……ウラヌスちゃん？」


　ウラヌスちゃんは……ケンジの質しつ問もんに答えず、俯うつむいたまま何な故ぜか黙だまっていた。


「とうとう……帰ってしまうのだな」


　そして数秒の後、ぽつん、とウラヌスちゃんの口から漏もれた言葉に……オレ達は、今さらながらとある事に気づいて、顔を見合わせた。


（そ、そうか……！）


　なんかもう、ずっと一いつ緒しよだったから、完全に普ふ通つうの仲間だと思い込んでたけど……。


　ウラヌスちゃんは、天空郷人。そして、今や、天空郷アトラの女王。


　オレ達が、地上に戻もどる瞬しゆん間かんっていうのは。同時に、ウラヌスちゃんと、お別れをする瞬間でもあるんだ……！


「ウ、ウラヌス！　アンタ、一緒に地上来られないの!?　アンタのお母さんだって、嫌いやなら、別に王様なんてやらなくていいって言ってたじゃない！」


　思わずだろう、イッコがウラヌスちゃんを困こまらせるような事を言っている。


　イッコ、ウラヌスちゃんの事、実は妹みたいに可愛かわいがってるからな……。


　しかしウラヌスちゃんは苦く笑しようしながら首を横に振ふり、


「妾わらわは、嫌々王をやるワケではないぞ？　妾も取り戻したいんじゃ……かつてのアトラを。ふっふ、変に気を回させてしまったようじゃな。心配無用。妾は、ちゃんと、この日が来るのを知っておった。覚かく悟ごはできておる」


　そう言うとウラヌスちゃんは、くるっとオレ達に背を向け、いきなり会議室を後にしようとした。


「ウ、ウラヌスちゃん？　どこいくの？」


「…………。今こん晩ばんは、ニコとライカの家に泊とめてもらう。前から約束してたのじゃ。ライカの部屋に泊りにいくと。エクスカリバーの使い方は、明日、出発前に教えよう。簡かん単たんじゃから、すぐ覚えられるハズじゃ」


　振り返らないままそう答え、そそくさと会議室から出て行くウラヌスちゃん。


　会議室に残されたオレ達は、なんともいえない沈ちん黙もくに包まれた。


「……アタシ達ももう寝ねましょ。……明日に備えなきゃ」


　そして結局オレ達も、ちょっと沈しずんだイッコの声を合図に、各自部屋に戻る。


　地上に戻れるという興こう奮ふんは、もうすっかり冷めてしまっていた。





　　　　※




「うーむ」


　その夜。


　恐おそらく、天空郷で迎むかえる、最後になるであろう夜。


　オレは、なんとなく眠ねむれなかったので、仕方なく部屋を出て、どこか気分転てん換かんができそうな場所を探さがす事にした。


　夜の、恐ろしいくらい静かな廊ろう下かを歩きながら、会議室での事を思い出す。


「ウラヌスちゃん……あからさまに無理してたよなぁ……」


　衛えい星せい神しん殿でんで、ジャンがウラヌスちゃんに「無理するな！」って説教してたけど……。


　さすがにジャンも今回は、無理するな、とはいえなかったようだ。


　なんせ、無理する事なく、素す直なおに、


「地上に帰らないでくれ！」


　なんてウラヌスちゃんにいわれても……オレ達は、いつかは、絶ぜつ対たい地上に帰らなくちゃいけない。ウラヌスちゃんの気持ちには、結局、応こたえてあげられないんだ。


　明日は、行くほうも、残る方も、辛つらい思いする事になりそうだな……。


「……ん？」


　と。物思いにふけりながら、オレは天てん空くう城じよう二階の廊下を歩いていたんだけど……


「……なんだ？」


　ふと、人の気配みたいなものを感じ、立ち止まった。


　一いち応おう、前後を確かく認にんするが、廊下には誰だれもいない。


　そして次に、なんとなく左右の確認を始めて──


「ウッ!?」


　オレは、目に飛び込んできた光景に、思わず固まった。


　長い廊下の途と中ちゆうにある、少しだけ屋外にせり出した、バルコニーみたいな場所。


　気づかず横を通り過すぎようとしたそこに、見み慣なれた背せ中なかを発見してしまったのだ……！


（……ミニィちゃん……!?）


　そう。バルコニーにあった背中は、金きん髪ぱつの小こ柄がらな少女──ミニィちゃんのもの。


　が、ミニィちゃんは、バルコニーの外の方に向いているので、すぐ後ろ、廊下にいるオレにまったく気づいていない。


（な……何やってんだ？　こんな時間に、一人ぼっちで……？）


　バルコニーで一人星を見上げているその姿すがたは、ミニィちゃんだけに凄すさまじく絵にはなっていたけど……その物悲しすぎる背中に、オレはわけもなく胸むな騒さわぎを覚えた。


　ど、どうしよう。声、かけるべきか……？


　でも、女子って、こういう時一人にしてあげた方がいいのかなぁ……？


　迷まよったけど……


　結局オレは、


　バルコニーに出て声をかける事に決めた。


「あの……ミニィちゃん？」


　ビクッ。バルコニーに出て、決めたとおり、声をかけた瞬しゆん間かん。


　ミニィちゃんは、驚おどろいたように体を震ふるわせ、こっちに振ふり返った。


「ビ、ビックリしたぁ……。マーガスさんかぁ」


　オレを見上げたミニィちゃんの表ひよう情じようは、珍めずらしく肝きもを冷やしたようなもの。


　よっぽど景色に見入ってたのか、まったくオレの気配に気づいてなかったらしい。


　ちなみにこのバルコニー、アトラの最さい北ほく端たんにある天空城の中でも、北側に位置するらしく、ここから見み渡わたせる範はん囲いに陸地はもうなかった。バルコニーの向こうには、深海の様に、夜の暗い雲がどこまでも広がっている。


「どうしたんですか☆　こんな時間に」


　さすが、もう落ち着きを取り戻もどしたらしい。ミニィちゃんはいつも通りの完かん璧ぺきな笑え顔がおで、オレに聞いてきた。


「い、いや、それこっちのセリフなんだけど……？　ミニィちゃんこそ、こんな時間に何やってんの？　見つけたとき、オレ、固まったよ……」


「えへ。なんか眠れなくて☆　明日地し上たに戻れるから、興こう奮ふんしてるのかもしれませんね☆」


　ニッコリ笑って答えてくるミニィちゃん。


　興奮……？


　さっき背中から感じた雰ふん囲い気きは、全然、興奮してるって感じじゃなかったぞ……!?


　うーむ……!?　ふと、衛星神殿で頭をよぎった想おもいが蘇よみがえる。


　そうだ……そういえば、無理してるかもしれない疑ぎ惑わくがあるのは、ウラヌスちゃんだけじゃなかった。


　ミニィちゃんにも、その可か能のう性せいがあったんだ。


　ドノヴァンは、地上に戻ったらすぐにソーニョへ発たつって言ってたし……。明日、エクスカリバーで地上に戻ったら、フランへ帰るミニィちゃんとドノヴァンは、いよいよ離はなれ離ばなれになる。


　ミニィちゃんのあの切ない背中は、それと関係してるんじゃないのか……？


「あ……あのさ。ミニィちゃん。ドノヴァンと、ちゃんと話した？」


　首くび突つっ込むまいと決めてたけど。これだけは聞かずにはいられなかった。


「話なら、衛星神殿でしたじゃないですか☆」


「い、いや、そうじゃなくて……ちゃんと、二人だけで。お互たがい、思ってる事を言う、みたいなさ……」


「……もういいんです。どうせドノヴァンさん、ミニィを連れて行ってくれないし……」


　スネたような口調で言うミニィちゃん。


「いや、だから、そういう事を二人でさ」


　と、一瞬意見しようとしたオレだったけど……


「って……え？」


　オレはふと気づいて──慌あわててミニィちゃんの顔を凝ぎよう視しした。


「…………！」


　ミニィちゃんも、自分が漏もらした言葉がどういう意味を持つのか、気づいたらしい。


　動どう揺ように、瞳ひとみが揺ゆれてる。


「ミ、ミニィちゃん……。ドノヴァンが一人でソーニョに帰る事には……もう納得してたんじゃなかったの？」


　今の言い方だと、ミニィちゃんは、ホントはドノヴァンと一緒にソーニョへ行きたがってる事になってしまう。オレは、驚きよう愕がくした。


「ウソだったの……!?」


　湖のほとりで、「ミニィちゃんはソーニョへ連れて行けない」とドノヴァンが言ってたのを立ち聞きしたって時から、今の今まで。


　いつもの完璧な笑えみで「そんなの当たり前だ、自分も行くつもりはない」と答えていたのは……ぜんぶウソだったのか!?


「…………！」


　オレの質しつ問もんに、ミニィちゃんは、俯うつむいたまま押おし黙だまって答えない。


　そのリアクションを見て──


　オレは確かく信しんした。


　ミニィちゃんは、本当は……ドノヴァンと一いつ緒しよに、ソーニョへ行きたかったんだ……！


「な……なんで今まで言わなかったのさ!?」


　オレはたまらず、声を荒あらげてミニィちゃんに詰つめ寄よった。


「だ、だって……」


　ミニィちゃんも、もう言い逃のがれできない事を悟さとったのだろう。俯いたまま、消え入りそうな声で、白はく状じようするように、


「わがまま言ったら、ドノヴァンさん困こまっちゃうだろうし……。それにミニィ……もうドノヴァンさんに、嫌きらわれちゃったんです」


「……はぁぁ？」


　まったくトンチンカンな事を言われ、オレは呆あきれたように口を開いた。


「……な、何言ってんの？　逆ぎやくならともかく（失礼だけど）。ドノヴァンがミニィちゃんの事、嫌いになるわけないじゃん……」


「で、でも！」


　しかし、ミニィちゃんは、必死に反はん論ろんしてきた。


「ドノヴァンさん……前と、ミニィに対する態たい度ど、全然違ちがうんです！　ミニィの事……ずっと、避さけてます！」


「そ、そうだっけ……？」


「そうですよ！　だって、竜りゆう車しやでフラン出てからもう一月以上経たつのに、ミニィ、ドノヴァンさんと二人っきりになった事一度もないですよ？　衛えい星せい神しん殿でんで黄金探さがすときだって、ミニィ、ドノヴァンさんと組もうと思ったのに、ドノヴァンさん、慌ててノンセンパイと組んじゃうし……。


　だいたい、ソーニョへミニィを連れてかない話だって。衛星神殿で、みんながいる場所でちょっとしただけで、後にも先にも、ミニィには直ちよく接せつ何の説明もないんですよ！」


　段だん々だんヒートアップしてきたのか、声を荒げながらミニィちゃんは言う。


　た、確たしかに……なんでミニィちゃんにそれまで説明してなかったのか、オレも、あの時ちょっと気になったけど……。


　うーん。もしかしてドノヴァンの奴やつ、本当にミニィちゃんの事避けてるのか？　普ふ通つうに考えて、ソーニョへ帰る話をミニィちゃんに一対一でまだ言ってないっていうのは、ちょっとおかしい。


「……よし。ミニィちゃん。オレ、ドノヴァン呼よんでくる。ミニィちゃんは部屋戻もどってて」


　オレは、決意してミニィちゃんに告げる。


「え、えっ!?　い、今からですかぁ？　な、何でですか？」


「だ、だって。明日には、もう地上帰るんだよ？　今、話さないでいつ話すのさ？　オレが呼べば、たとえホントにドノヴァンがミニィちゃんの事避けてたって来るだろし……。ホントはソーニョに一緒に行きたい件けんとか、ミニィちゃんを避けてた疑ぎ惑わくとか、ぜんぶ本人にぶつけちゃいなよ」


「で、でもぉ」


　いつもとまったく違う、不安だらけ、消え入りそうな声でミニィちゃん。いざ二人きりになるとなると、緊きん張ちようしてしまう……というような面おも持もちだ。


　前は絶ぜつ対たいそんな事なかったのに……案外、二人の間には、本当に大きな溝みぞが出来てるのかもしれない……。


「大だい丈じよう夫ぶよ。もしアンタを泣かす様な事したら……アタシ達が、ぶっ飛ばしてやるから！」


　と、その時。


　いきなり背はい後ごで威い勢せいのいい声が響ひびいて、オレとミニィちゃんは慌てて振ふり返った。


「イ、イッコセンパイ！　ノンセンパイ！」


　そう、そこにいたのは黒くろ髪かみの女じよ性せい──そして、赤毛のみつあみ主しゆ婦ふ。


　エクスの最年長コンビ、イッコとノンだった。


「ミニィ、出てったきり帰って来ないから、捜さがしたよー？」


「で、聞こえちゃったから、話ぜんぶ聞いちゃった。ゴメンね？」


　と、イッコとノン。


「そ、それはいいんですけど……イッコセンパイとノンセンパイも、ドノヴァンさんとお話ししたほうがいいと思いますか……？」


　不安げに聞くミニィちゃん。


「あったりまえじゃん！　ていうかアンタ、実はソーニョ行きたいとか、まずアタシらに相談してよね!?　アンタの本音って、読みにくいんだから、気づけないじゃない」


「ミニィ、だいじょうぶだよー。ドノヴァンが、ミニィの事嫌きらいなわけないー。ちゃんと話せば、いろいろ、分かってくれると思うよー？」


　女子先せん輩ぱい二人に言われ、ミニィちゃんは、ちょっと瞳ひとみを潤うるませた。


「……分かりました。ミニィ、ドノヴァンさんと、お話しします。みんなも、聞いて下さい。マーガスさん、ターゲットを呼んできて貰もらっていいですか？」


「ラ、ラジャー」


　オレは敬礼し、ドノヴァンの部屋へと全速力で向かう。


　天てん空くう郷きよう最後の夜は、意外な最終決戦で幕まくを閉とじる事になりそうだ。





　ミニィちゃんの部屋は、バルコニーから、そんなに遠く離はなれていない、三階の端はしにある。


「ミニィ……」


「ドノヴァンさん……」


　オレに連れられ部屋に入ったドノヴァン、そしてミニィちゃんが、さほど広くもない部屋の中で見つめあう。


「ドノヴァン、ゴメン。ミニィちゃんが……二人で話したいんだってさ」


　オレはドノヴァンに、ミニィちゃんの部屋でみんな飲んでるから来ないか？　とウソをつき、ここまで連れ出していた。


　でもドノヴァンは、ミニィちゃんの部屋、という単語を聞いた時点で、たぶん気づいてたんだと思う。


「……分かった……」


　覚かく悟ごを決めたような声で、部屋の真ん中にある丸まる椅い子すに窮きゆう屈くつそうに腰こし掛かけた。


「んじゃ、アタシ達は、部屋に戻もどって寝ねるから。ごゆっくり」


　部屋の中にいた、イッコ、ノン、そしてオレも、ミニィちゃんの部屋から退たい場じよう──


　すると見せかけて、少しだけ扉とびらを開けておき、部屋の前で室内の会話を聞く態たい勢せいに入る。


　いや、これはあくまで、〝聞いてて欲ほしい〟というミニィちゃんの希望を聞き入れたからこうなっただけなので、決して野や次じ馬うま根こん性じよう丸出しな連中だと誤ご解かいしないように。まぁ……そういう部分も、あるには、あるけど。


（にしても……なんでアンタらまで来てるワケ？）


　扉の前。ジト目で振り返りながらイッコが見てるのは、つるっぱげのハゲと小こ柄がらな少年。ジャンとケンジ。
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（アホか……。近くの部屋でこんだけガサゴソしてりゃ、誰だれだって見にくるっつーの）


（それに、やっぱりに気になりますしね……。オレ、最初にドノヴァンさんが、ミニィさんをソーニョへ連れて行かないって話聞いた男だし……）


　結局、エクスの七人は全員揃そろってしまっている。


「ドノヴァンさん……ゴメンなさい。その……ミニィ、ドノヴァンさんと、二人でお話ししたくて、マーガスさんに呼よんでもらったんです」


　そうこう言ってるうちに。部屋の中から、ミニィちゃんの声が漏もれ聞こえてきた。


　扉の外のオレ達五人は、瞬しゆん時じに下からケンジ→ノン→イッコ→オレ→ジャンの順番に頭を垂すい直ちよくに重ねるようなフォーメーションを取り、全員、一番話がよく聞き取れる扉の隙すき間まに耳を近づける。


「うん。構かまわない。ボクの方も、話さなくちゃいけない事が一つあるし……。ボク、ここのところ、ずっとミニィの事遠ざけてたから……」


「やっぱり……避さけてたんですね」


　明めい確かくに悲しそうな声で、呟つぶやくミニィちゃん。


　出だしから、予想以上に結けつ構こう重い、深しん刻こくな雰ふん囲い気きだった。


（だ、大丈夫かよ……？　なんか、いつものノンキなノリじゃねぇぞ……？）


　心配そうに呟くジャン。


（ま、まぁ、あの二人の事だし……最後は丸く収おさまると思うぞ……？）


　収まる……よな？


「先に、ミニィからお話ししていいですか？」


　とミニィちゃん。


「うん……」


「ドノヴァンさん。ミニィを……ソーニョへ、連れてって下さい」


　いきなりだった。ミニィちゃんは、単刀直入に、いきなり本題から話し始めた。


（ミニィ、ソーニョ行きたかったのかよ……!?）


　ミニィちゃんの本音を聞いてなかったジャンとケンジが驚きよう愕がくしてる。


「やっぱり……。ミニィは、きっとそう言うと思ってた」


　ため息混じりの口調で、ドノヴァンは答える。


「ボクが、ミニィを遠ざけてた理由の一つは、それ……。ミニィにそう言われたら……ボクには、それを断ことわれる自信がなかった」


「断らなくていいじゃないですか！」


　ミニィちゃんは即そく座ざに反はん論ろん。


「ミニィ、絶ぜつ対たい、絶対、邪じや魔まになりません！　大人しくしてるし、どんなお仕事だって、ちゃんとお手伝いします！　だから、ドノヴァンさん！　ミニィも、一いつ緒しよに連れて行って下さい！」


　懇こん願がんするようにミニィちゃんは言う。


　そ、そこまで行きたかったのに……ずっと我が慢まんしてたのか。ミニィちゃんのここ数週間の気持ちを思うと、心が痛いたんだ。


　部屋の中が、しばらく、重苦しい沈ちん黙もくに包まれる。


「──ダメだ。やっぱりボクは、キミを、ソーニョへ連れていく事はできない」


　その沈黙を打ち破やぶったのは、ドノヴァンの、その言葉だった。


「やっぱり……ミニィがいると、邪魔ですか……？」


　恐おそろしく暗い声でミニィちゃんは言ったが、


「ち、違ちがう！　それは、違うよ。前にも言ったけど。ソーニョは、ホントに、今ひどい状じよう態たいなんだ。ボクはあそこにミニィを絶対に連れて行きたくない。


　それに、なにより、ボクが一番ミニィを連れて行けない理由は、学校だよ。今まで、せっかく頑がん張ばってエクスと両立してやってきたんだから……ボクはちゃんとミニィには卒業して欲ほしいんだ」


　低く、真ま面じ目めな声で言うドノヴァン。


　ドノヴァンの言葉は、まったくの正論だった。


「そ、それは……そうですけど」


　さすがに、ミニィちゃんも、反論しようがないらしい。


　確たしかに、そうだ。オレ達、ドノヴァンにソーニョに連れてけって頼たのめばいい……なんて勢いきおいに任まかせて言ったけど、ミニィちゃんの学校の事までは考えていなかった。


「……ミニィ。今度は、ボクの話、聞いてくれる？」


　しばらく気まずい沈黙が続いた後。ドノヴァンが、静かに切り出した。


　ミニィちゃんは答えなかったが、頷うなずいたのが気配で分かる。


「ミニィ。ボクは……正直、もうフランに戻もどってこれるか分からない」


　そしてドノヴァンは、包み隠かくさず、ハッキリとした口調でそう言った。


　その言葉の重みに、扉とびらの外にいるオレ達も、息を呑のむ。


「また、戻ってくるつもりはある。でもそれが、半年後なのか、一年後なのか、それとももっと先なのか……今の時点じゃ分からない」


　静かな声でドノヴァンが言い、ミニィちゃんはずっと黙だまってる。


（なぁ……この話の流れ……ちょっとマズい予感がしねぇか……？）


　ジャンが、何かに気づいたように、顔をしかめてそう呟つぶやいている。


　オレも、微かすかに頷いて答えた。確かに胸騒ぎがする。


　オレ達の予測をよそに、ドノヴァンは続けてしまう。


「そんな状じよう態たいで、ずっとミニィを放ほうっておくのは、いけない事だと思う……。だから……ミニィとはもう、」


　やはり──！


　オレ達は立ち聞きしてる事を後こう悔かいするほどの衝しよう撃げきを受けながら、言葉を失った。


（ウ、ウソ……！）


　なんだかんだ楽観的に状じよう況きようを見てたオレ達は、正直この展てん開かいは……予測していなかった。


　ドノヴァンがミニィちゃんに持ちかけた話は──別れ話だったのだ。


「……分かりました」


　そして部屋の中から聞こえてくる妙に明るいミニィちゃんの声。


「今までありがとうございました。ミニィいつも……わがまま……ばっかり……」


　途と中ちゆうから嗚お咽えつに混まじって消えるミニィちゃんの言葉。最後に、振ふり絞しぼるように、ミニィちゃんは言った。


「……サヨナラ」


（オ、オイ！　こういう時こそ、俺おれらの出番じゃねぇのか!?）


　その瞬しゆん間かん、ジャンが焦あせったように言った！


（とりあえず割わって入って、一いつ旦たん場を落ち着かせようぜ!?　冷静になれば、状況も変わるんじゃねぇの!?）


（た、確かに……！　行こう！）


　オレもジャンの案に即そく座ざに賛さん成せいする。


（見み損そこなったわドノヴァン……！　ひっぱたいて、目を覚まさせてやる……！）


　そして、臨りん戦せん態たい勢せいに入ったイッコを先頭に、オレ達がミニィちゃんのいる部屋に雪な崩だれ込こもうとした──


　その瞬間。


「ま、待って、ミニィ！」


（待ってー）


　部屋の中と外。同時に「待った」がかけられた。


（グゲェッ!?）


（うぐぐぅっ!?）


　扉の外で、待ったをかけたのは……


　オレとジャンの襟えり首くびを思いっきり引っ張ぱった女子──ノン。


（ノ、ノン!?　え!?　ノン!?）


　ノンにしては手て荒あらなマネに、オレとジャンは怒おこるより先に目を疑うたがった。


（ど、どうしたのよノン）


　そして、何のえこひいきなのか、まったく物理的な「待った」を受けなかったイッコが、かろうじて部屋に突とつ入にゆうする直前で踏ふみとどまりながら、振り返ってノンに聞いている。


「ミ、ミニィ、どこいくのさ!?」


　しかしノンが答えるより早く、部屋の中から、ドノヴァンの声が漏もれてきた。


　さっき部屋の中で「待った」をかけたのは、ドノヴァンだった。何な故ぜか焦っている様子。


「ど、どこって！　そんなの、もうドノヴァンさんには関係ないじゃないですか！　もうハキョクしたんだから、ミニィの事は放っておいて下さいよ!!」


　涙なみだ交まじりの、ヒステリックな声で叫さけびまくるミニィちゃん。


「は、はあ？　破は局きよく？　ちょ、ちょっと待ってよ！　な、なんでいきなり破局を迎むかえたの、ボク達!?　ミニィ、君、絶ぜつ対たい何か勘かん違ちがいしてる！」


　完全にパニックになったような声で必死に言うドノヴァン。


　んん……？


　オレは、ジャンと顔を見合わせた。なんか……風向きが変わってきてる？


「だ、だってドノヴァンさん、さっき『そんな状態で、ずっとミニィを放っておくのは、いけない事だと思う……。だから……ミニィとはもう別れる』って渋しぶい声で……」


「な、なに言ってるの!?　勝手にセリフが改かい竄ざんされてるよ!?　ボク、『ミニィとはもう』の後の言葉、まだ言わせてもらってないんですけど……」


「……へ？」


（……へ？）


　室内外、同時に、きょとん、とした声。


「そ……そうでしたっけ？」


（そうでしたっけ？）


　室外のオレ達は、ノンに聞く。ノンは苦く笑しよう。


（もーう、そうだよー。さー、最後まで、静かに聞こー）


　口元に人差し指を立てたノンにそういわれたので、もう、オレ達も、黙だまって事態を見守る事にした。


「え、えっと……。それじゃ、ドノヴァンさん、さっきなんて言おうとしたんですか？」


　ぐすっ、と鼻をすすりながらミニィちゃんが聞いている。


「う、うん。だ、だからね？　ボクは、今みたいな状態で、ずっとミニィを放っておくのは、いけない事だと思うんだ……。だから……ミニィとは、もうこういう中ちゆう途と半はん端ぱな形は止やめて……」


「……やっぱりハキョク？」


「じゃなくて！……ちゃんと、約束がしておきたいって事。ミニィは、来年で、学校を卒業でしょ？　その一年……ボクも、頑がん張ばるよ。頑張って……一年で、ソーニョを落ち着かせてみせる。そしたら……その……。ボクと、け、」


「け？」


「結けつ婚こんして下さい」


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん。


「何ィィィィィィィィィ!?」


　扉の外にいたオレ達は、興こう奮ふんのあまり我われを忘わすれ、絶ぜつ叫きよう！


　ウ、ウソォ!?　ド、ドノヴァンの奴やつ！　プロポーズしやがった!?


「な、なんか今、部屋の外からヤジウマの集しゆう団だんみたいな声が……」


　ヤ、ヤバ。部屋の中からドノヴァンの不ふ審しんがる声が聞こえてきたので、オレ達は慌あわてて口を塞ふさぐ。


「に、にゃー」


　すると突とつ然ぜん、何をトチ狂くるったのか、ケンジが意味不明な猫ねこのモノマネみたいのを始めた！


　ハァッ!?　何やってんだコイツ!?


「なんだ猫だったのか……」


　しかしドノヴァンはそれを当然の様に猫だと判はん断だんし、ホッとした様な声を出している。


　ウ、ウソだろ……？


　もはや全員が全員、浮うき足立って混こん乱らん、正せい常じような状態ではなくなっているらしい……！


「そ、それで、えっと、ミニィ。どこまで話したっけ？」


「は、はい。そ、その……一年経たったら、ケッ、ケッコンするって……？」


「あ、そ、そう。も、もちろん、返事は今すぐじゃなくていいんだ。一年後、ボクがどういう状態になってるかも分かんないし、ミニィの前に顔も出せないくらい、お金とか、貯たまってないかもしれない……。ミニィは、ボクが迎むかえに行ったその時、判断して返事してくれればいい」


「ドノヴァンさん……」


「ゴメン……。実は、ミニィを遠ざけてた一番の理由……これなんだ。ボク、これ、中々言い出す決心がつかなくて……ミニィから逃にげてた。でも、ボク、どうしてもハッキリ自分の気持ちを伝えて、約束がしたくて、それで……」


「ドノヴァンさん！」


　感かん極きわまった様なミニィちゃんの声が聞こえ、続けて、ミニィちゃんがドノヴァンの胸むねに抱だきついた様な音。


「ミニィ、やっぱり、ドノヴァンさんが大好きです。ミニィ……ずっとフランで待ってますからね……ずっと」


「すげぇぇぇぇぇ！　超、ハッピーエンドじゃん!?」


「オイ、もうガマンできねぇよ！　俺らも、祝いに、雪な崩だれ込もうぜ!?」


　祭りだぁぁ！　オレ達はドアを乱らん暴ぼうに開き、ミニィちゃんの部屋に突とつ撃げき！


「うおおおおお！」


「にゃー！」


「え……えぇっ!?」


　ビクゥ！　そんな雪崩れ込んできたヤジウマ共を見て、ドノヴァンは飛び上がらんばかりに驚いた。そして、抱きかかえていたミニィちゃんを、慌あわてて離はなす。


「な、なんでみんなが、いきなり入ってくるの!?　え!?　ま、まさか、聞いてたの!?」


　顔を真っ赤にして、ガクブル震ふるえ始めるドノヴァン。


「まぁまぁ。減へるもんじゃねぇし。いいじゃねぇか」


「つーかドノヴァンさん、言動が紛まぎらわしいスよ……。気を揉もむじゃないスか、こっちも」


「でもドノヴァン、アンタ男だよ！　ゴメンね、勝手に見み損そこなったりして。反はん省せいしてる」


　と、ドノヴァンの肩をバシバシ叩きながら、ジャン、ケンジ、イッコ。


「い、いや、何の話!?　そうじゃなくて、ボクのプロポーズを、勝手に……」


　ドノヴァンは、まだパニックの様子だったが、


「ミニィちゃん、よかったね！　オレ、マジで感動したぁ」


「だから言ったじゃーん。だいじょうぶだってー」


　オレとノンは、ミニィちゃんに祝福の言葉をかける。


「ありがとうございますぅ。ミニィ、一人で不安になっちゃって……ごめんなさい」


「いいのよぅ。あ、その代わり、結けつ婚こん式しきには、ちゃんとアタシ達呼よびなさいよ？　ノンの時みたいに、とびっきりの結婚式を、プロデュースしてあげるから！」


　オレ達は、思い思いの言葉をミニィちゃんとドノヴァンにかける。


　こうして、天てん空くう郷きよう最後の夜の最終決戦は、オレ達の予想以上に、最高のハッピーエンドで幕まくを閉とじたのであった。


「ていうか、あの、ボク達、せっかくいい雰ふん囲い気きになってたんだけど……あれ？」





　　　　※




「オレ、さっきのドノヴァンとミニィちゃんの話聞いて、ちょっと思いついたんだけどさ」


　ミニィちゃんの部屋で、ようやく落ち着きを取り戻もどしつつあるエクスの面々に。


　オレは提てい案あんしてみた。


「思いついた？　何をよ？」


「うん。ほら……オレ達、今後エクスをどうするのか。衛えい星せい神しん殿でんで話し合ってたけど、結局、結けつ論ろん出てなかっただろ？」


「ああ……」


　オレの言葉に、全員頷うなずく。


「あの結論さ……あの結論も、一年後まで保ほ留りゆうするっていうの、どう？」


「は？　結論を、一年後？」


「うん」


　オレは頷く。


「だってさ。今オレ達、わりと激げき動どうの時期というか……けっこう、短い期間に、すぐ環かん境きよう変わったりする位置にいるだろ？」


　ここにいるメンバーほとんどが、その条じよう件けんに当てはまる。


　オレは今アスベルに留学中だけど、一年前後で、アスベル卒業するつもりだ。


　イッコはドラゴンキラーだけど、シャバオさんが帰ってくる事で、やっぱりいろいろ状じよう況きようが変わるだろう。


　ドノヴァンはソーニョに戻って一年後にミニィちゃんを迎むかえに来るって言ってるし。


　ミニィちゃんは、一年後には迎えに来られる立場。


　ノンは転てん勤きんの多い騎き士し警けいのダンナさんを持つし、ケンジだってとうとう剣けんに魂たましいを込こめる意味を理り解かいし、エクスカリバーまで造つくったんだ。地上に戻って本気で剣を打てば、周りがその才さい能のうに気づかないワケがない。


　ただ、ジャンには、この条件はあてはまらないんだけど……


「で？　続けろよ」


　そのジャンも、何な故ぜかこの話に一番興きよう味みを示しめしている様子で続きを促うながしてきたので、オレは頷いて話を続けた。


「それで。こんな足場が固まってない状じよう態たいじゃ、エクスを解かい散さんさせるか、存そん続ぞくさせるか、絶ぜつ対たいちゃんと判はん断だんできないとオレ思うんだ。でも、さっきのドノヴァンと同じで……一年すれば、今よりずっと、見通しがきく所にみんないるハズ。だから一年後に集まって……続けるのか、もう終わりにするのか。そこで決める。そういう案なんだけど……どう？」


　これが第三の選せん択たく、ってワケでもないけど。


　これなら、エクスを解散させず、でも、みんなをしっかり前に進ませる事ができる気がオレはしていた。


「アタシは、ハッキリ言って大だい賛さん成せいね」


　即そく答とうしてくれたのはイッコだった。


「それなら、解散に一票入れなくて済すむし。一年後なら、もしかしたら、エクスを手伝える様な状況になってるかもしれない」


「ボクも、賛成」


　と言ったのは、ドノヴァン。


「今より、エクスで働ける可か能のう性せいは、ずっと上がるし」


「ミニィも、一年待って、またみんなで一いつ緒しよにやれるんだったら、大賛成ですぅ☆」


「私もー。一年もお家うちにいればー、その後、ちょっとくらいエクス行ってもデクさん怒おこんないだろうしー」


　ミニィちゃんもノンも、賛成してくれる。


　回答権けんは、自然と右回りで回っていた。流れでいくと、次の回答者は、メンバーの中でも一番エクスの事を想おもっているであろう少年、ケンジ。


　そんなケンジは──意外な答えを返してきた。


「オレは……こういう問題の解決の仕方に関してだけは、マーガスを買ってますから。マーガスが言うなら……オレも賛成します」


　だけは、っていう言葉がちょっと引っかかったけど。一いち応おう、信用してもらってるみたいだし、まぁいっか……？


　そして、視し線せんは最後の回答者、ジャンに注がれた。


　ジャンは、他の六人と違ちがい、唯ゆい一いつ、今すぐにでもエクスをどうするか、迷まよいなく決められる立場にいる人間だ。


　ジャンが保留なんてまっぴらだというなら、オレはそれを受け入れるつもりだったんだけど……


「俺おれもそれでいいぜ。その方が都合いいし」


　ジャンは妙みようにあっさり、賛成意見を表明した。


「ん？　賛成してくれるのは嬉うれしいけど……都合って？」


　ワケが分からず聞くと、ジャンは肩かたをすくめ、


「こっちの話。んな事より、お前、後一年でアスベルから帰って来れんのかよ？　ある意味一番問題なのお前だぞ？」


　逆ぎやくに質しつ問もんを返してきた。


　うっ。確たしかに、そう言われれば、そうかも……。


「うーん……」


　ま……単位数だけに目が眩くらんだ痛いたい経けい験けんもあるし、うかつな約束はできないけど。


「でも……具体的な目標あったほうがいいし。精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばる」


「おっしゃ。だったら、決まりでいいんじゃねーの？　エクスをどうするかの結けつ論ろんは……一年後の、パワーアップした俺らに決めてもらうって事で」


　ジャンの言葉に、全員頷うなずく。


　一年後の、パワーアップしたオレ達が決める、か……！


　おーし……アスベル帰る前に、モチベーション刺し激げきする、いい目標ができたぞ……！


　遅おくれてる分も合わせて、一年間、必死に頑張らないと……！










　パート６・バイバイ・アトラ







　そして──とうとう、地上へ帰る朝がやってきた。


　天てん空くう郷きように、あの反重力バルーンで突とつ入にゆうしてきてから約一ヶ月。


　前人未踏領域ノース・エンデのキャラバンを出てから数えると、もう、五〇日以上も経けい過かした日の事だった。





　天空城じようの前には、天空郷アトラにいる全すべての人、そしてペンギン軍ぐん団だんが一匹ぴき残らず集結し、地上に戻もどるオレ達を見送ってくれていた。


「しかし、つくづく残念です。あなた様こそ、天空王にふさわしいのに……」


「おじいちゃん……ボケちゃったの？　そのセリフ、一〇〇回くらい言ってるけど……」


　長老ニコさん、その孫まご娘むすめ、勝気な少女ライカのコンビも、輪の先頭でオレ達を見送ってくれた。


「ニコさん、いろいろお世話になりました」


「ライカ、次天空郷で何かあったら、今度はアンタがなんとかするんだから。訓練は、続けときなさいよ」


　代表でオレはニコさんと、イッコはライカと握あく手しゆする。


「ねぇ、一つだけ聞いときたいんだけど。あなた達、また天空郷来れるの？」


　と、気になるようにライカが聞いてきた。


「んー……ウラヌスの話だと、アタシ達の方から来るのはちょっと難むずかしいみたいね……」


　ウラヌスちゃん曰いわく、オレ達を地上に降おろす〝装そう置ち〟は、オレ達を地上に降ろした後、自動で天空郷まで戻っていくらしい。


　装置を使って行ったり来たりする分にはエクスカリバーはなくならないから、オレ達を地上に降ろした後、天空郷に戻った装置を使えば、天空郷の人はまた新しく地上に降りる事ができる。


　一方、一いつ旦たん地上に降りた方は、次回地上に降りてきた装置に乗り込まない限かぎり、天空郷へは上がってこれない。地上と天空郷を繫つなぐ連れん絡らく手しゆ段だんはないし、少なくとも、オレ達の方から、行きたいタイミングで急に天空郷を訪おとずれたりするのはもう無理だった。


「でも、だから、アンタ達が地上に遊びに来ればいいのよ。アンタ達は、来る前に『二週間後に地上に装置下ろしといて』とでも言っとけば、ちゃんと帰れるんだし。それに合流すれば、アタシ達も、また天空郷来れるしね」


「なるほどぉ……」


　納なつ得とくしたように呟つぶやくライカ。


　ちなみにその〝装置〟。


　その正体は──なんと『天空城じよう』らしい。


　非ひ常じよう用の脱だつ出しゆつ手段として、エクスカリバーを鍵かぎにすれば、天空城を地上へ飛ばせるというのだ。


　というワケでオレ達は、天空城が地上へ飛び立つ準じゆん備びが完かん了りようするのを待っていた。





「待たせたな！」


　と、背はい後ごから、妙みように明るい女の子の声。


　振り向くと──天空城から、長い銀ぎん髪ぱつを垂たらした天空郷の女王、ウラヌスちゃんが出てきたところだった。


「準備完了じゃ。残りの操そう作さ方法は、ケンジに教えておいた。いつでもいけるぞ？」


　心配をかけまいとしているのだろう、ウラヌスちゃんは努めて笑え顔がおで言ってくれたが──残念ながら、今のウラヌスちゃんの顔を見て、心配にならない人はいないだろう。


　ウラヌスちゃんの目元は腫はれ上がり、顔は少しむくんでいたのだ。


　昨日、ライカの家で泣きはらしたりでもしたんだろうか……？


　さっきのライカの「天空郷にまた来れるのか」という質しつ問もんも、ウラヌスちゃんの為ために聞いた質問だったのかもしれない……。


「しかし、絶ぜつ好こうの出発日和びよりじゃな！　まるでお主達を祝しゆく福ふくしているようじゃ！」


　聞いてるほうが耳を塞ふさぎたくなるような、空元気丸出しでウラヌスちゃんは言う。


「あ、あの、ウラヌスちゃん、」


　オレ達、なんなら、もう一泊ぱくくらいしていこうか？


　なんかもう耐たえかねて、オレは思わずそう言いそうになった。


　が。


「さあ、何をグズグズしておる。さっさと行かんか。中でケンジが待っておるぞ！」


　ウラヌスちゃんにそう言われて、オレはかろうじて堪こらえた。


　そうだよな……ここで同どう情じようして、一泊延のばしたくらいじゃ、根本的に何も解かい決けつしない。


　オレ達は……最後の最後には、地上に帰るんだから。


「よし……行こう」


　もっと他にいろいろ喋しやべりたかったけど、これ以上話してたら、お互たがい辛つらくなるのは目に見えてる。


「ウラヌスー、元気でねー？」


「うむ……。お主達も、達者でな」


　こんなあっけない別れでいいんだろうか？　とも思うけど……。


　オレ達は、後ろ髪がみを引かれつつウラヌスちゃんと別れを済すまし、そのまま、あっさり天空城へ向かうのだった……。





　が。


「あ、ちょい待ち！」


　突とつ然ぜん、一人の男が叫さけんで、オレ達の足を止めさせた。──ジャン。


「天空城入る前に、ちょっと言いたい事あんだけど。言っていいか？」


　せっかく気持ちを押おし殺して別れを済ませたにもかかわらず……何な故ぜかジャンが、ワンテンポ遅おそい、今さらのタイミングでそんな事を言いだした。


「何よ。言いたいことって……ウラヌスに？」


　イッコがそんな事を言い、


「ジャン様。わ、妾わらわに、何か……？」


　ウラヌスちゃんが、期待したようにジャンを見てるが、


「あ。いや。ウラヌスにじゃねーんだ、悪ぃ」


　ジャンはバッサリ即そく答とう。ウラヌスちゃんはガックリ俯うつむく。お、おいおい、酷ひどいな。


「ウラヌスじゃなきゃ、誰だれにいうのよ？　ライカ？　ニコ爺じいさん？」


「じゃなくて。お前らだよ。エクスのメンツに、言っとく事があんだ」


「はあ？」


　その言葉に、オレ達は顔を見合わせた。


「オレ達？　そんなの、天空城の中で言えばいいじゃん。何で今……」


「や、それがそうもいかねぇんだよ。俺おれ、天空郷に残るからさ」


　どこかで……鳥のさえずる声が聞こえた。


「ん……？　今……なんか言った？」


　……聞き間ま違ちがえだよな？


　オレは、もう一回聞いておく。


「ん？　いや、だからよ。俺、しばらく地上戻もどらねぇから。後よろしくな」


　かさかさ、と耳掃そう除じなんかしながら、さらっと再ふたたび宣せん言げんするジャン。


　今度は……鳥のさえずりは、聞こえなかった。
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「は……はああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」


　代わりに、エクスメンバー全員の絶ぜつ叫きようが、天空郷にこだました！


　な……何言ってんだコイツ!?


　ち……地上に戻らないぃぃ!?


「ジャ、ジャン。アンタ何言ってんの？　自分が何言ってるか、分かってんの？」


「何って……別に問題ねーだろ？　昨日、エクスは一年間休業って決まったし。俺、お前らと違って、切せつ羽ぱ詰つまって地上に戻んなきゃいけねー理由ねーもん。指名手配も、もう解とけるだろうしな」


　気楽に笑って言うジャン。


「あ。オカンとかには、しばらく旅行してから帰るって言っといてくれ。ノン、頼たのんでいいか？」


「え、あ、うんー？」


　さすがのノンも呆ぼう然ぜんとしている。


　ジャンは苦く笑しようし、頭をかきながら白はく状じようする様に言う。


「いや～。一年後に、エクスやるかどうか決めるっつってもよ。俺、その間の一年、何もやる事ねーし。せっかくだから、天空郷で勉強でもしてこーと思ってよ。錬れん金きん術じゆつとか、面おも白しろそうじゃん？


　ってなワケで、ウラヌス。悪いけど、もうちょい厄やつ介かいになっていいか？　んで、ヒマあったら、いろいろ勉強教えてくれよ」


　そして、ジャンがウラヌスちゃんにそう言った瞬しゆん間かん──


「ひぃぃぃぃぃぃぃぃん！　ジャン様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」


　ウラヌスちゃんは、天空郷のみなさんも見ているという事も忘わすれ、号ごう泣きゆうしながらジャンに飛びつく！


「ま、まぁ、俺、ヒマだからよ。勉強好きだし。それが幸いしたな、うん」


　ジャンはウラヌスちゃんの頭をぽんぽんやりつつ、誰に言ってるのか意味不明の言い訳わけみたいのを繰くり返している。


「なーにが勉強好きよ。バレバレだっての」


　イッコがため息混まじりに言い、オレ達は頷うなずいた。


　アイツは……オレ達にできない事を、軽々とやってみせた。


　なんだかんだと建前言ってるけど……ジャンは、置いてけぼりにされるウラヌスちゃんの為ために、天空郷に残る事に決めたんだ！


　昨日の夜チラッと言ってた都合って、この事だったんだな……。


「ジャン、カッコいいねー」


「ホーント。愛する女の為に異い国こくに残るなんて、中々できる事じゃないわ」


「う、うるせーな。いいからお前らはとっとと地上帰れよ」


　しっしっと手で振ふり払はらうようにジャン。


　ふはは。それじゃ、お邪じや魔ま虫むしはさっさと退たい散さんするとするか。


　ジャンが一いつ緒しよなら、心配しなくても、またオレ達六人とウラヌスちゃんは、何回も顔を合わせられるだろうしな……！


「ジャン、じゃあな！　一年後の約束、忘れんなよ！」


「ああ。お前こそ、気ぃ抜ぬいて落ちこぼれんな！　約束だぞ！」


　こうして言葉を交かわし、オレ達は天空城に乗り込こむ。


「ばいばい……またな、天空郷アトラ」


　オレ達を乗せた天空城が、ゆっくり、ゆっくり、浮うかび始めた。





　　　　※




　そして！


　オレ達は！


　様々な騒そう動どうに見み舞まわれながらも……。


　ようやく……ようやく、地上の土を踏ふみしめる瞬間を迎むかえる事ができた！


「せーの！」


　ザッ！　天空城の入り口から、下に広がっている草原に、横一列で一いつ斉せいにジャンプして飛び降おりるエクスの六人。


「やっと帰ってこれたわねぇ……」


　イッコが、腹はらの底から喜んだような声で、しみじみ呟つぶやいている。


　無事、地上に生せい還かんしたのは、


　オレ、イッコ、ノン、ドノヴァン、ミニィちゃん、ケンジ、のエクスメンバー六人に、シャバオさん、サラディンさんの厄やつ介かいな大人コンビを合わせた、計八人だ。


「それにしてもここって……最初、天空郷に上がる前に来た、あのドラゴン・ヘンジのある草原だよな？」


　そう、視し界かいに入る景色は、どこにでもあるような草原ではあるけど、なんとなく見覚えがあった。


「城は、アトラ・カウンターが開いてる場所にしか着陸できないんスよ。今開いてるカウンターは、ここだけだったんス」


「なるほど……」


　などと言ってると。


　ゴゴゴゴゴゴ！


　オレ達を乗せて着陸してた天空城が、言われてた通り、無人で、勝手に空へ向かって飛び上がり始めた。


「ありがとねー！　天空城─！」


　オレ達は昇のぼっていく天空城にしばらく手を振ふっていたが、残念ながら、まだ一いつ件けん落着ってワケではない。


　最後の仕上げが残っている。


　オレ達は──騎き士し警けいで、約束どおりサラディンさんに指名手配を解といてもらわなくちゃいけないのだ。


「よし。それじゃ、どっか騎士警がある街へ行こう。ここからだと、どこが一番近いのかな？」


　オレは、何気なくそう言ってみる。


　しかし、一いち応おう、同意を求めたつもりだったんだけど……


　何な故ぜか、誰だれからも返事がなかった。


「何、どうかし──」


　不ふ審しんに思い、みんなが見てる方に視し線せんを向けて──オレは、言葉を失い、固まった。


　視線の先。そこには。


　津つ波なみの様なマジックドールの大たい群ぐんが……オレ達を取り囲むように展てん開かいしていた。





「クク……フハ……ハーハッハッハ！」


　平原に響ひびき渡わたる、サラディン・オズの狂くるったような笑い声。


「だ、だから言ったじゃない、このバカ！　さっさとイマジン飲ませときゃよかったのよ！」


　バシッ、とオレの頭をはたき、イッコが怒ど鳴なる。


　その間にも、マジックドール達は、こっちに向かって徐じよ々じよに迫ってくる。


「ウ、ウソォ……!?」


　オレは目を疑うたがい、絶ぜつ句く。


　まさかサラディンさん……裏うら切ぎったのか!?


　混こん乱らんが広がる中、サラディンさんは、どこに隠かくし持っていたのか、いつ造つくったのか、ポケットの中からマジックドールのコントローラーらしきものを取り出す。


「最終決戦ってワケね……上等だわ」


　それを見て、イッコが吐はき捨すてるように言ったが……


　ガシャッ！


　いきなりサラディンさんは、そのコントローラーをぞんざいに足元に放り投げ──グシャッ！　さらに容よう赦しやなく踏ふみ潰つぶし、粉こな々ごなに破は壊かい。


「……え？」


　意味不明のその行動に、オレ達は呆あつ気けに取られる。


「まったく……お前らに感化されて、たまに反はん省せいしたらこのザマだ……。僕ぼくから離はなれていたほうがいいぜ」


　サラディン・オズはそう言うと、向かいくるマジックドール軍ぐん団だんの方へ歩み寄よっていく。


「え？　な、何？　どういう事？」


　エクスの面々は、誰も状じよう況きようを把は握あくできず、サラディン・オズとマジックドール軍団を交こう互ごに見つめている。


　一番オレ達を困こん惑わくさせているのは、サラディンさんがコントローラーを破壊したにもかかわらず、凄すさまじい数……恐おそらく一〇〇〇体近くいるマジックドール軍団が、腕うでからアイスピックの様な武ぶ器きを突つき出し、こっちに迫せまってきている事だった。


「前に言ったろう？　期日までに業ぎよう績せきをあげないと追い出されると。追い出されるとはどういう事か分かるか？　始末されるんだよ──他社に機き密みつや技ぎ術じゆつが漏もれないようにな」


「ちょ、ちょっと待って！　じゃあ、あのマジックドール軍団は、アンタの兵隊じゃないワケ!?」


　予想外の展開に一番驚おどろいているのはイッコだった。


「ふん。期日は……先週だったからな。僕が天空郷へ行ったのを知って、降おりてくるまで待機させていたんだろう。馬ば鹿かな奴やつらだ……今の僕なら、オルハリコンの知ち識しきだってあるというのに、相変わらず融ゆう通ずうが利きかない」


　憎にくしみのこもった声でサラディンさん。


「えぇぇ……!?」


　まさかの流れに、思わず顔を見合わせるオレ達。


　でもやっぱり、サラディンさんは本気で反省してくれてたんだ……！


「で、でも、なんでコントローラー壊こわしちゃったのよ!?　ペンギン達みたいに操あやつればいいじゃない！」


「操そう作さできなかったから壊したに決まってるだろう……。こんな展開もあるかもと思い、一応作っておいたんだが、その上をいかれたらしい。クソ、アイツら、僕のサラディン二八まで回かい収しゆうしたのか……！」


　忌いま々いましげに見たサラディンさんの視し線せんを追って──


「ああっ!?」


　エクスの面々も、絶ぜつ望ぼう的な声をあげる。


　マジックドール軍団の、先頭。


　そこにいたのはあの凶きよう悪あくな強さを誇ほこる黒くろ騎き士し、サラディン二八！


　アイツ、ミッタンツ・インフィニティで破壊したハズなのに、修しゆう理りされちゃったのか!?


「サ、サラディンさん、どうするつもりなんスか!?」


　一応、エクスカリバーを造つくるきっかけを与あたえてくれた同じ職しよく人にんだけに、ケンジはちょっとサラディンさんを気にかけてたのか、本気で心配そうに聞いている。


　しかしそんなケンジに、サラディンさんは肩かたをすくめ事も無げに答えた。


「どうもこうも。あの大軍、おまけに二八までいる奴相手に、何ができるっていうんだ。せめて、自分の作った二八の手にかかって死ぬだけさ。貴き様さまらは、そこで僕が死ぬのを見てせいぜい溜りゆう飲いんを下げるがいい。心配しなくても、遠えん隔かく操作のマジックドールにそこまで複ふく雑ざつな命令は与あたえられない。始末されるのは僕だけさ。じゃあな」


　それだけ言うと、サラディンさんは自ら迫り来るマジックドール軍団の方へどんどん距きよ離りをつめていく。


「ど、どうする!?」


　オレはかなり焦あせりながら、みんなの意見を仰あおいだ。


　確たしかにけっこう恨うらみもあるけど！　さすがに死ぬのを見て溜飲なんか下げられるか！


　だいたい、オレ達の指名手配を解とける人間は、世界で唯ゆい一いつ、サラディンさんだけなのだ。せっかく改心してくれたんだから、何としても助けないと……！


「で、でも、あの数相手に何をどうするんスか!?　普ふ通つうに割わって入っても、巻まき添ぞえ喰くって死ぬだけっスよ！」


「仕方ないわね……！」


　そんな中、ため息混まじりに口を開いたのはあの女。


「ケンジに直しておいて貰もらってよかったわ。出番よ──相あい棒ぼう」


　そう言ってイッコが背せ中なかから取り外したのは、巨きよ大だいな黒刀──ビッグバン・ソード・グラビティだった！





「グラビティ!?　もう直ってたの!?」


「とっくにね」


「で、でも！　グラビティじゃ一体しか倒たおせないっスよ!?　ていうかあのサラディン二八だっているんだ、下手すりゃ一体だって……」


　ケンジが焦ったように言ってるが、


「バカね。あの二八がいてくれて、アタシは感かん謝しやしてんのよ。ダークセイバーの地下で貰もらった借り、これでようやく返せる……！　グラビティは、不敗じゃなきゃいけないのよ」


　ニィ、と小さな子が見たら泣いてしまいそうな迫はく力りよくでイッコが笑う。


「でもー、ホントにあんなにいっぱい、どうやって相手するのー？」


「その事なんだけどさ……」


　そこまで言うと、イッコはちょっとマジメな雰ふん囲い気きでオレ達の顔をみてきた。


「一つ、試ためしてみたい事があるの。この状じよう況きようを打だ破はできるかもしれない大おお技わざをさ」


「お、大技……？」


　ビッグバン・ソード・グラビティ自体が、既すでに超ちよう大技な気もしてたんだけど……？


「そう、大技。アイデアはずっと前からあったんだけど、ただ、アタシ自身、まだ試した事がないのよ。ぶっちゃけ、大技すぎて、アタシ達も巻き添え喰くって死ぬかもしれない」


「ハァァッ!?　ど、どんだけ大技なんだよ!?」


「うん。だから、アンタ達がダメっていうなら使わない。どうする？」


　どうする？　と聞きながらも、イッコの目からはその大技を使ってみたい、という意思がほとばしりまくっている。


「いいんじゃないスか……」


　ため息混じりに答えたのはケンジ。


「それに、ちょっと見てみたいですもんね☆　その大技☆」


「うん。ボク達、イッコを信じるよ」


「イッコちゃん、がんばってー」


　まぁ、こういう一か八かの賭かけみたいの、結局オレ達好きだもんな～。


「マーガスは？　どう？」


　聞かれて、オレはちょっと腹はらが立った。


「あのさ……オレにまでそれを聞く？　衛えい星せい神しん殿でん帰りのドラマチック・ロープ忘わすれたの？」


　オレは、一いち応おうイッコの為ためなら死ねる男なんだぞ!?


「そうね……そうだったわね」


「ま、待て！　私は巻き添えを喰らって死ぬなどゴメンだぞ!?」


　と、話がまとまりかけた時、シャバオさんが飛び出してきた。あ、この人、いたんだ。


「パパ、ちょっと静かにしてて？」


「うぐぅっ!?」


　もはや説得するのが面めん倒どうだったのか、イッコはシャバオさんのみぞおちに問答無用でパンチをブチ込こみ、気き絶ぜつさせて意見を黙もく殺さつしている。そういう事するから、狂きよう犬けんとか呼よばれるんじゃ……


「おっし！　満場一いつ致ちで決定ね。アタシの最終奥おう義ぎ、見せてアゲル。名づけて……ビッグバン・ソード・グラビティ・ファイナル！」


「ファイナル!?」


「……っとその前に。マーガス、サラディン・オズを保ほ護ごしてもらっていい？　アイツ、あんなとこにいたら、直ちよく撃げきするし」


「あ、オッケー」


　というワケで、オレは勇ゆう敢かんに一人マジックドールに立ち向かっていたサラディンさんを、背はい後ごからドラマチック・ロープでからめとり、こっちに引き寄よせる。


「ぐわぁっ!?　な、何をする!?」


　サラディンさんは喚わめいていたが、


「あんまり騒さわがないほうがいいですよ☆　ああなりたくなかったら☆」


　満面の笑えみでミニィちゃんが地面に無む惨ざんに転がっているシャバオさんを指差すと、サラディン・オズも青ざめて無言になった。


　なんか、だんだん、どっちが悪役なのか分かんなくなってきた……


「さーて、今度こそ準じゆん備びオッケーね。みんな……ちょっと離はなれてて」


　いよいよ攻こう撃げき準備に入るイッコ。


　二、三歩、迫せまり来るマジックドールの方へ近づき、顔の前に、ビッグバン・ソード・グラビティを垂すい直ちよくに構かまえる。


「ずっと前から試してみたかった……。一撃なら究きゆう極きよくの威い力りよくを持つ、アタシの最高の相あい棒ぼう、ビッグバン・ソード・グラビティ。その一撃の威力を、さらに剣けん話わで増ぞう幅ふくさせたら、どうなるのか……？　アタシの瞬しゆん間かん最大攻撃力は、どこまで上がるのか……!!」


　マジックドールは、もう前方一〇メートルもない距きよ離りまで近づいてきていたが、イッコは慌あわてた様子もなく、静かに目を閉とじ、小さく呟つぶやく。


「聞こえる？　ビッグバン・ソード・グラビティ。いつも力を貸かしてくれるアンタに、今日はご褒ほう美びよ。アンタの枷かせを、今日だけは外してアゲル。誰だれにも遠えん慮りよする事ないわ。一撃なら、アンタこそが世界最強だって事を証しよう明めいしてみせな！　いけっ!!」


　そしてイッコがグラビティにそう命令を下した──その瞬間だった！


　ガガガガガガガガ！　イッコの手の中のグラビティが、激はげしく震ふるえ始める。


「くっ!?」


　イッコはそれを必死に押おさえ込み、そしてそのまま、叩たたきつけるようにして、グリップからグラビティを地面に垂直に突つき立てる！


　そして、イッコが地面にグラビティを突き立てた、その瞬間だった。


　ビッグバン・ソード・グラビティの、真の力が解かい放ほうされた！


「う……うぉぉぉぉぉぉ!?」


　その光景に、オレ達は、絶ぜつ句くした！


　強きよう烈れつな地じ響ひびき！　舞まい上がる砂さ塵じん！


　そんな中、地面に立てられていたグラビティが、どんどん巨きよ大だい化かしていく。


「ビ、ビッグバン・ソードが……」


「塔とうになってく……!?」


　目の前で起こっている神話じみた光景に、全員、絶句！


　最終的にグラビティは、高さ五〇メートルくらい、あの、ぺジナの塔とほぼ同じ大きさにまで巨大化した！


　こ……これがビッグバン・ソード・グラビティ・ファイナル！


　で、でも、この黒塔を一体どうするつもりなんだ!?


　と困こん惑わくしていると、黒塔の麓ふもとで、イッコが片かた足あしを上げ、ニヤッと笑ってこっちに叫さけんだ。


「なんだったら、アンタ達も一いつ緒しよにファイナルやる!?　今から、この塔、蹴けり倒たおすんだけど！」


　その言葉を聞いて、オレは、ようやくイッコの狙ねらいを理り解かいした！


　そうか……この黒塔自体が、巨大な一本のビッグバン・ソード・グラビティだから。


　イッコは、これをマジックドール軍ぐん団だんの方に蹴り倒して、一いち網もう打だ尽じんに葬ほうむり去さる気なんだ！


「すげぇぇ！　やる、やる！」


　オレ、実は一回、ビッグバン・ソード使う気持ち味わってみたかったんだよ!!


　その思いは、他のメンバーも一緒だったらしい！


　誰も、何の躊ちゆう躇ちよもなく、オレ達は黒塔の麓へ集結！


　イッコの真ま似ねをして、行ぎよう儀ぎ悪く、全員片足をあげる。


「おっしゃ！　いい？　ビッグバン・ソードは、使う瞬しゆん間かんにフィニッシュ！　って叫さけぶのが流儀なんだからね！」


「わ、わかったぁ！」


「んじゃ、いくわよ！　大陸の裏うら側がわまでぶっ飛びな！　喰らえ、ビッグバン・ソード・グラビティ・ファイナル!!　せーの、」


「「「「「「フィニッシュ!!」」」」」」


　バッキィィィ！　オレ達の渾こん身しんの蹴りが、黒塔にクリーンヒット！


　普ふ通つうの塔だったらいくらなんでも蹴りじゃ倒れないだろうけど、グラビティはオレ達の意思をちゃんと理解してくれたらしい。


　蹴りが決まった瞬間、黒塔はゆっくり傾かたむき始め、そしてそのままマジックドール軍団の方へ斬きりかかるように倒れていき、軍団の中心へと直ちよく撃げきした！


　ヅッガガガガガガガガガガ──！


　その瞬間に鳴り響く、世界が破は滅めつしたような地響き！　破壊音！


　そして大だい洪こう水ずいの様に巻まき起こる、砂塵交じりの爆ばく風ふうに、


「どわぁぁ!?」


「はああああ!?」


「おおおおおおお!?」


　なすすべもなく、オレ達は紙切れの様に吹ふき飛ばされた──
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「ていうか……やりすぎですから!!」


　そして一五分後。


　荒こう野やと化した一帯に、ケンジの非ひ難なんの声が響き渡わたる。


　ようやく砂すな煙けむりも収おさまり、吹き飛んだ仲間の救出を終え全員合流したオレ達は、目の前の光景に呆ぼう然ぜんとしていた。


　マジックドール軍団は、一体残らず、あのサラディン二八ですら文句無しに叩き潰つぶす事に成功していたが。


　同時に、綺き麗れいな牧草が生え揃そろっていた草原も、叩き潰されていた。


　草原の代わりに現あらわれたのは、赤土の荒野。そしてその中心には、直径一〇〇メートルくらいのクレーターが出来てる。さらに地下水脈でもあったのか、徐じよ々じよにクレーターは湖になりつつある始末……！　かろうじて原形を留とどめているのは、オレ達の背はい後ごにあった僅わずかな地帯の草原と、ドラゴン・ヘンジだけ……。


「ど、どうするんスか!?　これ、周辺の地図修しゆう正せいしなきゃいけないくらい、地形変わり果ててますよ!?」


　我われに返ったのか、常じよう識しき人じんケンジが抗こう議ぎしてる。


「う、うるさいわね。だから、大おお技わざって言ったでしょ？　だいたいアンタだって、ノリノリでフィニッシュって叫さけんでたじゃない！」


「うっ……」


「ま、大だい丈じよう夫ぶでしょ……。いくらなんでも、この惨さん事じを引き起こした犯はん人にんがアタシだとは、未来永えい劫ごう、誰も予よ測そくできないでしょうし。サラディン。この事じ件けんに関しては、アンタももはや共犯なんだから、他た言ごん無用よ？　そもそも、アンタを助ける為ためにアタシはコレやったんだから、そこんトコ履はき違ちがえないように」


「こ、この外げ道どうがぁ！　僕に責せき任にん転てん嫁かするつもりか!?」


「と、とにかく！　責任のなすりあいはこの辺にして、さっさとトンズラしよう!?　グズグズしてると、大だい災さい害がいを生き延のびた重要参考人として出頭させられるぞ!?」


　というワケで、死の世界と化した荒野から、オレ達はスタコラと逃とう走そうする。


　地上帰き還かん早々この大惨事……。


　あー……自分で言うのも悲しいけど。地上界的には、オレ達天てん空くう郷きようから帰ってこなかった方がよかったのかも……。
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　荒野から、徒歩三〇分くらい西へ行った場所に、『ハミル』という小さな田舎いなか街まちがあった。


　そのハミルの街の中心にある、頑がん強きようそうな造つくりの、二階建ての建物の前で。


　オレ、イッコ、ノン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィちゃん、シャバオさんの七人は、じっと座すわり込んで、その瞬間を待っていた。


　そして。


　ギッ、と木の扉とびらが開いた瞬間、オレ達は弾はじかれたように、一いつ斉せいに扉の方を見る。


　扉から出てきたのは、サラディン・オズ。


　サラディンさんは、食らいつくように視し線せんを集中させるオレ達を見、呆あきれたように肩かたをすくめた。


「くだらない。何をそんな不安そうな顔をしているんだ？　予想通り、僕の騎士警での指し揮き権けんは、そのままだったよ。だから言っただろ？　家から追い出すといっても、その辺は眼がん中ちゆうにないんだ、連中は」


「そ、それじゃ……！」


　オレ達は、ゴクリと唾つばを飲み込み、次のサラディンさんの言葉を待ち構かまえる。


　そしてサラディンさんは、少しだけ改まって、言うのだった。


「……ああ。お前達の指名手配は、たった今、完全に解かい除じよされた。命令はすぐ全支し部ぶへ通達される」


「っしゃぁぁぁぁ！」


　街中に響ひびき渡わたるイッコの歓かん声せいを合図に。


　エクスの面々は、お互たがいをねぎらうように、ホッとしすぎてなんかグッタリしながらも、ハイタッチを全員で行った。


　よかった……終わった。


　やっと……やっと、指名手配解除されたよ。


　なんか、気が抜けたのか、オレはそのまま地面に座すわり込こんでしまう。


　これで、長かった聖せい剣けん争そう奪だつ騒そう動どうも、やっとこさ一段落だ……。なんか、感覚的には、十ヶ月くらいこの騒さわぎに振ふり回されてた気がする……。


「通信設せつ備びを借り、アスベルにも連れん絡らくを入れておいた。お前と、アカネ・オークボ、サイモン・カパネルラの脱だつ走そうについては、不問になる。といっても、残った二人に関しては、もともとペナルティらしいペナルティなど与あたえられていないらしいがな……」


「そ、そうだったんですか……よかった」


　もはやホッとしすぎて地面にめり込みそうだったけど、それでもオレは、さらにホッとした。アカネとサイモン……無事だったんだな。


　それに、これでオレも、またアスベルで修しゆ行ぎようできるじゃないか……！


「あ、ありがとうございました……サラディンさん」


　頭を下げて、礼を言うオレ。


「そ、それを僕に言うか……!?　そのシンプルな脳のう構こう造ぞう、驚きよう嘆たんに値あたいする……！」


　なんか、本気で驚おどろいた口調で呟つぶやくサラディンさん。


　あ……そっか。


　そもそも、学校追い出されるハメになったのも、ぜんぶこの人のせいだっけ……！


「……まぁいい。なんにせよ……迷めい惑わくかけた。悪かったな」


　オズを追い出されて逆ぎやくにスッキリしたのか、以前のサラディンさんからは考えられないようなしおらしい事を言い、ぼすっ。


　オレに、小さな革かわ製せいの袋ふくろを投げてよこしてきた。


　中に入っていたのは──けっこうな額がくのお金。


「別にそれで許ゆるせと言うつもりもないが……無一文じゃ、どこにも行けんだろう。使え」


「あ……そ、そうか。ありがとうございます！」


　今度はお礼を言っても間ま違ちがいじゃないハズだ。礼を言って、オレは素す直なおに革袋を受け取る事にした。そうだよ。オレ、ほぼ無一文だし、みんなも拘こう留りゆう所じよに捕つかまってたりしたから、似にたようなもんだろう。ここのところ、ずっとお金のいらない天てん空くう郷きようだったから忘わすれてたけど、アスベルやフランに戻もどるのだって、お金がいるんじゃないか……。


「……これで僕の役目は終わりだな。後は、好きにやればいい。じゃあな」


　それだけ言うと、サラディンさんは、ゆっくり街の外へ向かって歩き始めた。


　え!?


「ちょ、ちょっと！　アンタ、どっか行くアテあんの!?」


　そんなサラディンさんの背せ中なかに、イッコが慌あわてて声をかけた。


　サラディンさんは立ち止まったが、振り返らないし、答えない。


　やっぱり、行くアテなんかないよなぁ……。ずっとオズの中でやってきた人だろうし。だいたい、生きてる事がバレたら、また、マジックドールに狙ねらわれるんじゃないのか……？


「よかったら、仕事紹しよう介かいしよっか？　前に、アンタと同じ世界三大企き業ぎようのボンボンの根こん性じようを叩たたきなおした、オススメの仕事があるの。住むトコ決まるまでは、ライブウィンドウ・ブレイドって倉そう庫こ代わりの武ぶ器き屋やがあるから、そこ使えばいいし」


　なんだかんだ、面めん倒どう見のいい事を言うイッコ。イッコ、一人だけサラディンさんの事信用してなかった事、案外後ろめたく思ってるんじゃ……？


「クックック……ハーハッハッハ！」


　が。イッコの提てい案あんを聞いた瞬しゆん間かん、サラディンさんが、いきなり高笑いを始めた。


「みくびらないで貰もらおうか。腐くさっても、僕はマッド・サイエンティストの端はしくれ。誰だれの世話にもならんさ。今は何もかもを失っているが、僕の知ち識しきと技ぎ術じゆつがあれば、自分の商品価か値ちなどいくらでも上げられる。僕はこれからは、会社の為ためじゃなく、自分のやりたい様にやるのさ。君らの様にな」


　そう言い残し、サラディンさんは、オレ達の前から完全に姿すがたを消すのだった。


　う、うーむ。散々迷めい惑わくかけられたけど、最後の最後は、ちょっとカッコよかったかも……！


　ていうかあんだけ頭いいんだから、今後は、人の役に立つ様な物、造つくって欲ほしいよなぁ……。
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「さてと……。みんな一いつ緒しよに行動できるのは、ここまでね」


　ハミルの街の、竜りゆう車しや乗り場。


　オレ達は、二手に分かれ、向き合った。


　北行きの竜車乗り場には、アスベルに戻るオレと、ソーニョへ戻るドノヴァン。


　南行きの乗り場には、フランに戻る、イッコ、ケンジ、ミニィちゃん、シャバオさんと、ザーパンへ戻るノン。


　とうとうお別れの時がやってきた。


　やっぱり、ちょっと寂さびしい気もするけれど。


　でも、みんなの顔に、浮うかんでいるのは、ちゃんと笑え顔がおだった。


　当然だ。だってオレ達は……自分の意思で、自分の道へ帰るんだから。寂しくなんかない。


　ガタゴトガタゴト。


　タイミングがいいのか悪いのか、オレとドノヴァンが乗る北方面行きの竜車は、ゆっくり別れの挨あい拶さつを済すませる間もなくやってきてしまった。


　この街の乗り合い竜車の本数は極きよく端たんに少ないし、これを乗り過すごすワケにはいかない。


「それじゃ……オレ達、行くね」


「元気でね」


　短い挨拶を残し、竜車に乗り込もうとするオレ達。


　その時──


「マーガス！　ドノヴァンさん！」


　背中から、ふいに声がかけられた。


　声をかけてきたのは──


　ケンジ。


「忘れないで下さいよ！　一年後！」


　一年後。


　みんなで……七人でフランに集結して、エクスについて話し合う約束の日。


　オレとドノヴァンは、一瞬顔を見合わせ。


　同時に頷うなずいて、二人同時に拳こぶしを突つき出し、ケンジに応こたえた。


〝任まかせとけ！〟


　そしてオレとドノヴァンは竜車に乗り込む。


「めいっぱい頑がん張ばるのよ！　でも、ケガしちゃダメだからね!?」


「身体からだに気をつけてー！　ちゃんと、栄養あるもの食べてよー？」


「行ってらっしゃい☆　ミニィ、フランで、待ってますからね！」


　走り出した竜車に向かい、女子三人は、激げき励れいの言葉を投げかけてくれた。


　オレは窓まどから身を乗り出して、手を振ふる。


「みんな……元気で！　元気でな！」


　寂しくないなんて……ウソっぱちだ。


　でも、オレ達には、約束がある。


　一年後に、フランで、エクスについて話し合う約束。


　一年なんて……本気で何かに取り組んでたらあっという間だ。


　天てん空くう郷きようからジャンも帰ってくるだろうし。また……また七人で……すぐ会える！





　こうして。


　オレ達の聖せい剣けん争そう奪だつ騒そう動どうは幕まくを閉とじた。


　オレは、アスベルに。


　ドノヴァンは、ソーニョに。


　イッコと、ケンジと、ミニィちゃんは、フランに。


　ノンは、ザーパンに。


　ジャンは……なんと天空郷に。


　それぞれが、それぞれの居い場ば所しよで、再ふたたび自分の人生との戦いを再さい開かいさせる。








　そして月日は飛ぶように過すぎ去り──


　地上に帰き還かんしてから、あっという間に、一年半の歳さい月げつが流れた──！










　エピローグ







　夏。


　偶ぐう然ぜんにも、エクスを初めて開店した時と同じ、灼しやく熱ねつの太陽が照りつける季節。


　オレは、フラン南の正門へ、一人の男を迎むかえにきていた。


　待ち合わせ時間の少し前に着いたにもかかわらず、予想通り、その男はもう来ていた。


　つるっぱげにメガネ。たくましく日焼けし、前より色黒になっている。


　そしてその男は、灼熱の太陽の下もと、周囲に奇き妙みような目で見られながらも、黙もく々もくとスクワットを続けていた。……一いつ瞬しゆん、他人のフリをしようとしたが、


「おお！　マーガス！　こっちだ！」


　それより先に爽さわやかに声をかけられてしまったので、オレは仕方なく、駆かけ寄よる。


「サイモン……！　お前、ところかまわず筋きんトレすんのマジでやめろ！　ここ、オレの地元なんだぞ!?　恥はずいだろうが！」


「わかったわかった。後は腕うで立たて一〇〇〇でメニュー終しゆう了りようだ。そこで待ってろ」


「だーかーらー!?　いいから来いって！　みんなに紹しよう介かいするから！」


　オレはサイモンの腕を強ごう引いんに引っ張ぱり、なんとか筋トレを強きよう制せい終しゆう了りようさせた。





　オレとサイモンは、半年前、ほぼ同時期に、無事アスベルを卒業する事に成功していた。


　つまりオレ達は──もうプロレンジャーの資し格かくを持っているのだ！


　オレ達は既すでにレンジャーの仕事をしてるんだけど、今日はサイモンが仕事の関係で近くに寄よると言うので、オレがフランを案内する事になっていた。


　オレは、アスベルを卒業した後は、基き本ほん的にはフランをホームに活動をしてる。


「そういえばマーガス。お前、アカネから手紙か何か来たか？」


　二人で並ならんで一番街道を歩いていると、サイモンがふとそんな話題を振ふってきた。


「へ？　アカネ？　手紙？　いや、ここのところ、特に誰からも手紙は来てないけど……もしかして、なんか手紙来たのか!?」


　顔色を変えて尋たずねるオレ。しかしサイモンは、浮うかない表ひよう情じようで首を横に振る。


「いや……きてない。ただ、アイツ、前人未踏領域ノース・エンデで俺おれ達に助けを呼よぶかもしれない。みたいな事を言っていたろう？　だから、もしかしたらそっちに何かを送ってきてないかと思ってな」


「そっか……。でも、手紙、来てないよ。アカネ……今いま頃ごろどうしてるんだろうなぁ……？」


　アカネは、オレとサイモンが卒業する半年ほど前に〝家庭の事情〟とやらでアスベルに休学届とどけを出し、そのままアスベルから唐とう突とつに姿すがたを消した。


　一番仲の良かったオレとサイモンにすら何も言わず、置手紙もなく、だ。


　それきり音信不通なので、オレとサイモンは、結けつ構こう心配していた。


「……まあ、奴やつの事だ。どこかでウサン臭くさい問題に、率そつ先せんして首を突つっ込こんでいるに違ちがいないが……」


　サイモンがマジメな顔で言い、確たしかに、とオレは苦く笑しようした。


「……まあいい。手紙か何かきたら、教えてくれ。俺も、奴から連れん絡らくがくればお前に教えるから」


「オッケー。分かった」


　約束するオレとサイモン。


　が……


　結果的にこの時の約束は、まったく意味のないものになってしまう。


　オレの所にも、サイモンの所にも、同時にアカネからの手紙が届いたからだ。


　しかしその騒そう動どうが巻まき起こるのは、まだもう少し先の話。


　オレもサイモンも、この時は、アカネが何に巻き込まれているかなど、想そう像ぞうすらしていなかった。





　　　　※




　さて、オレはまず、イッコにサイモンを紹介しようと、イッコの家に向かったんだけど……


「な、なんだソイツ!?」


　そこで、予想外の遭そう遇ぐうが起こってしまった。


　ちょうど天てん空くう郷きようから戻もどってきていたジャン、そしてジャンが連れてきたウラヌスちゃんが、イッコの家に遊びにきてたのだ。


　そしてサイモンの顔を見た瞬間、ジャンは目を剝むいて座すわっていた椅い子すから立ち上がった。


　そしてそんなジャンを見て、サイモンも驚きよう愕がくしている。


「お前は……何者だ？　なんというウサン臭い外見を……」


「お、お前にだけは絶ぜつ対たい言われたくないんだよぉ!?　しかも、微び妙みように俺より知的な雰ふん囲い気き出しやがって！　オイ!?　まさかお前、モテるんじゃないんだろうな!?」


「な、何な故ぜ分かる？　そ、そうか。お前も、モテすぎて困こまっているクチなのか!?」


「こんなムカつく野や郎ろう生まれて初めてだ……！　マーガス、何者なんだよコイツは!?」


　ジャンが最高にムカついてる声で聞いてくる。


「だから、前に何回か話したじゃん。アスベルでのルームメイトの、サイモンだよ。サイモン、こいつはジャン」


　お互たがいの名前を明かすと、二人のつるっぱげは「コイツが噂うわさの……！」という感じでお互いに見つめ合い始める。


「ウラヌスちゃん、いつまでフランにいられるの？」


　ハゲコンビは放ほうっておいて、オレはジャンの隣となりの椅い子すに腰こし掛かけていたウラヌスちゃんに話しかけた。


「明日じゃな。三日後には天空城が降おりてくるし。お主達の、〝祭り〟を見たら、ジャン様と一いつ緒しよにすぐ帰らねばならん」


「そっか……」


　オレはチラッとジャンの様子を横目で見ながら、


（ジャンとは……うまくいってるの？）


　小声で聞いてみる。


　ウラヌスちゃんは難むずかしい顔を浮うかべた。


（うーむ。モーションはかけておるのじゃが、いっこうに効きかんのじゃ。そのクセ、ニコなどが妾わらわに見合いの話などを持ちかけてくると、途と端たんに不ふ機き嫌げんになるし……。殿との方がたの気持ちが、妾にはよう分からん）


（アイツも、素す直なおになればいいのになぁ……）


　オレは呆あきれた。この一年半、まだ意地を張はり続けてんのか、アイツ……。


　ジャンは、うまく装そう置ちを使って頻ひん繁ぱんに地上と天空郷を行き来しているけど、もう一年の半分以上は天空郷で暮くらしている。ウラヌスちゃんの為に天空郷にしょっちゅう行ってるのは、バレバレなんだけどなぁ……。


（ま、もうちょっと頑がん張ばってみてよ。オレ、応おう援えんしてるからね）


（うむ！　妾はジャン様と結けつ婚こんし、ジャン様を歴代最高の天空王にするのが夢ゆめじゃからな。頑張るぞ！）


「なーに話してんの？」


　とウラヌスちゃんと話してると、居い間まから飲み物を取りにいっていたイッコが部屋に戻ってきた。


「ゲッ!?　なに、この出来のいいジャン、みたいな奴は!?」


　やはりイッコも、サイモンの外見に驚愕し、飲み物を取り落としそうになっている。


「イッコ、コイツが、よく話してたサイモン。サイモン、この娘こはイッコ」


「ああ。マーガスが告白して、保ほ留りゆう中になっているという……。結局どうなったのだ？」


　サイモンの単刀直入な質しつ問もんに、全員の視し線せんがイッコに集中する。


　オレも、なんとなく、イッコを見た。


「ど、どうって……！」


　一いつ瞬しゆん、赤面しながら、答えるのを躊ちゆう躇ちよするイッコ。


　が。数秒後。全員の視線に耐たえかねたように、


「付き合ってるわよ！　このマーガス・アルニレックスと！　何か文もん句くあんの!?」


　ガッ！　椅子を蹴けり上げながら、ヤケクソの様に叫さけぶイッコ。蹴り上げた椅子がジャンの後頭部に直ちよく撃げきし、ブチ切れたジャンがイッコと口こう論ろんを始めてる。


　うーむ。


　そう……そうなのである。オレは、一応。


　現げん在ざいイッコと公式に『交こう際さい中ちゆう』──ではあった！


　アスベルからフランに戻もどったその日。


　思い返すと、ちょっと恥はずかしいけど。


　サンク・マリカ大だい聖せい堂どうの前で、イッコはオレに、「よ、よろしくお願いします」的な、オレの告白を受け入れる発言をしてくれたのだ。


　が。イッコの彼氏になれたという、本来なら、頭上に天使が二、三体旋せん回かいして、鐘かねの音とかが鳴り響ひびいてもいいくらいハッピーな状じよう態たいにあるにもかかわらず、オレのテンションは、いまいち低かった。


　プロレンジャーになったオレと。


　プロドラゴンキラーのイッコは。


　現在約束どおり、コンビを組んで、チームとして活動している。


　が……


　ありえない事に。


　そんな甘あま々あまな状じよう況きようで半年交際しているにもかかわらず、オレとイッコのカップルは、未いまだに『手を繫つなぐ』という段だん階かいから先に、進めてはいなかった!!


　ねぇ……そんな事、あり得る!?　あり得ていいの!?　でも実際、あり得てるんだよ、クソォォ！


　オレとイッコカップルの最大の弱点は、お互いを、幼おさない頃ころから知りすぎてる、という事だった。なんせ、オレ、五歳さいの時からイッコと一緒だったからなぁ……。


　おかげで、普ふ通つうなら甘々になりそうな状況でも、オレ達の間には、中々、男女間のまろやかな雰囲気みたいなものが漂ただよわない！　いつものまんま。


　おまけにイッコは、ただでさえ滅めつ多たにそういう雰ふん囲い気きにならないというのに、せっかくたまにそういう雰囲気になった場合でも、あからさまに避さけるオーラを発生させ、そういう雰囲気が存そん在ざいしていなかったようにふるまうクセがあるのだ。


　意外に照れ屋なのかなぁ……？


　もっと、オレが強ごう引いんに攻せめなくちゃいけないのか……!?


　ああでも、それで嫌きらわれたら元も子も無いし……クソォォ！


　オレは葛かつ藤とうに耐たえ切れず、机つくえを両手でバン！　と叩たたく。


　ぐぅぅ。オレ、またゴールを勘かん違ちがいしてたのか？


　交際スタートってのは、要は、アスベルを卒業したようなもので。


　本当の戦いは、ここから始まるのか……!?


　ああもう、なんで人生ってこんな厳きびしいんだ!?　オレはイッコとイチャイチャしたいだけなんだよぉぉ！


　バンバン！　ゴッ、バキ！


　オレが葛藤しながら机を叩く音と、イッコがジャンを返り討うちにしてる音が、居い間まに響き渡わたる。


　そんなオレ達を見て、サイモンは、困こまったように眉み間けんを押おさえながら呟つぶやいた。


「聞いた俺が悪かった。話は、もう少し、落ち着いたカップルになれた頃聞かせてもらうよ……」





　　　　※




「そういえば、イッコの母上と父上の姿すがたが見当たらんな」


　ようやく、オレとイッコの暴ぼう走そうが収おさまり始めた頃。


　思い出したように、ウラヌスちゃんが周りを見渡しながら呟いた。


「ハァァ……」


　その瞬間、イッコのため息がこぼれる。


「……デートだって。今日は、温おん泉せん行くとか、なんとか」


「ま、またぁ!?」


　ウラヌスちゃんを差し置き思わず叫んだのは、オレだ。


「あ、あの二人、毎日温泉デートしてるじゃん!?」


　未いまだに旅行中のロクデナシなウチの親といい、オレ達の親の世代はなんだってこんな旅行好きなんだ!?




[image: ]


「そうなのよ……。ウチの中でもベッタリだしさ。最近、たまにあのオヤジ連れ帰ってきた事後こう悔かいすんのよね……」


　深しん刻こくな口調でイッコ。


　不思議なモンで、あんなに体調が悪かったイッコのお母さんなのに、シャバオさんが帰ってきて以い降こうはやたらイキイキしてるし、最近なんかちょっとぽっちゃりすらし始めてきた。


　なんか、余よ命めい何年とかの宣せん告こくも取り消されるかもしれないらしいし……まさか、あの体調不良は、恋こい患わずらいだったのか……!?


「ていうかさ……。その温泉行く資し金きんって、まさか、イッコが出してんの？」


「……仕方ないじゃない。ママに頼たのまれたんだから」


　その答えに、オレはガックリ肩かたを落とす。


　オレとイッコはコンビを組み、頑がん張ばって活動してるおかげで、今、稼かせぎはそれなりにはあった。で、その稼ぎは、できるだけシャバオさんの借金返へん済さいの為ために充あてるようにしてる。


　おかげで家の周りをうろついていたシャバオさん目当ての借金取りは、ここ半年で激げき減げんしてるし、このペースでいけば、なんとかシャバオさんの借金返せそうではあるんだけど……なんだかんだでイッコの稼ぎは、結けつ構こうお母さんの為の旅行代にも消えてるんだよなぁ。


　イッコ、この世でお母さんとノンとウラヌスちゃんにだけは、無む条じよう件けんに甘あまいし……。


　オレとしては、さっさと借金返して、前人未踏領域ノース・エンデのイシちゃんに「ちゃんと聖せい剣けん届とどけたよ」って挨あい拶さつして。


　さらにそっから、前人未踏領域ノース・エンデの向こう側を目指すロマンと冒ぼう険けんの旅に出発したいんだけどなぁ……。


「つーか……。前からすっげー気になってた事があるんだけどよぉ……」


　そんな中、本気で不思議そうに言ったのはジャン。


「お前の母ちゃん……なんであんなオヤジにベタ惚ぼれなワケ？　あのシャバオヤジのどこがいいんだ？」


　他人の親おや父じを捕つかまえて失礼な言い方だったが、イッコは完全に同意し、


「それがアタシにもさっぱり……。どこが好きか聞くと、ぜんぶ♪　とかミニィ並なみにぶりっ子して答えるんだけど……。フラン最大の謎なぞだわ」


　頭を抱かかえながら、そう答えるのであった。








「おっと……もうこんな時間だ」


　そんな風に、イッコの家でダラダラしてると。


　あっという間にみんなと〝約束〟してた時間になってしまった。


「ああ。そういえば、用事があるとか言ってたな。邪じや魔まになるだろうから、俺は観光でもしてこよう。他の連中には、明日紹しよう介かいしてくれ」


「妾わらわも、遠えん慮りよしておくぞ。今のうちにジャン様のご両親と親交を深めて、外そと堀ぼりを埋うめていかねばならんからな……！」


　というワケで、サイモン、ウラヌスちゃんと別れ。


　オレ、イッコ、ジャンは、それぞれ荷物を持って新生エクス・ガリバーに向かう。








「そういや、ホリィが実家で何やってるかって話、知ってる？」


　新生エクスへ向かう途と中ちゆう。イッコが思い出したようにそう呟つぶやいた。


「ホリィ？　いや、知らない。何やってんの？」


　懐なつかしいな。みんなと違ちがって、オレはアスベルに入学する前から会ってないから……二年半くらいは会ってないぞ。


「ノンに手紙来たんだって。なんかよく分かんないけど、アイツ、フランの市長に立りつ候こう補ほするとかで、猛もう勉強してるらしいわよ」


「ハァッ!?」


　オレは、首が取れそうなくらいの速さでイッコの方を向いた。


「ウ、ウソだろ!?」


「ホント。住んでるうちに、なんかフランの事気に入っちゃったみたい」


「えぇぇ……？　あ、あんな奴やつ、市長になったら、フランはメチャクチャになるんじゃ……」


　オレはアイツのワガママで滅ほろび行くフランをイメージし眩暈めまいを覚えたけど、


「いや、そうでもねーかもよ？　アイツ、フランにいる間に、なんか異い常じように成長してたし……。あのまま成長してりゃ、案外、ふさわしい器うつわになってる可か能のう性せいが……」


「ま、まさかぁ……？」


　あの無む邪じや気きなタマネギ小こ僧ぞうが成長……？　その姿すがたが、まったく想そう像ぞうできない。


　でも、少なくとも選挙資金が潤じゆん沢たくなのは保ほ証しよう付きだし……そのうち、ホントに市長になっちゃうかも……？





　そして。


「おーいー！」


　新生エクス・ガリバーに到とう着ちやく直前。


　オレ達を呼よぶ、のんびりした女子の声が聞こえた。


「イッコちゃーん。マーガスー、ジャンもー」


　前方──新生エクス・ガリバーの麓ふもとで。


　ノンが、こっちに向かって手を振ふっている。


　その横には、ケンジが。


　そしてもちろん、各おの々おの荷物を持ったドノヴァンとミニィちゃんもいる。


「ゴメン。待った？」


「ぜんぜんー。ドノヴァン達と会うの久ひさしぶりだから、いっぱい話す事あるしー」


　この一年半で。この四人を取り巻まく環かん境きようも、大きく変わっていた。


　ノンは、エクスが休業すると決まった後、なんと、自じ宅たくを利用して、お菓か子しを売る小さなお店みたいのを始めた（デクさんも、騎士警を即辞めて店を手伝おうとしたけど、なんとかノンに説得されたらしい……）。


　そういえば、覚えてる人が何人いるか分からないけど、エクスの初期の初期には、店の中にケーキ売ってるコーナーがあって、そこでノン、自分で作った物売ってたもんなぁ。


　しかも、さすがというかなんというか、ノンの店のお菓子は強きよう烈れつ大ヒットしてるらしく。ノンの店のお菓子を食べた南の大陸の王様が、ノンに会いにわざわざザーパンまで来た伝説すらあるとか、なんとか……。


「ホント、フランに来るの、久しぶりですね☆　ドノヴァンさん☆」


「う……うん。そうだね」


　ドノヴァンとミニィちゃんも、今は、けっこうエライ事になっていた。


　ドノヴァンは、一年で、約束どおりソーニョを落ち着かせた（もちろんドノヴァン一人の力じゃないけど）。そして、約束どおりミニィちゃんにプロポーズし、ミニィちゃんも快かい諾だく。


　これで二人はめでたしめでたし……になるかと思われたんだけど。問題が起きた。


　ミニィちゃん側の親おや御ごさんが、ミニィちゃんとドノヴァンの結けつ婚こんを認みとめなかったのだ。


　理由は、やっぱり、ドノヴァンがお金持ちじゃないから。ま、ミニィちゃんは、なんといってもいいトコのお嬢じようさんだから……。


　これにミニィちゃんはブチ切れ。恐おそろしい事にミニィちゃんはそのまま家出し、現げん在ざいソーニョのドノヴァン家に籠ろう城じよう中ちゆう、徹てつ底てい抗こう戦せんの構かまえだ。


　そしてミニィちゃんの凄すごいところは、家出を、単なる家出で終わらせないところ。


　どうせ来たからには、結婚を許ゆるしてもらう材料を増ふやそうと、ドノヴァンをちょっとでも金持ちにする計画を発動。


　今まで竜りゆうを倒たおしてもお金が貰もらえてなかったソーニョの自じ警けい団だんを一いつ旦たん解かい散さん、今度は無理やりドノヴァンをリーダーにすえた『ドノヴァン・ネットワーク』なる組そ織しきとしてリニューアルし、どういう裏うらルートを使ったのか、竜を倒せばドラゴンキラー協会からちゃんとお金が出る様に再さい編へんしてしまったらしい。ま、喜ばしい事なんですけど……その気き迫はくに、最近ドノヴァンがちょっとプレッシャーを感じ始めてるような……。


「集合時間は守って下さいよ……もういい年なんだから」


　そして最後の一人、ぶちぶち言ってるケンジに関しては、いわずもがなだ。


　なんか、事じ情じようはよく分かんないけど、ケンジは今まで使ってた弐に号ごう館かんという工こう房ぼうから、壱いち号ごう館かんへ移うつる事が許ゆるされたとかで、今では他の大陸にまで名が轟とどろくムラマサ家の看かん板ばんを背せ負おいながら剣けんを打っている。ただ、最近は〝愉ゆ快かい〟への想おもいが強すぎ、奇き抜ばつな武ぶ器きを作りすぎて、「愉快すぎるだろうが！」と、親おや父じによくブン殴なぐられるスランプに陥おちいってるとか。


　この四人に会うのは久しぶりだった。


　ソーニョにいるドノヴァンとミニィちゃんはもちろんだし、ケンジやノンも忙いそがしくて中々会えないのだ。オレ自身も、一いち応おう、忙しいし。


　とはいえ、これで久しぶりに、七人の武ぶ器き屋や、全員集合だ。








　半年前──


　エクス・ガリバーを、続けるのか、解散するのか。結けつ論ろんを出そうと集まったあの約束の日も、みんなでここに来た。


　全員で、新生エクス・ガリバーの前に集まり、今後のエクスについて話し合った。


　でも、話し合いは、ビックリするくらいすぐに終わった。


　全員、持ってきた意見が同じだったのだ。


　しかもその意見は、解散でも、単なる存そん続ぞくでもない。


　全員が、なんの示しめし合わせもせずに、まったく同じ〝第三の選せん択たく肢し〟を思いつき、ここへ持ってきていたのである。


　オレ達は──以前の様に、毎日集まることは、もう諦あきらめた。


　最初に集まった時とは、状況が違ちがう。自分の人生との戦いを本ほん格かく的に始めたオレ達が、毎日エクスに顔を出すのはもはや不ふ可か能のうだったのだ。


　しかし、解散はしたくない。


　そこでオレ達は、思いつく。





　だったら──毎日集まらなくてもいいんじゃない？





　毎日じゃなくてもいい。


　年に何度かでいい。


　いや、季節に一度でいい。


　そこで、毎日やれない分、ほとばしるパワーを全開にすれば、それでいいんじゃないのか──!?





　オレ達には、確かく信しんがあった。


　今のオレ達が集まれば、以前のエクス・ガリバーとは比くらべ物にならない、世界中のどこの武器屋も真ま似ねをできないような武器を揃そろえる事ができる。


　だって、考えてもみて欲ほしい。


　ウチには、


　プロレンジャー、


　プロドラゴンキラー、


　天てん空くう郷きようで錬れん金きん術じゆつを学ぶハゲ、


　南の国の王と独自のパイプを持つ主しゆ婦ふ、


　北の大地にネットワークを築きずきつつある巨きよ人じんと看かん板ばん娘むすめ、


　そして、聖せい剣けんエクスカリバーすら造つくれる、天才鍛か冶じ屋や少年がいるんだ！


　オレやイッコは、旅先でレア武器を手に入れられるし、


　ノンやミニィちゃんとドノヴァンは、もはや誰だれにも真似できないような独どく自じの情じよう報ほう網もうを持ってるし、ケンジやジャンに至いたっては、自分で造ることすらできる。


　この七人が、自分の人生の中で武器を探さがす事を心がけておけば、仕入れなんかしなくたって、数ヶ月もすれば売り物にできるようなレア武器は、自然と集まっている！


　この『季節に一度、祭りの様にオープン』するスタイルこそ、今のオレ達が辿たどり着いた、究きゆう極きよくの武器屋スタイル。


　その武器屋祭の第一回目を明日に控ひかえ、オレ達はこうして今日、フランへ七人集結してきていたのだ！





「しっかし、やっぱり侮あなどれないわね、あのプラムローズ婆ばあさんは……」


　イッコが新生エクス・ガリバーの前に立つと。


　ブンッ！


　岩いわ扉とびらは光り、横に高速でスライド。


「まさか、俺おれらの武器屋レベルに応おうじて、数字が減へるようになってたとはなぁ……。マジで究極の建けん築ちく家かだよ、あの婆さんは」


　脱だつ帽ぼうするようにジャン。


　そう、堅かたく閉とざされていた新生エクスの岩扉は、オレ達が店の前で『祭りスタイル』に辿り着いた瞬しゆん間かん、なんといきなりオレ達を迎むかえ入れるように開いたのだ。


「さぁ！　祭りの準じゆん備びを始めましょ！　明日は、ロト・セブン一行と、ダークセイバーの四人も開店祝いわいに来るらしいし！　ダラダラしないで、テキパキやってよ、テキパキ！」


「相変わらず仕切るのな、お前……。久ひさしぶりなんだから、コロッケでも食いながらのんびりやろーぜ……？」


「私、お茶煎いれてくるー」


「ミニィ、明日、どんなお洋服着ようかな☆　ドノヴァンさん、どう思います☆」


「ボク、あの犬のキグルミの奴やつが……」


「ていうかオレ、まだやる事残ってるんで、工こう房ぼう戻もどっていいっスか？」





　店に入って、全員が協きよう調ちよう性せいなく動き始めた瞬間。


　オレは、思わず、笑ってしまった。


　これだよ……この感じ。


　この七人で何かに挑ちよう戦せんする時の、慌あわただしくて、興こう奮ふんして、疲つかれて、そしてワクワクする、この感じ。


　この感じが味わえる以上、やっぱり季節に一度でも、エクスは止やめられないよなぁ！


　もちろん、この感覚を教えてくれたお前には、感かん謝しやしてる。


　オレは、天てん井じようを見上げながら──


　ゆっくり呟つぶやくのだった。





　サンキュー、エクス・ガリバー！










ＥＮＤ
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　あとがき




　おつかれさまです。大だい楽らく絢けん太たです。


　というワケで、九巻です。


　前巻のあとがきで書いた通り、『七人の武器屋』のお話が、一段落する巻になっております。





　でも、思えば一年半前に出した五巻で、一度は一段落ついていたんですよねぇ……。


　あの頃、僕の頭の中には、


（続きを出したい！）


　という声と、


（甘いな。そんな簡単な世界やない。続編なんか出るか。現実受け止めろ）


　という声が同時に響ひびき渡わたっていた気がします。


　結局、続編は出せました。


　いろいろな巡めぐり会あわせがあったと思いますが、一番大きかったのは、いま、これを読んでくれているみなさんの後押しだったと思います。


　最後に書こうと思っていましたが、もう、書いちゃいます。


　みなさん、ありがとうございました！　ありがとう。


　みなさんのおかげで、あれから、また四冊も七人のお話を出す事ができました。





　お気づきの方もいらっしゃるかもしれませんが、第二部聖剣編は、第一部で一応進路を見つける事ができたマーガス＆イッコ、それ以外の五人の人生模様が書きたくて書きました。


　ケンジの視点で一冊書く、とか、七人が天空城みたいな場所に行く、みたいなアイデアも、確か二巻を書いてる頃ぐらいからいつかやってみたいと思ってたんで、それも盛り込めて、著ちよ者しや的てきには良かったです。





　しかし……よく九冊も書いたなぁ……。


　いや、九冊なんてそこまで多い数字でもないんですが、それにしても……。


　一巻を読んだ時点で、マーガスがアスベルに留学したり、七人で鉄道使って天下一武器屋祭に行ったり、ケンジが主役になってる未来を、予測できた読者さんが果たしていらっしゃったでしょうか……？　いたら凄すごいです。凄すぎます。作者すら、まったく予測していなかったんですから。


　あの先の見えない地獄の綱渡り（執しつ筆ぴつ）によく九度も挑いどめたもんだ……。


　これは、マーガス達、エクスの面々のおかげもあるかもしれません。


　ありがとう、お前達。お前達が可愛かわいいからこそ、たぶん、九冊も本出せたよ……。





　なんか、お礼が続いたので、チーム『エクス・ガリバー』のお二人にもお礼を。


　今こん野のさん、そして担当Ｔさん、ここまでどうもありがとうございました！


　恐らく、『七人の武器屋』は、この三人だから作れたお話なんだろうと思います。


　この三人のうち、誰かが欠けても、全然違うお話になってしまってたでしょう。


　まあ、今野さんとはこれからも超魔界村をやって遊んだりするでしょうし、Ｔさんとは次回作もタッグを組みますし。


　むしろ、お二人は、これからもどうぞよろしくお願いいたします。





　次回作のお話が出ましたが。


　ゆっくりとですが、次回作も動き出しております。


　僕は、妙みような環境に生きる主人公の、「もうそいつの人生において金こん輪りん際ざいこないかもしれない、それくらい完全燃焼してる時期」を書くのが結構好きです。


　次も、そういうお話です。


　武器屋と通じるところもあるので、そちらの方も、応援よろしくお願いします。


　秋か冬には、次回作の一巻を出したいかな……？


　ドラゴンマガジンでもいろいろやる予定ですので、チェックしてみて下さい。


（ちなみにこの本と同時発売のドラゴンマガジンに、武器屋の短編載のってます。なんと、幻のマーガスの母親、初登場です。そっちもよろしくお願いします！）








　さて。前ぜん述じゆつした通り、『七人の武器屋』のお話は、この巻で一段落になります。


　とはいえ……五巻の時も一段落といっておきながら、続きが出ました。


　七巻のあとがきで、次が最終巻！　といっておきながら、八巻ではお話が終わりませんでした。


　そもそも、『七人の武器屋』は、第一巻で完結する予定ですらありました。


　つまり予測不能──著者にすら──七人の武器屋って、まぁそういう本です。


　だから、もしかしたら。いつか第三部もあるのかもしれません……（まぁ、アイツの問題もあるし……）


　その時は、すいません。


「うわ!?　大楽絢太、またあの七人に翻ほん弄ろうされてる!?」


　って感じで、よかったら、またよろしくお願いいたします。


　でもそうなったらそうなったで……面白いかも。





　ではでは、これで。


　また作品でお目にかかれますように──







大楽　絢太
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七しち人にんの武ぶ器き屋や


エクス・ガリバー・エヴォリューション！





大だい楽らく絢けん太た
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